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‘ 定時評議員会決議お知らせ

昭 和60年 3 月27 日 開 催 の 定 時 評 議 員 会 に お い て 、 下 記 の と お り 役

員 の 改 選 、 昭 和60年 度 事 業 計 画 並 び に 収 支 予 算 が 決 ま り ま し た の で 、

ここに会告いたします。

(1) 評 議 員 会 正 副 議 長 の 選 任

議 長 高 橋 保 夫 氏 ( 銭 高 組 ) 劃 機 長 西 村 良 平 氏 ( 阪 急 電 鉄 )

認 会 長 、 冨 恰 長 、 理 事 の 選 任

1 . 昭和60年度会長・副会長・理事

( 敬称略)

新( 霊) 任 留 任

会 長 佐野 正 一 ( 安井建築設計事務所

itl 会長

松 村 雄 一 ( 松 村 組) 足立 孝 ( 摂 南 大 学 )

ｾ袋公明Ｈ日建設計Ｉ 市川 宏 ( 東畑建築事務所)

理 事 大岡 昇 ( 大 林 組) 井 上 1晃 ( 高 松 組)

片 倉 健 雄 ( 近 後 大 学 ) 今井潤之介 ( 住宅・都市艶備公団)

中島 一 ( 愛 細 工 業 大 学 ) 岡 本 行 普 ( 昭 和 設 計 )

牧 田 顕 治 ( 新 井 組) 金井 弘次 ( 日本建築総合試験所)

松 岡 照 夫 ( 大 成 建 設 ) 金多 潔 ( 京 都 大 学 )

( 技術) 村 上 秀 夫 ( 新 日 本 製 鍬 ) 小島 雄 (ils Q ; 建 訟 )

八 十 島 健 二 ( 竹 中 工 務 局 ) 長谷部朔郎 (日 建 訟 計 )

山本 晃 ( 大阪市都市盤備局) 平固 定男 ( 平田建築構造研究所)

米 田 元 一 ( 大 阪 府 建 築 部 松 村 康 三 ( 浦 辺 建 築 事 務 所 )

三品 哲夫 ( 大阪市建築技符焔会)

大 林 芳 郎 ( 大 林 組) 浅 沼 茂 夫 ( 浅 i7:l 組)

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組) 板 井 亨 介 ( 熊 谷 組)

銭 高 善 雄 ( 銭 E寄 組) 今村祐三郎 ( 大阪建設業協会)

( 総合) 竹 中 鎌 一 ( 竹 中 工 務 l苫) 鴻 池 藤 一 ( 鴻 池 組)

成 瀬 宗 ( 消 水 建 設 ) 志 j - ' i 修 一 ( フ ジ タ 工 業 )

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 昼 ) 藤 木 繊 三 ( 藤 木 工 務 庖 )

山 口 道 博 ( 戸 回 建 設 )

( 電気)

i支 海 正 雄 (i 主 海 電 気 ) 小 林 四 郎 ( 太 陽 工 藤 工 事 )

武 田 恭 一 ( 近 畿 電 気 工 事 ) 菅 谷 健 児 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

( 管工)

城口 庸 平 ( 大 阪 城 口 研 究 所 ) 木 内 消 ニ ( 精 研)

平 城 勧 ( 朝 日 工 業 社 ) 伴 一 郎 ( 西 原 衛 生 工 業 所 )

( 建材)

立 野 一 郎 ( ユ

一
オ ン) 川 岸 繁 夫 ( 川 岸 窯 業 )

中西 孝 ( マ ン 7  ン) 渡辺 窓 ( 東洋シャッター)

2. 昭和60年度事業計画

本 年 度 も 昨 年 に 準 じ た 卒 業 を 行 う が 、 本 年 は 、 会 誌 「 建 築

! - と社会」 の 充 実 を は か る こ と を 最 重 点 と す る ほ か 、 現 行 事 業

の 活 性 化 と 、 新 規 事 業 の 企 画 に 取 り 組 む 。 と く に 会 員 の 増 強

に つ い て は 、 青 年 層 の 獲 得 に 主 力 を 注 ぐ と と も に 、 建 築 界 以

外 の 周 辺 業 務 に 携 わ る 個 人 及 び 法 人 に も 会 員 層 を 拡 大 す る 。

ま た 、 新 幹 線 ( 大 阪 ~ 東 京 ) の 割 引 切 符 の 販 売 、 サ ロ ン の

利 用 、 貸 会 議 室 な ど 、 会 貝 へ の サ ー ビ ス 向 上 、 会 員 相 互 の 交

流 に 役 立 つ 雰 囲 気 づ く り に 努 め る 。

① 会 誌 「 建 築 と 社 会 」 の 発 行 ( A 4 判 変 形 ・月 刊 )

② 「建築技術選書」と新シリーズ〈プロのノウハウ〉の企画

③ 会 員 名 簿 の 発 行 l発 行

④ 講 官 会 な ど の 実 施

@ 建 築 工 事 実 務 講 習 会 @ 研 修 会 。 建 築 技 術 選 書 講 座

⑤ 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル の 実 施

⑥ 工 高 建 築 科 優 秀 卒 業 生 へ の 表 彰 状 授 与

⑦ 若 い 会 員 の 集 い

@  各種見学会

⑨ その他

日 本 建 築 協 会 会 告

3. 昭和60年度収支予算

収入の部 単位千円

大 科 目 中 科 目 予 算 額 積 算 内 訳

事 業 収 入 73 ，800 

会 E志 収 入 55 ，000 普通号10回特別号 2 回

契 約 々 款 売 上 収 入 2，500 

会 貝 名 簿 収 入 8，000 隔年発行

建 築 技 術 選 岱 収 入 2，800 企画料ほか

集 会 収 入 1，500 各種見学会ほか

講 演 講 習 会 収 入 2，000 講習会 ・研修会

雑 収 入 2，000 

会 費 収 入 63 ，308 

個 人 正 会 只 29 ，640 本 部 支 部 会 只

1/ 1，632 地方会只

団 体 正 会 只 32，000 会社・団体

準 会 貝 36 学生

寄 付 金 収 入 寄 付 金 収 入 700 

積 立 預 金 借入金返済積立預金 3，000 

取 崩 収 入 退 戦 給 与 引 当 預 金 18，000 

雑 収 入 雑 収 入 3，000 

収 入 合 計 161 ，808 

支出の部

大 科 目 中 科 目 予 算 額 積 ｾ＠ 内
t帽、;:

管 理 費 86，600 

給 料 手 当 43 ，000 本給・賞与・諸手当

退 耳琉 金 20，000 

退職給与引当金繰入額 3，000 

福 利 厚 生 費 4 ，700 各種保険料

会 議 'J!l 2，000 

旅 費 交 通 貨 1，800 

通 信 運 搬 'J!l 1，200 電話料ほか

集 金 強 1，600 郵便掻替手数料ほか

t肖 粍

"ロ"  
重量 300 

修 締 'J!l 100 

印 刷 製 本 質 360 

光 熱 水 料 費 440 電気代

火 災 保 険 料 50 

軍且 税
ｾ、，、 、

諜 1，700 

会 館 消 帰 'J!l 150 

借 入 金 利 息 1，300 

雑
百貨

900 

管 理 資 4，000 第 3 ピル使用料

l)} 業 費 71 ，000 

会 誌 発 行 'J!l 53，000 印刷費 ・広告手数料

契 約 々 必: 資 1，500 印刷費 - 委只会費

会 貝 名 簿 発 行 賞 5，800 

建 築 技 術 選 瞥 諸 費 2，200 印税ほか

集 会 '銭 2，300 

講 演 講 智 会 費 1，500 

教 育 娠 興 費 1，200 デザインコンクールほか

助 成 金 支 出 1，700 支部費

雑 'J!l 1，800 

借入金返済支出 借 入 金 返 済 支 出 3，000 

基 金 繰 入 基 金 繰 入 700 寄付金

減 価 償 却 費 減 価 償 却 費 100 

予 備 費 予 備 費 408 

支 出 合 計 161 ，808 

建築と社会/ 19民年 4 月号 1  



一一一一日 本 建 築 協 会 会 告

司会員増加運動にご協力お願い

本 会 は 大 正 6 年 の 創 立 で 、 建 設 省 所 管 の 公 益 法 人 中 で は 最 古 の 歴

史 を も っ て お り 、 建 築 界 の 総 合 団 体 と して 常に建 築 関係 各 部門 の 連

繋 と 調 整 に 当 た る と と も に 、 相 互 の 親 陸 、 共 存 共 栄 に 意 を 注 ぎ 、 会

誌 「建 築 と 社 会」 の 発 行 や 、 朝 食 会 、 懇 親 会 の 実 施 、 美 務 に 直 結 し

た諸種の事業活動を行っております。

つきましては、 2 年 後 の 昭和 62年 に 創 立70周年を迎えるに当たり、

会 員 増加 運 動 を 展 開 し て 、 会 勢 を は か る こ と に な り ま し た の で 、 お

知 り 合 い の 建 築 周 辺 の 方 々 に も 、 入 会 を お すすめ 下 きれば幸いです。

心 当 た り の 方 が お ら れ ま し た ら 、 事 務 局 に 入 会 申 込 書 が あ り ま す の

で、ご請求下さい。

きり絵「道頓堀筋」の寄贈

こ の た び、 きり

絵 作 家 の 栗 本 昇 氏

よ り上記きり絵の

ご 寄 贈 が あ り ま し

た の で 、 こ こ に 誌

して厚〈 御 礼 申し

上げます。

お知らせ 1111111111111111111111川111111111111111111111川 1111111111111川

‘ 新幹線乗車券割安頒布大阪一 東京

会 員 サ ー ビ ス の 一 環 と し て 、 上 記 乗 車 券 を 割 安価 格 に て 販 売 い た し

て い ま す の で 、 ぜ ひ と も ご利用 下 さ い 。 お 申 込 は 日 本 建 築 協 会 事 務

局 ( 電 話06 - 348  - 0 635) 0 土 曜 ・日 曜休み。

普 通 車 往 復

グリーン車往復

本 会 頒価

22 ，400円

27 ，800円

60' 年 4 月20日以降

駅 売価 格

25 ，200円

35 ，000円

4 貸会議室として使用できます

大 会 議 室 な ら び に 小 会 議 室 は 、 本 会 の 未 使 用 時 に は 、 貸 会 議 室 と し

て ご 使 用 で き ま す の で 、 本 会 事 務 局 ま で 早 自 に お 申 込 み 下 さ い 。

( 電話06 - 3 4 8 - 0 6 3 5 )

会議室の使用料金は下記のとおりです。

; 注品

大会議室60m' ( 30名) 小会議室30m' (16名)

会 員 その他 会 貝 その他

9 : 30- 12 : 00 6，000円 8，000円 3，000円 4，000円

13 :  00- 17 :  00 8，000 10，000 4，000 5，000 

17  :  15- 20 :  0。 10 ，000 12，000 6，000 8，000 

9 : 3 0 - 17 : 0 0  12，000 14，000 6，000 8，000 

13  :  00- 20 :  00 15 ，000 17，000 9，000 11 ，000 

第8 回都市計画シンポジウム「社会変化から日本のニュータウンを考える J 開催

大阪ではじめての都市計画学会シンポジウムが、 ・シンポジウム 6 月 7 日倒・ 8 日出 見学会 千里ニュータウン、芦屋浜、ポートアイ

6 月に、大阪市西区の建設交流館で開催されるこ ・見学会 6 月 9 日( 日) ランド、西神 戸ニュータウン

ととなりました。本年度は「社会変化から日本の 場 所 建設交流館 申込先 参加希望の方は、日本都市計画学会事務

ニュータウンを考える」をテーマに、シンポジウ ( 大阪市西区立売堀2丁目 l番2号電話06- 543- 2551) 局沖田秀浩まで。

ムと見学会を行いますので、多くの方々の参加と 参 加 費 正会員 12 ，000同 ・学生会員 5，000円 電話0 3 - 2 61 - 5407、2 6 3 - 1618

討論をお待ちしております。( 日本都市計画学会) 非会員 17，000 

開催日 昭和60年 6月 7 日 ・8 日 ・9 日

- 資料集 ( 85 判 1∞頁程度) およひ・干皇ニュータウンの総合

評価に関する調査研究報告書 ( A4 判330頁) の代金を含む。

・懇談会、見学会経費は別途。

2  

第 l 日目 6 月 7 日( 金) 釧 9 :  30開会

. 都市文明とニュータウン 一司会: 鳴海邦碩( 大阪大学)

1  . 都市文明とニュータウンの未来

米山俊直( 京都大学)

2 . 日本のニュータウン開発のパースペクティプ

川手昭二( 筑波大学)

. 千里ニュータウンの経験から学ぶ 一司会 ・岸本幸臣( 大阪教育大学) ー

1  . 自治体行政とニュータウン建設

竹内 義治( 元笠中市長)

2  ニュータウンの住空間の評価

延藤安弘( 京都大学)

3  ニュータウンの成熟化への対応

重村 力( 神戸大学)

4  ニュータウン地域の変容

鳴海邦碩( 大阪大学)

. 懇続会 ( PM5 :  30より)

第 第 2 日目 6 月 8 日( 土) 馴 9 :  30閉会

. 新しい時代のニュータウンの標題

一司会 : 延藤安弘( 京都大学) 千葉桂司( 住宅 ・都市整備公団) -

l  西神ニュータウンの計画理念

高野 畠郎( 神戸市開発局)

Z  ニュータウンと技術者集団

和田 克朗( 大阪府企業局)

3. 終りのないニュータウン計画一高蔵寺 N . T をふまえてー

土田 旭( 都市環境研究所)

4  開発途上ニュータウンの新しいイメージ・ I

松尾俊之( 西武都市開発)

5  開発途上ニュータウンの新しいイメージ・ II

砺波清一( 東急不動産)

6  群島型ニュータウンの計画の可能性

中臣敬治郎( 住宅・都市整備公団)

. パネルディスカ ッション ( PM3 ・15より)

ニュータウン開発の新しい局面

司 会 白紙野桂人( 大阪大学)

パネリスト . 川上秀光( 東京大学) 、角橋佐知子

土田 旭( 都市環境研究所) 、三村浩史( 京都大学)

炉 、

ー

r' 
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. 製紙デザイ ン

吉引顕久( 竹中工務庖)

自己憾の断片ーアヴィニヨンの昼下がりに

・特集予告

5 月号/ ホールーそれが生みだす文化

6 月号/ 外壁材料 最近の外壁

7 月号/ 水 (仮称)

会 長 佐野正一

副会長 足 立 孝 ・市川 宏

松 村雄 二 ・薬袋公明

編集委員会 ( 昭 和60年度)

編集委員長 i  ・施工t機骨f絵

井 上 混 j 荒 木 弘 之

編集理事 i  田 中 光 紀

‘  

西 牧 !A:告

前 回 絵 和

* 水口 説

横 井 征 夫

・法令分科会

押 川 J長ヨE

* 広t工 雅 樹

松 回 洋 三

南 出 初 延

俄楠骨l頃皿金)

亦 井 市 弘

伊 藤 (i s郎

小林 正 純

。中 ｍｾ 博 良

氷原、 守

堀 知 祁 ー

(作品作量小要員会)

荒 川 朱 美

布Ii山 首

大 以 研 二

小鯨 ｾｾ久

加 藤 俊 明

菊 池 総

。北 村 恭 一

;'.IA川 省 二

浜崎 彰

絵 村 本 治

t砧I也 随 一

(広告企画小曇員書)

。 伊 藤 敬 祐

池i剃 i圭潟

大占佳 正

木l民 幹 雄

北村 潤

関上 章

同時 裕

中井 進

! 点回 'II; 介

平 等 一 之

広 岡 相 正

山 下 修 司

• 

編 集委 員

(特鈴l頃員全)

・計画分科会

足立 啓

岡 田 信 幸

金 津 成 保

杉 本 章 子

園 附 尚

* 田 中 直 人

* 郷 礼 子

1:1]山 徹

藤 悶 治 彦

舟 橋 図 男

本 多 友 常

山 恨 勝 手1I

・構 ia分科会

日 下 部 響

阪 本 隆 敏

田 中 茂 樹

商問 理

* 真 塚 達 夫

f長野 博

山 悶 裕 治

・設備分科会

織田 :皆、生

加且唱l( j t久見

本市内 陣: 劃t

川 戸 敏 雄

河 ilt 隆之

久須美高即1

4持 基 #

* 逮藤 進 o古 旺l 健次

。渡辺 息

。 削畳H U 0 酎II 4'; H 民代行 * 幹41

光
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Gal l ery - まち・建築・ひと

新建材紹介コーナー

建築と社会 ニュース

日本建築総合紙験所だより

すまいづくり講座12

建築の根

回 各 論 1

国 各 論 2

団 事 例 紹 介

施工材料の頁 126

構 造 の 頁 12 B  

特集・情報化をめぐる建築・都市事情

SPE CIA L  F E ATUR E S  ON  AR CHI TE CT UR E  A ND  CI T Y  IN  INF ORM ATJ ON  

SOCIE TY  

定時評議只会決議お安f J らせ一 ーー ・・・・…. ..・ ... ー ー ーー. . . . . . . . . . . . . ... . . ・ ・・...... 1  

長 崎 短 期 大 学 ーー ーーー ・ ・ ・・・・ー ーー 設計監理 : 清 水 建 設 施 工 : 清水建設 ・堀 内 紘 一 4  

M B C 開 発 ビ ル ・・ 0 ・・… ・・… … ・・・ ーー 設計ｾ理 Ｚ 清水建設施工清水建設 ・ ｍｂ ｃ 開 発 Ｎ 6  

ぼ ん ち 神 戸 工 場 ・ .. •....• ••• . 設計監理 : 徳岡 昌克建築設計事務所 施工 : 徳 間工務 庖... 8  

最近竣工した新建築 9 点 (No.1846- 1854)  ーー・ - ー ..... ••• ..... 一ーー…・ 0 ・・ 0 ・・・… 0 ・0 ・0 ・・ 11

呑皇闘の家 ( 音羽邸) ・. . ーーー ーー ・…・・・ ・・…・・・ー… ・・ー… ・… … … … ー・ ーー・…- ・ …ー・ 1 2

P & P ステンレス防水工法/ 伯番手JI' .. ..... .. ... ー ・ ・ ・ー・ー ー・ ・・ー・ー 一. .. .. .・ H ・... . .. . .… ・ ー 1 4

新風営法と建築基準法との| 剥: i i l i ( その 1) / 鈴木博文..... . ............... ーー ー ーー ... 1 5  

書評 「やわらか い新都 市J ( 傍梓忠夫 +上回篤 ) / 吉野正 治 マイ ・フォト フランス 凱

旋 門の因調v 赤 井M弘 ... .. . ... ... .... . ... . .. ... . .. . ー ー ーーー・…・・・・ 0 ・・ 0 ・・ ・.... . .. . .. . ..... .・ 1 6  

この人一喜多俊之/ 小林正純ーー . .. ••• . ••••• . •.. ・... .. ...... . ... . ・ . •. . •. •. 一一・・・…・・・…・・・ ー ー 1 7  

1985 日本建築家協会新人'Uーの募集要項発表ヴイクトリアンタイル展ー伊奈ギャラリーOSAKA.

" まちづくり. . 絵本製作一住者11公団光明台ニュータウン都市 型集合住宅はどうあるべきかー(ω

兵庫県建築会 ーーーー……. . ・.. . . ... ・・・・ ・ ーー ー 一 ........................ ....... .... . 1 8  

徳岡昌克 Oel 向品克建築設計 '1'務所) 氏を訪ねる / インタピュア ・松村孝 治 ・・ ・ー・ー ・e ・e ーー ・.. . 2 1  

中心と周紋ーぽんち附 神 戸工場をみてＯ本多友ｾ Ｂ ＢＢ 一....・ 0 ・… ーーー ・ー・ ・ーー .....・ e ・ 22 

大口径包: K' 担分自主継手の実大実験 ーー ー・ 0 ・・・ e ・e ・. . . . ・・ 0 ・ . . . …ー …・ ・… … … 2 3

公団 l Hi 住宅スト y クの改善一社会的資産の録生を目指して/ 燥野邦夫 ー.. . . 一… .. ......... 24  

高齢化社会を迎えて一分離方式よ りi副主を/ 荒木兵一郎. 拡がり / 森内磁一自1¥...... .. … ・ ・・ 0 ・… 2 6  

〆切 / 榔光夫 水際の都市テ'ザイン蘇生/ 総縄正俊

情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・都市事 情

情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・都 市 事 情 . •... ••. •• . •. . . ・ . •. •. ーーー ー…。. . . . ・・ ・0 ・・・ベー ・ー一 28 

出席す' i 升二上 宏/ 沢井手11之/ 高 得 昇 三 司 会 者 : 滑 川敏 彦

情 報 化社 会と 人間 生活 ｾ .・e ・・・ 0 ・0 ・… 0 ・…・・ ・0 ・・・・ ・0 ・・...・ 0 ・.....・ e ・-… 0 ・…・・ 三 輪 昌 子 ・・・ 3 6

情 報化 社 会 の 歴 史. . . . . . .. .. . .. . ... . ....... . .... ...・.. . . ...... . ...・ … - ・ . . . . . … 杉 田 繁 治 ... 3 8  

情 報 技 術 の 革 新 と 都 市桃 進 の 変 化 … … … ・・… ・ー ・… … ・ ・ーー ー 月 尾 嘉 男 ... 4 0  

情 報 化 社 会 の 住 宅 ・… - …・ 0 ・ ・0 ・0 ・…一一…・ ・・… … ・・… … ・・…ー ー 山 田 雄 三 ー 4 2  

情 報化 社 会 の イ ン テ リア ーー・ー ・ー リー ・ ー・… ・ー ー ・ ・ーー ・・・.... . 栄 久 庵 祥 二 ... 4 4  

情 報化 相 会 の 技 術 e ・e ・.. . ... . .. .... . ....... ・…・ー. . . .・e ・. • .  • • • .  .  .  • . ・・・ぃ 森 永 規 彦 ・・・ 46

情 報 シ ス テ ム を と り こ ん だ 建 築 ・ま ち づ く り ... . .. . .. ... ... . .. ・・ … 0 ・・・・0 ・・・・ 0 ・0 ・・・・. . . . 49  

岸和江! のテレトピア計凶 ( 三 国忠雄 ) / 京生野j のハイオーピス ( 後藤章太郎 ) / 志木ニユ

ータウン ( (1 烏恭敏 ) / 治丙ニュータウン ( 京都市計画局 ) / 部ホテル大阪 ( 反田誠)

情 報 化 あ る い は 情 報 化 社 会 に つ い て 思 う こ と ・n社 の 取 り 組 み .......... ー 52 

テ { ，シュ アンテナの j乱物，，!i ( I l l 村紀雄) / 肱送の多隊化に対応する新メディアの開発と実J : rl化 ( N H  K ) /  

ブランチ ・オ7 ィス コンブセトのm聖j竹 { 湯川利手J 1 ) / [ii l土J . I l 設と r(:j/主的報化げ日 11勝 ) / 情報管理から

み た ア ン バ ラ ン ス ( ，'，-'I" 他雄 ) / 地械の情報化はソフト而から ( 谷町l良 ) / 総合的有機的な展開のために法

律の制定を 一通産省一 ( iI!i，'F.省 ) / 情報システムはr . 11市の新しいイ ン7 ラか (i 長野誠 ) / 神戸研究学凶 r.J I市

における C A T V 'I' 業 ( 高野口 UII ) / ニューメデ ィアに 企業が取リ *Jl む場合 ( 三井不動産 ) ＯＧ ，ｉ￨ｾ｜ｩｬ宣伝 の自

由化 ｲＮ Ｚｪ ， ｾｦｴ を位に 郵政省 一 ( 量11 i' i政 ) / ニの，ieサ化してい くなかで( i ; I 水茂樹)

情 報 シ ス テ ム ・キ ー ワ ー ド30 56  

建設ロポ ッ ト/ 岡田善弘 ・・・ ー ・・・ … .. .  ・. . .. .・ .，.・・0 ・・ .. .... . .. .... ... ・e ・59

基礎工・ ｊ ｾ の問題点 Ｏ 北中克己 ーー ・ー・一 .... .. .. . .. .. . . . . . . . 一ー・ー ・・ー・・ ーー・ 0 ・・ . •. •. …. . . . . . .  6 0  

グラスウールダクト / 寺 嶋 健 二 .  • • .  .  .  • .  • • • .. .• •.. .. .. . .・ーー ー一 一一一. ...... ... .. .. . . . .... ... ・e ・ ・63

日本建築協会月| 百! の動き ( H?HII60年 2 月分 ) …ーーベー ・… … … ・・・・・・・・・ー ・・・ ベ ーー .  64  

3  



長 崎 短 期 大 学

設 計 監 理 清 水 建 設

施 工 清 水 建 設 ・ 堀 内 組 共 同 企 業 体

所 在 地 佐 世 保 市 椎 木 町 599

敷 地 面 積 29 ，18日 50m'

建 築 面 積 2 ，881 . 85 m'  

延 床 面 積 5 ，4 70 . 95 m'  

構 造 規模 R C、 3 F 、P 1

工 期 昭 和 59年 4 月~ 昭 和 60年 2 月

最 寄 駅 国 鉄 佐 世 保 本 線 佐 世 保 駅

愛宕 山 を向二うに芸術棟 ( 低層棟) を見る

⑦ 

'弐ミ

• 

外装仕上 外噌 磁 総1'e45二T lJト タイルl出、 一部樹脂' ¥・明、コンクリー ト打 放し 民般 プチル ゴ ム系 シー ト ｾＩｪ 水

撮影 河野博之



⑨ 

O 1 0  20 3Om 

1 階平面図

H:曲7. j 制 JYI 大' ( : ( 111私、 九州文化Ｇ判官 ｼ 告｜ｩＡ ｾＱ 大 Ｇγ ー Ｉの

新キャンハスは、 WI 川呆 di の 郊外、 ff F.木町Iの丘陵

を!日l発して処設が始められた 。 敷地は点に佐世{ 九:

山のシンボル I ＩＱＱｾ｡［ Ｎ を ｴｩｦｾ み、北には ｉｉｉ ｈ に ｪ ムがる

1111材胤; 止を介して禿胞な安の愛抗L 1J をJEi ( i j に凡る

ＪＧｾ＠ ｾｾｾかな絶 ｈ の ｦ［［［ 与 ｬ のＺドにある 。

配 i i U十Ililj における幅I i の設定は、このぷ111' 1らしい IIJt

唱と、数本への 11 )'H. 、1キオとのhYI 設 ，il i1ilj への刈 I.t、の

3 点を行 1.&. して決定された 。 また 、J，止小| 恨のJi 血設

j脳炎でJ ) f J 校せざるを仰ない新キャンハスが大' ( : ら

しいら宇J ! 可欠を当初より持ち判るよう、』血 s没門4iF{ に

11品心した

本自白をア フローチ jli:#¥の iEI(，iに、村- .f，{; の長さと、

学生たちのコミュニケーションスペースである中庭と回廊

ｉｾＧＺｪ さを持たせて仲 ｩ える Ｍ Ｉｪ 、食ｾと工 ｊ 術系 の ｴ ， ｲＩ ｊｕ

教 ｦａ ｾ 下は Ｑ Ｑｉ Ｑ Ｑ ｾ ￟ て。ｪￆねた低 ｉ ｍｈ ｩ とし、本自 ￭ ￯ の ｬ ｦＮ ｪ ｦｬＡ ｬｊ に

'1' 嵯を介して配 ;_i'l : している 。 それによりキャンパ

ス令体がヒュ 7 ンなスケールを生み出し、 Ij' 娠

は' 手生のコミュニケーションの場となるであろ

フ。

外装は淡いサーモ ンピンクの タイルをＩ， ｕｾｉ こ、 ＱＩ 日

11 ＱＱＱＱ の州部分と ｉｪＧ 経を巡る Ｑ Ｑ｟ｉ Ｑ Ｑ ｊｬ ￭ｩｾ 与をコンクリ ー ト

HJ j)[ しとしてアクセ ントをつけた 。 タイルの色 1淵

が !;L.  .-r 大の lリj るく、 l愛しい手! 羽うえを服すー }j で、

コンクリ ー トの. j f 1皮しのi ' t ! 必が 、' 下ぴ子? としての

厳しさを 11託子lミしている 。

( 竹内険ー ・i_[ 十tk / h'i- 水処，没九州立 1，' ; )



M B C開 発 ビ ル

設 計 監 理 清 水 建 設

施 工 清 水 建 設 ・ MB C開 発 共 同 企 業 体

撮 影 高 附 博教 + s s 福 岡

所 在 地 鹿 児 島 市 樋 之 口 町 1 ー 1

敷 地 面 積 995 . 54m'  

建 築 面 積 838. 11 m'  

延 床 面 積 3，915 . 01m'  

構 造 規 模 S R C、 8 F  

工 期 昭 和 59年 2 月~ 昭 和 59年 12 月

最 寄 駅 国 鉄 鹿 児 島 本 線 西 鹿 児 島 駅



司、

'  匂

針1江 湾 か ら 桜 島 を 眺 み 、 市 民 の 足 で あ る 市m

が 詩 情12か に 路 面 を 賑 わ す 鹿 児 島 市 の 中 心 地 、

天 文 館 の 近 く に こ の 建 物 は 立 地 す る 。

施 主 ( 南 日 本 放 送 と MB C開 発 ) か ら の 最 大

の 要 望 は 「 鹿 児 島 に は 類 の な い 、 新 鮮 な 挫 物

をJ て“ あった。

4央隆 で 変 形 し た 敷 地 の 中 に 最 大 限 の 駐 車 施 設

と 効 率 的 な オ フ ィ ス ス ペ ー ス を 確 保 し 、 Y ヨ

ーノレーム及び、でき る 限 り 大 きな多目 的 ホ ー

ル を 組 み 込 む と い う 複 雑 な 要 求 に 対 し て 、 ト

リプノレコアとも言うべき三つめタワーを設け、

カーテンウォーノレのガラスポ ッ クスがそのト

リ プ ル コ ア に よ っ て 支 え ら れ る と い う 形 態 を

と る こ と に よ っ て 明 解 な 解 答 を 得 た 。 事 務 所

ス ペ ー ス を 4 - 7 階、 1 1宥 に イ ベ ン ト デ ィ ス

プ レ イ の 可 能 な エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー と シ ョ ー

ノレーム、 2 階に多目的ホーノレを自己出している。

ブ ル ー グ レ ー の コ ア 壁 面 と 、 ハ ー フ ミ ラ ー

ステンカラーサッシのカーテンウォーノレによ

って 附成される外壁は、シャープで繊細! な表

的 を 賎 し 出 し 、 季 節 の 移 ろ い と 共 に 彩 り 泣 か

に変化していくことであろう 。 また、 ｉｾ 然排

煙と自然換気の為の横に- i i l i 絞したアルミ 7 ラ

y シ ュ パネノレを各階上下に設け、ガラス部分

は 全 て ほ め 殺 し と し 、 マ リ オ ン を 外 fUl J に は 比

せ ず 、 水 平 線 を 強 調 し た 立 国 情 成 と し て い る 。

インテリアは外装のイメージを継ノ鼻し、 1  1，皆

は (1 、 21; 皆 は ブ ル ー を 基 調 と し て 統 ー を は か

り 、 外 袋 と 共 に 所 与 の 嬰 望 に 対 し 、 充 分 に 満

足のし、〈建物の完成をみた 。

( 竹 内 険ー - 道 江 紳 ー/ 治 水 位 設 ) L州 支 1，1; )  

• • 

事務宜

• • 
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ぽ ん ち 神 戸 工 場

設 計 監 理 徳 岡 昌 克 建 築 設 計 事 務 所

施 工 徳 岡 工 務 庖

全 ); (l vJ fII IJ

撮影 村井修



所 在 地 神 戸市 西 区 高 塚 台 5 ー 1

敷 地 面 積 16 ，942 . 37m'  

建 築 面 積 3，279 .7 3 m'  

延 床 面 積 5，714 . 85m'  

構 造 規 模 S 、 3 F  

工 期 昭 和 59年 4 月~ 昭 和 59年 10 月

最 寄 駅 国 鉄 山 陽 本 線 明 石 駅

ぽんち株式会社は、あられやおかき等の米楽製造

の之古IIi ていある。この工場は、戦後いちはやく M本

人の食生活が次第に欧米化の傾向があり、 I111もの

が好まれるのに凡通しをたてられ、伝統的な生産

手法のものに加えて刷物 I111 でこれら米兵ミの半製品

を防げたヒ y 卜尚 1111のーっとしてのやばんちぬげ仰

の Ｍｬｔ Ｚ，ｽ ｾｩｬｩ と、将米の Ｄｽｲ 製 ｉＱ ＷＱ 製泣にそなえて ｊ ｪＭ ｾ ｉ ｪｩ

されたものである 。

あられ、おかきが日干び起す美しい日本の j瓜こl二に 対

する割増慾と、 I11川JJ げによるこの尚品の欧米のスナ

ックにも i必ずるフィ ー リングをも った i/U紫で1リl る

い、さわやかなイメージの食 1171工場を自IJ ってみた

いと J41った 。

このため、似統的な切 li Ji. 似を採川し、色彩計阿

をねり、また納まりのよいディテールに心がけた 。

また、，;tJI弄の J也にある立地粂1 ' 1ーを打11別して、 I似〈

人々が、交作や休ＡｾＡに行き ｾＧｩｬ Ｚ Ｇ りする工場械と・ ｊ Ｇ［ 務

所械の iJ 立り廊下から、 I'LJ 予の美しい hJiU;t が楽しめ

るよう向ｾｉＮｕｩＺした 。 この工場同 ｊ 也をインダストリア

ルパークとする神戸 市の趣旨に治い、建築主は、

郷 '11でff ててこられた多くの樹木を、このJ也に第

2 の ，'i 氾として4多し. f l!( えられ、計闘に 1とをそえて

し、たた'し 、fこ。
( 徳間 "'1 !/l )  

r--T- 一一一一一一 一一一一---y-j

1  1  糊 予 定 地 11 

・J 、l

』ーーーー一一一一一一一ーーーーーー ーーーーーーー一一一ーー _J.'

h  :  

工場

配 置 図 1  :  3000 

〈⑥

外也U4 f l!l J

大 同 鋼 板 製品

bi fH カラー鉄板1(1者it さ

外1:lt 化椛銅版，、ネル( イゾバンド )
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現代のニーズに応える

鋼板と建材製晶

也 大開骨骨子テ位
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建 材 販 売 部 ⑤541 大 阪 市 東 区 高 麗 僑 2 - 4  1  fi (06) 203- 0751附

東 京 営 業 所 ⑤100 東京都千代田区大手町 2-6-2 ( 日本ビル) fi (03)279- 0751附
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建物の値打ちの高め方
四六・ 208頁・定価1700円

lビル・マンションの新しい評価法 l

( 目録進呈〉

10 

外壁塗替えの前と後では，マン ションの売買価格に 100 万円以上も聞きがあるという ー どうしてこ

のような差が出るのだろう 住まいを選ぶH寺，人はどういう価値基準で判断を下すのか. 本容は ，

人間の価値観をアンケートの解析など様々な方法で分析し，建物の的確な評価方法を提示したもの

である これまでの建物評価法は，専門家の立場からみたハードな手法に頼ってきたが，本容では

建物の使用者( ! ! I ] の意見から算出したソフトな手法で建物を評価し，また，それを活用して建物の値

打ちを高めるアイデアを公開する. 自に見える値打ちも見えない値打ちもわかりやすく解説した.

・目次・

1  これまでの建物評価法

2  ビルの新 しい評価法

テナン卜によるアンケートと数E盟解析 / ピ Jレの立地条件 / ピ

Jレの姥築条件 / ピルの経営条件と総括評価

3  マンションの新しい評価法

居住者によるアンケート/ マンションの立I也条件/ マンショ

ンの建築条件 / 7 ンションの管程粂件と総括評価 / 他

首弱 → 

ｲ ｜ｬＱｬ､＾ ｊ ・・，ｾＮ。め τ ゥ エィ ｉＭｴ ｬ ＮＧ ぃ

6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木綿橋通西洞院東入 劃 7凶 川11
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住宅から都市ヘ

- 小さな住宅を通して街に伺が語れるか。

住宅における塀の存在は、家族単位としての個を主張している

ように見えるが、都市に対する無関心につながる諸惑の源で

ある。人間と都市の隔絶を窓昧する。

塀は街並みの表情を消してしまうだけでなく、生活の場である

街の生活感をも消してしまう。

建築家の好きなイタリアの街並みの魅力は、街路と建物がダ

イレクトにつながり、建物の関口部を通して、生活が街ににじ

み出レ、そして街路カ唱1市の部屋になることである。

私有財産である敷地の一部をオープンスペ ス化し、建築と

道路の聞に配し、街路空間に提供するとともに、建築の表情に

も変化を与え、外壁が道路にダイレクト( 塀なしで) に援する。

そして、効果的な植栽が建物及び街絡を柔らかく演出する。都

市において大きなウェイトを占める住宅をはじめとする小さな

建築と、それにつながる豊かな街路空聞から都市を再備築せ

ねばならない。

・建築家は自己の哲学と思想を施主や社会の要求とのバラ

ンスの中で空間に創造する。

自邸は建築家としての自己の姿勢を直媛、設計を通じて追求

できる貴重な機会であるだろう。クライアントのいない世界は、

一度ならすやってみたいものだ。それだけに設計人生の中で

のエポックになる場合も多いが一方、自身の生活の空間であ

る放に設計時点での自己に毎日包囲される恐怖から自邸を

作らない人もある。

設計の基本的ポリシーとしては、住宅としての特異解ではなく、

一般解として大多数の人が理解できるカテゴリーで工キセン

ト リ ッ ク な も の を 目 論 ん だ 。 1 . Y OS HI B A  

-. 住宅設計において、内部空間のソーニングは住み手の長期

間にわたるライフサイクルの変化に対応していくことがl必要で

ある。特に子供の誕生カら青年までの成長期は規模の; 広大に

加え、生活実態の変化が著しい。乳幼児期は常に子供を見守

れるようにワンルーム的に街成し、成長するにつれ、プライパ

シーの確保を徐々に進めていくことになる。

そのため、コンクリート造りでは、壁式でもコンクリート部分は

骨格として捉え、備造上必要な壁畳を確保した上でなるべくオ

ープンに備成する。

・外部はコンクリート打放シのみである。

内部空間にも、コンクリート打放シを穏健的にとり入れた。

打放シは、型枠パネルの表面の平滑さ( 塗主主型枠材の使用) 、

型枠大工のディテールへの細心の努力( 型枠の入り隅は全て

留めである) 流動化コンクリートの使用、コンクリート打設時

の細心の注意などにより、その錨正な表情が素材の持つ力強

さと相まって、インテリアの仕上として、石 ・木・しつくい ・土壁

等と並ぶ地位を確保しつつある。又、表面処理として、小叩き

を加えることにより表情が変化し、少しやわらいでてる。

他の内部仕上材としては、しつくい・土壁・木 ・和紙と畳の自然

素 材 を 使 用 し て い る 。 Y . Y O S H旧A

- 吉 羽 逸 郎

大阪府趨築邸曾踊室

神戸大学工宇部建築学科卒

・舌 羽 裕 子

アイ・エフ ・建議段E十研究所代署

京都府立大学家政学部住居宇判事

香里園の家

j瞳影 ・柄 松 捻

企画 -111集作昂作風小委員会( 0・U- K)



あなたの「声」をお待ちしています。

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会 0 紹介建材、掲載内容に対するあなたのご芯ー見 ・要望

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

をお寄せ下さい。

o ( 社) 日本建築協会建材委員会 Tel 06- 348- 0635 

〒530 大阪市北区篠田 i ー 1- 3  - 2100 

大阪駅前第 Ｓ ピノレ ＲＱｾ 皆

〈新 建 材 紹 介 JIO 119 )  

日本ステンレス株式会社

P & P ステンレス防水工法
本 社 東 京 都 新 宿 区 本 塩 町 8 - 2  Tel 03- 358- 2647 

支 倍 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 22 Tel 06- 220- 8676 

営 業 所 福 岡 ・広 品 名 古 屋 ー新 潟 札 帆

はじめに 写真 1 P & P ステ ンレス防水工法施工例 に需要が高ま っている 。

ステンレス防水工法は、シーム溶接したステン

レス鋼板を防水j習として用いる工法で、* 密性

耐久性において従来の防水工法に比べて絡段に優

れている 。

わが国では日本ステンレス側が ｈ 召和 ＵＴ 年に ｾＱＺ 向

技術で開発した 。 その後、 三見金属工業( 械がスウ

ェーデンから R - T 工法を導入し、さらに最近で

は S G工法、 P & G 工法、 R S W工法および N Z

工法が参入、現在では 6 社が競う j杉とな っている 。

ステンレス防水工法の施工笑秘は、現ギEのとこ

ろ85万m'程度である 。 その大部分を日本ステンレ

ス附と 三 見金属工業l仰が分けあ っている 。開発当

初は、［ｦ ｾｬ 雪地などの比較的気象条件のきびしい地

方の主として公共建築への係用が多か ったが、ー近

年では全国各地で、機々な建物に幅広く係用され

るようにな った。

ここに紹介する日本ステンレス附はステンレス

鋼およびチタンの素材メーカーであるが、J l ? J ，和47

年から加工品部門を設け各純の新製品を Ｑｾ ｦＮ Ｑ 発 ・ 販

売している 。 P & P ステンレス防水工法も、この

加工品部門で生み出された新製品の ー って ｾＱＺ 自

の技術で開発した溶接可能なカラーステンレス板

を防水府に線用するなど特徴のある工法とな って

いる 。

工法の概要

1  ) 索材

日vJ 水l習の素材としては、 SUS304 および SUS316

ステンレス鋼の薄板( J . 写さ 0. 4mm脱 皮 ) を用いる 。

化学成分は 〈表 1 ) に示す通りである 。 また採 :1¥

用防水には浴核可能なカラーステンレス NS - X

l を用いる 。 NS - X 1の断面柿成は く図 1 ) のよ

( 麹町学園 ・東京都千代田区)

2  ) 工法の種類

ステンレス鋼板の溶接は、電気抵抗裕按機の一

位であるシーム溶接機によ って行われ、屋般上を

自由に走行するために、制御装置を別にして縁1動

機の重量軽減を図 っている 。仕 }'i t音11分用の 1脊按機

は、利lかい作業ができるように、さらに稼働機を

トランスと電極音11に分離して作業性を高めている 。

施工体 制

日本ステンレスは、 P & P工法の施工が全国ど

こでも対応できるように、ステンレス防水工業会

を組織している 。|りJ 水工業会は施工協力会長と材

料や溶接機の供給を分1 ! l する流通会員、それに技

術や機総の改善 1) 日発に協力する tu力会員てー桃成

P & P ステンレス防水工法は 次に示す3 f 重類 されている 。 これらの会員は日本ステンレス( 仰を

の工法に大別できる 。 中心として? ? ，にi J ! 携をとり、施工技術の研修 ・新

・隆昼桜防水工法 露出周 ( P& P 1  Ｇｬｾｾ｜｜Ｚ 出 Ｉ 技術の吸収につとめており、いつでもどこでも最

一一 歩行用 ( 11 歩行 ) 新の技術で迅速に対応できる体fljll を確立している 。

- 傾斜屋線防水工法一 一露出用 ( P &P I I lf，'l )

- 谷樋工法 kZ出用 ( P & P 谷樋 )

P &  P  1  ｉ｜ｾ 鉱 山用 の工程は く 図Ｒ＾ のようにな

っている 。

コンクリート直- I lj I さえした下地にアスフアルト

ルーフイングを敷き込み、吊子をホールインアン

カーで|司定する 。 次に吊 -f に沿 ってnl，j端を立ち l二

げたカラーステンレス板を並べて、立ち 1-. がり持11

をンーム i;11産する 。立ち上がり古11にカラ ー ステン

レス裂のキ ャンプ をかぶせて 完 了する 。

P & P I 型歩行用の場合は防水層の上にコンク

リート押さえがあるので、ステンレスの? 果板を用

いる 。 また、 I色桜風圧の彬卒中は受けないので板!隔

を 950 mm程度と、派出用よりも広くして i谷被総を

少なくしている 。傾斜屋般には P & P  J i 型も適用

施工実積

日本ステンレス附のステンレス| 坊水の笑tl' lは、

約40万m'て4 ある 。件数にして約 800 件、その .f1Ui i

は各般庁舎や学校 ・公民自立などの公共建築をはじ

めとして、工場 余郎、さらには一般住宅など広

範囲とな っている 。最近は新築建物だけでなく、

既設の IIJJ 水層の上にそのまま施工できることから、

改修用としての需'要も多く、国鉄の駅? 号 、美術館、

工芸自i!. などの施工例がある 。

〈写真 1 ) に紹介する施工例は、東京都千代田

区にある麹町学園で、隆屋椴音11分 が P & P p 担、

アーチ屋似( l 3 mアール) は P &  P  ｉ ｐ｜ｾで施工さ

れている 。

むす び

P & P ステンレス| りj 水工法は、すぐれた水密性

うにな っている 。 ここで注目すべき点は、カラー できるが、 〈図 3 ) に示すような瓦待状の防水而材 耐久性にくわえて、防水性能保証 ( 15 - 2 0年 )

ステンレスを降嫁するために、塗映の".，にステ ン を用いることで、浴桜ひずみが目立たないように があるなどすぐれた点が多く、今後大幅に 伸 びる

レス粉末 Ｈ ｓｕｓＳＰＴ Ｉ を特持ｾ技術により ｩｕＮ 入した 考えられている 。 工法と思われる 。 ただ、 P & P I 砲の場合協桜百三

ことである 。 谷他工法は従米の金属谷樋にかわ っ て、ｾｊｩＪ的 が屋十民間にあらわれて若干意匠上に問題がある 。

表 1 防水層用ステ ンレス の化学成分

には P & P I I¥2 ( 派出用 ) また 1i 困絡而て4 も花米の工法に比してかなり高〈、

を適用しており、谷rt ji¥は 今後の課題としてはなお 一層のコストダウンが必

狭いものから広いものま 1} gである 。

で自由に施工でき、急速 建 材 委 員 / 伯 奮 紳 (安封建築設計事務所)

図 1 溶接可能な力ラーステンレスNX- Xl の断面模式図 図 2 P & P I 型施工基本図 図 3 P & P l I 型施工基本図

ステンレス事舟末入リ

シリコンポリエステル樹脂

一
エポキシ樹脂

ステンレス鋼

¥ヌグ務協: ff
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' l't1:Aなと'のJ主的を 1j{ 午ちし ておリます

2 0 4  

新 風 営 法 と 建 築基 準 法 と の関連( その 1 )  

2 月13 日は、今年のエポ ックの一つにな ったよ

うだ。 法 の 焔 行 が こ れ ほ ど ま で 社 会 問 題 と し て テ

レビ ・新 1m. 雑 誌 を 賑 わ し た の は 、 近 年 で は 珍 し

い。性を売り物にする産業等が適切なえ! ! . I ltll ' 誘 導

なく地大し 、聖j' 放 し の 状 態 に な って風俗環境を Z

し、少年非行.tr' l大 の 大 き な 袋 囚 の 一 つ に あ げ ら れ

ていたが、l I i'年 8 ) 1に風' 常法が大中1，¥に改正され、

H召和60年 2 月13 日から施行されたからである 。

この新風営法では、対象となる営業ーのJ止大、、

新たに都道府県条例等で営業所の設位の! : ! ，II : j也I或

等 を 定 め る な ど 、 建 築J島市法における制 111*との|比l

j ! l i 性が In法 に も 附 し て 生 じ て き て お り 、 こ れ ら の

点 に つ い て そ の 概 袈 と 対 策 等 に つ い て 述 べ る 。

法律の地ー名を「風俗営業等取締法J か ら 風 俗

営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」

に 改 め 、 法 の 日 的 規 定 が 新 設 さ れ た 。

(2) 風俗営業に| 測する規定の捺備

1  ' 新風営法の概要 ( 表ー 1 )  

D  射 幸 心 を そ そ る お そ れ の あ る ゲ ー ム セ ン タ 一

帯 遊 技 機 設fu: 営・3住所が新たに許可対象とされた。

@  営 業 所 の 設 泣 に つ い て 、 政 令 で 定 め る 法 準 に

従い、 ntl 道 府 県 の 条 例 で 制 限 で き る と さ れ た 。

@ '首当 i業業F所斤周辺の h消' ワ; 符浄トな風{俗谷E環浪母焼l を害する J広玄f伴号 .

I川 .

才者［に ｬ以凶見刈 ｬ する＿祭た Ｑ止 ｾ，行 ｲ為 Ｓ について定めることがてで“きる

とさ h た。

(3) 風俗| 其1;主営業に| 見lする) ' ，Q定の路備 ( 大半が新設)

2う In法 で)Jti !i llの対象とな って い た 例 室 付 き 浴 場

およびモーテ J レ営業のほか、ストリ ップ劇場やの

ぞき劇場、 ｾ￭ｩ 似モーテルやラブホテル、アダルト

シ ョッ 7 等に i射 す る 定 義 脱 定 を 格fAI i し、法 tJl. fti りの

1  - 1  法 令

( 1 ) 題名の変更および H 的 規 定 の 新 設

表 ー 1 新 風 営i去の概要

( 目的)

(対象となる営喋)

ｾ＠ l勾 宅千

ｪ 止び年少者をこれらのＧＺ［ｾ・ Ｑ 住所に立ち入らせるこ

と等を統制するととむに、 ｪ 民 ｗｩＱ Ｚ ￭・ ｊｾ の他企化に

ft するため、その業務の適正化を促進する等 の )  

titiE を講ずることを 11 的とする

民

'.; '  I  Ｚｊｾ＠ I  4 号。則的指li をぷけて、 4 ら刊 (1'1好奇，此 そそる刀 u:や物品 ( 政令で定めるむ の) を版'/Cし、 |アダル トシ ョ y プ

:::': 1  一山市|又は 11し付ける' ，:，，' .1位 |ピ二本版先J;li など

T 一
法 |  大阪府条例等

政令で 、 ｾめる法相に Ｑｩｴ ヲ条例 の ｊ 也 ｉ 説内 I  Ｇ ｾ Ｍ ｈ､ｴｬ ， ｉ［ Ｇ ｜ Ｇ ｪＮ｝ ｮｊ 也械

(政令 ) I  • ｾ第 二 剛 一 ｽ片側 ｉ 也蹴

.  fi :: }，'r 集合地域 ｦ￬ ＺＺ ｊ ，Ｇ［ Ｇ 地域 ｦ 公安委 ｵ 会 ｾｊｌ ｉｉＱ ｊ で定める以 ｆ の区械を除〈

学校その他的地設問辺 ( ＱＰＰｭ を限度 Ｉ ・ 主張 ｩｩ￯ｾ 品からが Ｇ ｊＲＵｭ
j 也I戒の桁定は必必J ! l 小限 l  ' _E製鉄道的 :H入口から周間約50m

小枝、 i足fil;k. 病院、イI床診療所から 100mの区成

Ｈｩ 商業地域 ｦ 公安 Ｑｈｬ 会 ｾｊｌｉｉｉｉ で定める以下の区域を除〈

l i 50m)  l  大阪市北区& ぴ南区町一部地域

l仔ド全域
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産業地域を除 〈地域

Ｎ 事 一 夜在青写商疋ｾ

ｭ 二 附 ｌｴｬｾｩ｜Ｇ ｦＮ ｭ 地域

.  iW工業地域

fi: J，，; .地域

- 風 致I也IK

- 市1J i 化日開校区I量

公安委μ 会脱[ ! I J で定める営業，( モーテル)

は、大阪市u o吐ぴ南区の一部のj也I戒を

除 〈全I量

ｆ 用籍解脱 岡 山…山……山……ｾＮｾ……………山町 、

; 防 火 上主 要 な 間 仕 切 壁 j  

ｩ 建築基準法施行令ｾ Ｑｬ Ｔ 条第 Ｒ 項の「防火 上 主 ;  

i 裂 な 間 仕 切 壁J の g屯聞は、原 lt lJ として 以下 の i  

i  と お り で あ り 、 耐 火 建 築 物 に あ っ て は 、 耐火 i  

i 構 造 と し な け れ ば な ら な い 。 i  

I  (1)  学 校 に あ っ て は 、 教 室 等相互 を 区 画 す る i  

j 壁 及 び 教 室 等 と 避 難 経 路 ( 廊 下 、 階 段 室 等 ) i  

i  を 区 画 す る 壁。 !

1  (2) 病 院 ・診 療 所 ・ホ テ ル ・旅 館 ・下 宿 及 び i

i 寄 宿 令 に あ って は 、 就 寝 室 等 相 互間 の壁で、 i  

i  3 室 以 下 か つ 100 m'以 下 ( 100 m' を越える室に !  

避 難 経 路 と そ の 他 の 部 分 を 区 間 す る 壁。 1

(3) マーケ ッ トにあ っては、病者Ii相互 間 の 壁 !  

の う ち 重 姿 な も の。

(4) 火 気 使 用 室 と そ の 他 の 部 分 を 区 間 す る 壁。

〈病院の例〉 火気使用室とその他の部分を区画する笠

、¥ F

M社主 j。づI1リ ;  
遊F在宅滋寄とその他の 2

部分を区画する笠 i  

(I'!.W'D 1  

］ｾの町校庭 ｴ

阻国防火上主婆な間2

凱 杓l伽 以下，， 3玄以下方、つl ∞附以下 問;

対 象 と さ れ た 。

@ 常業者は、1 i t . 業所ごとに特定の ιJUi l を 公 安 委

只会に府; け山なければならないとな っ た。

。ｾ・公庁、学校その他特定の地設と条例 ｪ て“指定

す る 施 設 周 辺 お よ び 条 例 で 定 め る 地域において、

税z をTft 止でレきるとされた 。

@  約 Ｚ 引き、年少者の立ち入り、 ｨＧ ｩｩｙ Ｇ ｾＺ J'則 谷 環 境

を古する広告 ・ 立 ｦ 云等が規 ｪｬｾｊ されることとな っ た 。

(4) その他の規定強制i J

その他の規定として、 ｩ 采伎におけるが、食九 ＱｾＱｾ 業

の 脱i制l等に| 英lす る 規 定 の 政 備 や 、 少 年 指 導 艮 お よ

び風俗環Ｎｲ＾，ｾ作化協会にｼ見 ｬ する規定の新設等がなさ

れた 。

1 - 2  大 阪 府 の 同 法 施 行 条 例

Ｈ ＱＩ風俗 Ｇ￬ｾＧ ［ｲｾ の許可に係る常業地域制ｼ恨の指定

法においては下i・z の地域制限はなされてなく

条例てＧＮｊＺ ｉｉ 市古 ＱＧｾｬｩｪ 法の ｊｔｊ￬ 全地域を準拠した地域と 、

午校ｾＡｪ［の周辺てすた ｊ ｉＮＺしている 。

Ｈ ＲＩｊ 削剣晃 ｬ ｩＡ｢ｕ 住の然 ｊ ｉ 二 地域と ｾｉ｝ 雌 ｪｬ￬ｬｊｉｉｊｾ の ｊ ド｜Ｇとな

る地設

的 ｵｩ ごとに ｾｊ Ｎｴｾ I卜J 也械がl.Eめられており、 Iリj 物 館

.  r;t l市 公 開 ・病 院 等 を 指 定 し て そ の 問 jll で の 営 業

を?た 11ーしている 。

( 3) その他のイ.1')J Ili!，IJ限242

風俗 ｾｩ［｟｜ ・ 業に対しては、常業 ＱＱ 、ＧＱＱＯ ｜ Ｑ のｈｩ ｉ ｊ l l R や行為の

￭Ａ制限、￐［ｊｴ ￬ｾ ｩ ニおよび振動の � ｊｬＮｈｩ ｉｊ 、ゲームセンタＭｾｽ

におけるす少年の立ち入り制限笥ーの則定がある 。

風俗! 則 j車公1 : ; に対しては、法で除外される常業

Ｈ ラブホテル Ｉ を除き、深夜営業を ｾｊＱＱ 上している 。

そのほかに、深夜における飲食r ，T ，の騒711お よ び 振

!fi}j の規制、 1阿世ii 従{ 共飲食 /，1; の 深 夜 に お け る 常 業 の

r;，; ，1，. 地肢を定めている 。
( つづく)

( 大阪府建築部建築指導螺 鈴木 博文)
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この人 4 喜 多 俊 之
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Fちょっとおじゃまします

アモーレ・ミラノの自然

モダンファニチュアの本場イタリアのカ ッシー

ナ社からやウインクチェア一泊が発表されたのは、

もう 5 年 も前のことになる 。からだを優しく包み

込まれる感触 で リラ ックスできる、不思、議なフォ

ルムのこの作品が、ニューヨークの近代美術館に

日本 人 としては三人自の作iRIとして永久展示品に

指定され、喜 多俊之さんへの期待は大きくふくら

んだ。

喜多さんは、 16年前に単身イタリアのミラノへ

渡った。検なぜミラノを選んだのか* という質問に 、

1 ラノには自然がある。街の 中に緑と多くの大

木があり 、こんな所で暮らしてみたいと思 った、、

と答えが返ってくる 。

たまたま紹介者が在り、 1 ヵ月位で帰ってこよ

うと思 って波ったヨーロ ッパに深い感動 を党え、

根をおろしてしま ったとの由。今 でこそ日本での

生活が l 年の約半分にまでな ったが、やはりミラ

ノでの生活は喜多さんをとらえて離さない。

日本では戦後、急速にヨーロ y パ文化に近づこ

うとしていろんなものを取り入れようとした盗み

が生じて、刈憂れているから高いのではなく. 高け

れば良い、安ければ怒くても 仕方ない、、とい った

価値判断が拡がってしま ったが、ミラノにはホ大

衆のレベルても、深い歴史に支えられた 22かな住

環境が完成の械に達している、、と説〈 。

日本でいうと鎌倉時代に建てられたアノ マー トに

住んでいたという喜多さん。 その住宅が笑にすば

らしく. 仔IJ えば家の中の空気の流れ、光の入り方 、

ひいては家族のふれあい、教育 、エレガンスとい

ったものにまで、人1mを考えた住居が、それ往古

くから土壌としてあ った。初めてミラノに来た |侍

感激した緑や大木も。非常な努力て市立樹されたも

のだし、 30年前には街の看板という看板をみな取

り除くということもや ってのけ、自分遥の住環境

を守ろうとしているのも事実であり. 全ての原点

はし っかりしたすまいから始まるという考えが人

々の|聞に佼透して、いいかげんなものは受けつけ

ようとせず現状で満足しているのも事実である 。

昔から脈々と伝えられてきた健全な思想を写真

や資料 というものではなく、手を抜かないで伝え

る努力をイタ リア人の中に 観 るという 。どう 芥ら

したらよいのかを、子供から主婦に至るまで真剣

に議論し、人聞のスケールをわきまえた住宅以外

は存在できない土援が、すべての偽物を排斥して

しまい、そうい ったし っかりした住宅が整えば衣

食が自然と盤 ってく るという 。

イタ リアで建築家を目指し学校に入 った若者が

10年後にはある緯度のレベルに達した建築家にな

るのは、そう不思議なことではない。 しっかりし

た生活が身についていることの重要さがいなるほ

16  也 築 と社会/ 1985'1' 4  Hサ

喜多俊之 ( きたとしゆき )

1942/ 大阪生まれ。

1969/ イタ リア ミラノと 日本で制作活動を開始。

ベル二一二社、ビルーメン社などで作品を発表。

1975/ 日本インテリ アデザイナー協会賞受賞.

1980/ カッシーナ社より、ウイン? チヱア 一発表.

1981 / 工芸財団より 、図井喜太朗産業工芸賞受賞。

1981 / ニューヨーク近代美術館に 、ウインクチェ ア一、永

久コレ ? ション に選定される .

1983/ アメリ力 、IBDプロダク トデザイン賞受賞。

1983/ イタリア、 DOMUS ACADE MY で誘演。

1984/ アメリカイ ンダストリ アルデザイン誌より

RESIDENTI AL FURNI SHING 最優秀賞受賞。

1984/ ニュ ーヨ- ' 7近代美術館に 、キッ夕、永久 コレクシ

ヨン に選定 される .

I. D.K デザイン研究室( 大阪市西区北擁;工 1 - 6 - 5 大輪ピ

ル 5 F  TEL  06- 53 1  - 5433)  

ウィンヲチェア ーとキ ックテー ブル

と¥、と納得できる、と語る。

イタリア誇で、、アルキテ ット弘、 と発音する建築

家が . 家具も 、照明も、申請品もデザイ ンしてしま

う。つまり. 工業デザイナーは建築家そのもので

あり. 建築に枠はないのである 。 このミラノの街

「この人 j シリーズの連載にあた って

建築にかかわるあ らゆ る分野の人々を訪問し、 :  

その人と仕 Ｇ ｉ ｾ をお ｩ 介していきます 。 税者のみな

さまから、いろいろな「この人J を採集してい

ますのでよろしく 。

て¥その生涯の多くを過ごした明レオナルド ・ダ

ヴインチ、、が、この街に {主む建築家の先生とし

て今も人々の心の中に生きているという 。

そんなミラノに魅せられた喜多さんは、現在の

仕事の上て¥ 三つの ことがテーマにな って いると

いう 。一つは、戦後の大衆需要に II H準を合わせた

もののデザイ ンで、大量供給に耐えるもの。二つ

目は、日本人という枠を超えて、人間 としての本

来の見方による機能 ・要紫から追求した椅子、机、

照明等のデザイン 。三つ 目は、古くからある伝統

的な素材の、新しいものへのとり込みを考えての

デザイ ンであ る。

過去のノウ ・ハウを新しいアイデアで形にする

段階で、微々の概念というか、要素を 、いくつも

いくつも検討し、組立てることの中でフォルムが

出てくる、と喜多さんは 言 う。機能的で有機的な

要紫がもののフォルムを決めてゆく 。無理に形を

追わないで、どう使うか、どう使われるかの本質

がー勢大切で、美的なもの、仕上げのフィニ ッシ

ュは、その一つに過ぎないとも語る 。 ウイ ンク チ

ェアーが出た時、イギリスの『デザイン』という

雑誌に、、家具にもポストモダンが現われた、、と舎

かれたことがあるという 。 そのH寺喜多氏は、モダ

ンの後にもっと機能を持ちこんだという点で納得

できたという。

また、業材に対する興味も人一倍強〈、 和紙の

ような伝統的な歴史を持つ材料から、新素材 ell 乎

ばれる金属、ガラスにまでf興味を娠 1) 巡らしてい

る。* この材料で何ができるか、これを作るために

適した討さ材はないか、、という好奇心が、大きな付

加{剛直を産んでくれるという 。

喜多氏は、日本の住宅産業の未来はパラ色だと

いう 。生 t需のクオリティを向上させる要業が住宅

の中にまだまだ残っている。その一つに、 7 ンシ

ョンの常識とな って しま って いる窓のない台所、

浴室、洗商i等に、小さな窓を付けることにより生

ずる付加価値が、ちょっとした工夫て¥大きな差

となってくる 。

我々日本人は、戦後の焼け野原のパラックから 、

汁弘、の問題を食 ・衣の後に世きわすれてきた 。そ

の凡 l立しが、いま必要になってきている 。

イ干多さんは、建築に携わるものに対する従笑と

して、こう語ってくれた 。 とにかく、自然環境に

令った住宅を巧えて欲しい。 日本の気候は、冬は

ｊｬ［ＺＨ、ｊＱは ｩｾｾｩＨ が多くを ↑ いという、変化の多い、

条例喝の きびしい環境である 。 こんな所へヨーロ y

パの 住宅をそのままも ってきても、よく ないこと

は明白である 。 日本の自然環境に' 7 '/ チした{ 主毛

こそが、しっかりした ( t まいであり、我々クリエ

ーター 1'1 身、本会!との生 ijfi を凡 l立さなければならな

いと、目をきらきら光らせて諮 って おられたのが

印談的であ った。



読者の頁

あなたの「声」をお寄せください

。内容は. 挫築 しごとのこと 、近況. r控 築 と社会j へのご 意見ー

要望生 ど何でも結情 です .

0 11/. 摘は 500- 2oo0'i.: 1' 1. 1宜で お層心 、しますか、ガキ 使用可 J. 原目IJ と

して! 原稿1. 1 返却いたしません . 1品縦分には割札をさしあげます .

0 氏名 . 住所、 臓1I ! i ' 全性、年齢 を明記して、 ( 社 ) 日本控築協 会梢

1Il 部宛 ( 干 530 大阪市北区梅田 1 - 1  - 3  - 2100大阪駅前部 3 ビ

ル21陪 } お送リ 〈ださい.

書 評

一一 千盟の居住者でもある伽 ｾｉ 氏が「ちょっとか

たすぎる j と言ったのはうなずけることである 。

こうした従起に対じて、あるいはそれに触発さ

れて、それぞれのパネラーが何を言うだろうか。

この位の昔物の最大の興味はそれだろう。

いずれのパネラーも初介するまでもないそうそ

うたる顔ぶれ。野々 村、 i奈灯、の両氏を除け (;f みな

学の教授、しかも東大教佼が 4 名。上. i &したよ

うなテー? を与えられたとき、パネラーがどのよ

うに切って 見せるか。i i Z に言うなら、いま{，jl をポ

イントだと考えているか。 もう 一つ言えば、 「どの

，ｦＧｦＮ ｊｾ 勉強しておいでだろうか ｪ という ｦｬｬｧ 評 Ｈｉｾｊ な興

味もあろう 。と いうのも、「へえ、これが」と思え

るような内記手のうすいノ マネl レテv イスカ y ション カず

少なくない。 内谷のうすさをカバーするため 、何

とか目 Ｄｩｲ しいｾＮいまわしで新しさを山そうと、そ

っちの工夫ぱかりするのが'lt;C: j! I の特徴。( 広告文化

最大の興味は?

この者一物は、昭和57年秋、 「千型20年まつり j の

i援し のーっとして笑施された「新都 市tilJ il!t o/ ンポ

ジウム ｊ を収録したものである 。 この［ Ａｾ Ｚ物の中で

は梅村1忠夫氏の If子論 ・新都市の創造J ではじま

り、第 I 音11 1新都市の JJl. {EJ では、下河辺淳、J ' i

寄俊秀、野々村宗 j急氏らより、第 1I 部「新都市を

めぐる条件」では、内問符哉、 Ti:i I'I .成望、 i奈l京美

代子、級文彦、伊丹事泌氏らより報特をポめ、第 111

S11  121世紀の新長11市」では、上旺1X耳氏を司会者と

して上記報特者 Ｈ 但し、下 ｩＢｉ 辺、才 ￯ｾ ｉ Ｇ Ｑ 両氏は欠席Ｉ

による討論会という椛成にな っている 。

古物の1 ' ，林 「やわらかい新布II r! i J は、梅小;1氏の

Ft=論での提起「今後の新都市におきましては( r第

3 の波j の中にt! }:かれているような ) あたらしい

文明の要予告の発生J に対応して「森林システムに

もたとえられるような新陳代諸←一成長、脱皮、

変容というようなことをスムーズにや ってゆける J

ものでなけ ｨ ばならず「いまのｾｔｲ者 ｉｉ ｲＡ ￯ はちょ っ と

Iかたすぎる j ので ないかという感じがするので

ございますJ を制! として、 tli lll 古11のディスカ ッシ

ョンが展開されている、ということで名づけられ

市
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の ［ ｪｦ ｾ 寺中だろうか＿Ｉ

さて、このシンポ 「新 爪 !打 の tilJ .i.i't J はどういう

ことにあいま って いるか。一一一先ずは皆さんに、

御 22いただいて、 J正l.i 昭i( i う他はない。( もっと も、

パ ネ ル デ 4 スカァションというも σ〉は、なかなか

に苛円［りなものであ って 、実ブ ｊ が Ｕｾｈｩ できないもの

である、ということは理解してあげねばなるまい。

ｾｴｾｬ� 品も Ｑ 手きたのでこｩＮｌて千冬 Ｑ つりにしたいのだが、

それでは .!! : . 浮をうまくサボ y たと言われそうであ

たものと思われる 。 ていたものが、今となってみると、見沼としたり、 るので、 一三位忽をi A べることにしよう 。悔や;1氏

たしかに千虫ニ ュー タウンを凡ると、その主た 読み切れなか った大切な条件のあることにうi がつ が投げたポールの |人l作がつかめ符ぬまま 6 11判 IJ /  

る部分を埋めつくしているのは、 R C の1' 1' /1' 1集団 かされる 。 ところがそめ新しく気付かされた条件 ( 司会宇; は凶 ったろうな ) 本当は、新状況をくり

住宅であり、それらが一つのプリ ンシフルに従 っ て¥ニュータウンを 仰とか少しい じくってみよう :J j す文明の1 ' 1' での文化としての「すまうこと j に

てきち.んと並べられている 。 ところが、 20年 Jiij に と巧えても、プリンシプル的にも 、フ ィジカルに f 1 ' 放できていれば、もっと ifii ，斗いものになったで

は最新の維かなプリンシフルて' あ ったと々えられ もピ y ンと 作られているのでどうにもならない 。 あろうと思う 。 吉 野 正 治/ 京都府大教授

凱 旋 門 の 国 旗

赤 井 富 弘

近織地方建設局

フランス

オーストリアとフランスの政を、 lihjllllJ に尖」工に品リ下げた

ノ十ン ゼリセソ凶リを辿りぬけると、切LI広1"1にぶつかる 。凱j氏

11のアー チには、フランス同1Mが 11¥') 下が って いる 。 これが、

フランスの国策の迎え }J なのか。

そこには、日本のように円己られた' " の) L と判 11'.の IlillMを

Ilhj 手に迎える人垣の姿はない。 クールにエレガン卜に、そし

てn分の悶家の存イl をあらためてぶす、 U凱l札LJi綻正 l'門"勺t

lは山1，よノ水'ki述皐に¥ 帆フランス、パンサイゆ と11il 脱がなびいている

ようだ。

ク- n ・どっ たフランスと、その長にひそむ耐熱(I "J>:':・

7 '" た日:JL]j !E I"J であった 。

也築と社会 1985年 '1 JJ サ 17 



建 築 と 社 会

二L

ニュース JJ;t 抗をお送りくださ L 、。

1985 日本建築家協会新人賞の

募集要項発表

( 社 )日 本総 築 家 協 会 が 1985年 ( 第 4 回 ) 新 人 'Ll

の必! t 袋 :(fi を発表ーした 。 本質は 1982年より始ま っ

たもので、 l長れた新 iffi の 往 築 家 を 見 出 し て ー 肘 の

ｊｉｈ ｉ ｾ を願い、本質に ｪｦｬ る Ｎ ｉＧ ｮ 氾 Ａ 、機能性 、 風土政び

に 地 版 社 会 へ の 配 慮 、 感 動 を よ ぶ 造 形 等 を そ な え

た1 1 ' 品を選巧 . ｾＡｊｉ ｾＰ してきた 。 才 与さ雄築家計 ＿ 氏の

ｦ ￺ も ｾｩＨ ｉ Ｈｊ な参加を ｭ ｬＱ 守している 。

応 募 作 品 1-1  ;t: 1"1内 に，法 ったもので 、1980年 7 ) J  

1  /1 - 1983年 5) J  31日に竣工したもの。

応 募 期 間 1985年 4) J 1 1:1 - 5 ) J 31 1:1

，: f . 下しいことは、下 J紀己'下rド;.{:務't 1;局s司可へ陪問1い千令干わせドさし、、。

l  日 Ｑ ［Ｑ本Ｇ［ＧＱＮ処住 Ｒ築島首家、 ｢陥品会 ｴ新庁人 ｲ悦 ｴｾ 迅巡 ｩ巨 ＱＧＺ 日 ［ｮ 安ｾＮｬ以 ｩ 会 Ｈ 〒 Ｑ ＵωＰＩ 求 ｩ反ミ吋局京ｻ 打ｭ附Ａ日 ｬｩ 渋 ;P央1t 〈

?符宇礼|似メ h桝仲11判川i円吋1下山.'汗，;川;

〈参考〉

ｾＧ｜＠ I I'Hlr 人' l l ｾＧｦＧｬ ｬ ｬ＠ 俊太郎 Ｈ 紫 ｾＧｦ の会かりい ＱＱ 地， ￬ｾ Ｉ

十11川バ文( j i)jl(.f (l，r千fj 1i.院 ーfu本の 1)  

'1¥ 2  1111 tlr 人' ( l ￍｬｾ＠ H' 栄( 克; 怖 f の家)

1<1:，¥)，' : ー( イi lJ ;l なち{ ' ，ie念i本Ti si il

ｾＧ｜＠ 3  1"1 ｾｪｩ 人ｩＧｴ fJ f  ｾｃｾｾＧｨｪ ｦＮ＠ ( 笠間の家)

，:':jfi¥ (11' (右足I'F. )  

もまちづくり グ絵本製作

住者日公団光明台ニュータウン

( 環境絵本研 究 会)

fi 二'七 ，ｍ､ｪｾ ，Ｇ， ，，， ｦＧｩｩｊ 公卜 ＱＱ が往ぷした大阪平 ｉｕ￭ ｩＮｲ｛ｩの光

lりif; ニ ュ ー タウンが、J 1 ( { 利60年 3 )J 未 完 成 し た の

を l 記念して、 I，.J公卜1'1では、、まちっくり絵本山「光lリl

h ニ ュータ ウンの必' L j と 「みど リは友だち J を、

こグ〉ほどＧￍｾ ¥，IJ した

( 代ぷ一、京大 仁''/:背IIJJ )J y- 延 必 安 弘 氏 ) が 製11ーした

むの

I  J t llfl fi ニュータウンの誕生」は、 IJ ，]Thriij と! 日m

f去の航空 'Ij: J ' J . ，: て' 全貌をキJi 介 、 新 し い ま ち づ く り を

解説している 。ま た 、 ど の よ う に 処 I没されてい っ

た か を イ ラ ス ト で f どもでもよく解るように ，淀川

している 。 そ し て 、 こ の ま ち の 魅 力 を 楽 し く み つ

け れ る よ う に 「 ま ち か ど オ リ エ ン テ ー リ ン グ 7 ッ

ブ ｊ を Ｎｗ ト ｼ 在している 。Ｈ 変 ｉｦｾａ 4  'I' IJ 、 14( ( ) 。

先明台= ュータウン

ト の臨竿

みとり13友だち

「み どりは友だち 」は、

同 ニ ュ ー タ ウ ン の 環 岐 を

よくし って もらうため、

ニ ュ ー タ ウ ン の 16Hmi の

こ れ ら の 絵 本 は 、 ニ ュ ー タ ウ ン に {王む人々に、

そこを故郷として、打ててもらうためには、 r fJ七

たちにニ ュー タウンの歴史や以上主をよくし って L

らうことが必史ーと I百] 公 聞 の 委'W.L¥で 環 境 絵 本 研 究 会

18 他換と ｉ ｉＮ ｾｴ ＱＹｾＵＧｆＴ＠ /1 サ

I対本を 'f I f_[ とflJl (."見でfJi 介。

また、みどリが人[ 111にと

っ てどんな イ ｉ 企 ｾｊ Ｇ､ ＺｈＡｊ きを

するかをイラストて" 見IIJJ 、

あわせて、みどリを? る

ため、 11 < のやり ) j 、地I l E

H初切、が] ' ，占。虫のi - I; ) j など

に つ い て も 、 わ か 1) やす

くまとめている ( 変 形

A  4  'I'IJ 、 14 j'() 

こうした絵本の .L H版 は 、 欧 米 で は 多 い が 、 ま 1':

わ力、 11< 1 では、珍しいもので、 |百lニュータウンに fl ー

む f どもたちの slf を愛する気持、 n然を守る心を

IfJj める i't 市ーな教科 J ?となるだろう 。

ヴィクトリアンタイル展

一装飾芸術の華ーが開催

{予奈ギ ャラリー O S A K A

伊奈 ギ ャ ラ リ ー O S AK A で、 5 )J 13  

円から約 2 ヵ)J 、ド、ヴィクトリアンタ

イル民 ・ 士主的 ｪ ｟［｟ｾｗ￯ のｩＨＡｩーが ｉｊ ， ｊｦ ｬｩｬ される 。

かつてタイルは工ぷくf材術t市的:r ただ， つた一一一 lに二ぷ

とE産Ej業佐が2幸ド弘悩i に千をつないてで，叫しい、た H

19世t紀じ司半土ばカか‘ ら 20 1止紀初uf[( こかけての

イギリス 、l1l i ; t ''i'' : 命の余 iill の <1' で 仁ぷ

や袋飾が1 ' 1イE総 司しと II j生きはこっていた

ヴ' ィクトリア 制 、 1851年 の ロ ン ド ン )j

国 博 が そ の 象 徴 で あ っ た 。 このような

イギリスに化日目し、た色あざやかな装飾i

タイルの数々、その多様な美を、タイ

ル 研 究 家 山本正之氏のコレクション( 約

Ｑ ＰＰＰ ＮＧ ， Ｇ ｾの Ｇ Ｍ ＱＧ から今 Ｑ ＱＱＱ は ＵＰＰ 余 点 Ｉを 泊 し

て展示される。

期 間 1985年 5111311- 7112511

AMIO:OO- 内 6 ・00

6  )] 4 日、 711211r :l fUi i

場所 fJ f術大阪 y ョールーム 2 F  (干550 大

阪oI i 両区新聞TI 7  1  T.106 5324001)  

山本正之氏講演会 5  II IOIIPM 4  :00- 5 :30 

絵 本 の 1m，、合わせは、住宅 . r，[ 1  di  ":出111i i公|列千日 米

開 発 事務 所 ( T E し0725 55 2345)  

「都市型集合住宅はどうあるべきか」

( 社) 兵庫県建築会で冊子発刊

近年、 M di の dii J i J t ! l て" は、人 11 の i成少、倣I也の

制分化、[ 工' - ( 0 スト I ＢＷ の ｾｦＧｪ 化が ｩ 並行し、 ー Ｉｪ 、

凶l( の 住 宅 ニ ー ズ は /: :;1変化している 。 そ う し た 状

況 に 対 し 、 こ の ほ ど( 社 ) 兵wりよ処築会 ( 大 本 法 弘

会長) では、「住宅政策 tti・ーに l則する. j ' 1t t ; i ' P AR T 1  

ー こ れ か ら の 部 dj'¥'! 集令 fi 二宅はどうあるべきか j

という IIIU を発 FIJ 、これまでの( i J f究 か ら さ ま ざ ま

な問題 従 起 を 行 った。

II IJ rの内作は 、大きく PL ! つに分かれ、田 l主従， ， 

ￂｾｾｉ で、主題とＮｅＧＮＮｬｬ念と九つの悦コＨｕＺＧもの耐久 Ｑ ＢＱＧの

ｬ￭ Ｇ ｉ ｉ ＧＮ と Ｂ ｔ 変 ｮ 、省エネルギー ｾｉＺ と行ｦｦＮ ｩｬ ｦ， Ｈｮ など 問

題点 Ｉを ＮｪＧｾ， Ｑ 在、回は、続 ｩ じりの改正なとＧの梨己 ｩｚｉｬＺＱ 、

回 は研究ノートロ ｩ 、回は資料 ｨｾＺ｜ とな って いる

阿 佐築会は 、 只 ｉｯｪ ｅ ｉ ，ｾ と ｬ 百 Ａ 日 ｾ 1人uミ袋行Il l[ i の 住 築 技

術向とりＧ， ｾ 1人j 設 計 事務所 、 住 B没、ぷ111ii 、，住材業. f i で

f，Y;IJX されている同体だが、こうした 仙 紙作J な 住 築

の| 問題に i以リ制lむ安説、は，¥':i <  ，:lhHi さ れ て よ い だ ろ

7  

111]" ｲ の ＱＱ Ｚ｝ い介わせは Ｈ 社 Ｉ ｮＮｉ ， ｈ ｾＧ ，ｾ処築会 Ｈ ＱＧ E  L  

078 341  4705) まで・



ｾ＠ I建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ川川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06ー 348一0635) お 申 し 込 み 下 さ い。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 持価 以 外

750( 58年 4 月 号以 降 は ￥ 950) です。 なお、 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

率向1は欠号

訟¥芝 l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  II 12  

‘酔
4・

昭和41年

行11 rl i  f民}，q 地 下 11i

yE 主¥ ， ｾｉ ， ｊ＠ f¥¥ 

住民イ古物 生ｬｈｾ法肌
Il il 立 点 目11 第 13 回 1970年 }j い，1

込. ! 1'¥11  

11)( i江 の

市街地改造

公' ，1 ; : と

(47 !t )  cllt 11m l五| 際 会 館 14f年住築家 同会場，: l i ，lJ i 地 下 工 法 mlrli .  ill 築

.  日 本 位 築

昭和42年

11¥1立 劇 場 往 i設 機 械 協会50周年 社会と往築

自11 rli と

fi 二℃と設Wi 生 産 l池 設

モ ン トリオ

，也 設 資 令 h止近の外装

tf¥ 14 凶

ｩｊＡ［ｾと生命
(48 !t )  

，ic ノ4、. e'Js  

i!Ic  il!i Ｎｾ＠ /HJ ー ル 万 同 訂正手処築家

‘' ‘  

.  

昭和43年

r./I  ，Ii ｾｅ＠ i，可

自11 ，Ii の

50周年記念 幼 児 純i 設 教 ff /j 血i設 医 療 施 設

r./ I  rli 交 通 I'liI rli f共給 Ir下としての 行11 rli の ア 第 15 回 新r . 11rli ，jj- 画

(49 !t )  し、こ L 、のt必

')';Ji，:cHサ

制包 設 処. f ' ll 施 設 0: 肘 クセサリー 17年伎術者 法の緒問題

.  鉄筋コ ン ク ， Ｑｲｾ ｬｊ ｪ とｻ主 ｬＨ
e  

建築史の万 処ｾ ｾｪ Ｇ 政 +i 役
.  

ー- ‘ー

昭和44年

ｩｬｬｾ 産業の
リート附iit

- '1' 告11から

t 人 ¥I ，) ー現代に

に jgJ 1寺 しつつある

解決をせま

ilii :  i下 /lH発 l ( 家の系譜 ｾ＠ 16 厄l

) L州からの

( 50* )  
伽t i1f 設計の と す ま い

よみがえる らt L る公占・
報 告

t，Yiili と)i¥I ，)
再 検 討

の 朝i f汗
i的 L ー

す る も の 住 宅 生 産
問 題

と保存計画 何年技術者

ー掴

昭和45年 fJ t 代社会

挫u ' ! と安令

¥¥ -1'  J:il lil同 設 J十 の グ ソドデザ 向 1M 池 袋 ¥ij、 米 に ，也築家の

工 ' )'; ，iI ー¥，lJ i

ア イ 〈二 第 17 凶 山陽・山陰

Ｈ ＵＱ ｾ ｓＩ＠ と は {i;1 か と技術開 発 システム{ ヒ イ ン ｾ !l! 1J 問 題 おける契約 ｉｾ ｾ 巡 ｪ と ｻＱ ｦｔ ロ ッ / ぞーー
17年技術ぷ からの報特

ft' 1=o- 60年 r.l lrli エネル 4・

昭和46年
代の総 t，F.と

ギと然公ＮｾｾＺ 処ｾＩ主 ｩ ｜ ｦ，法
r.l 1  rl i 生前と

{J?: lj lJ j とえx，H 解 f，j 正工' f : ｦ，Ｏ ｉ ，打と ｈｾｩｾ ＧＱ
転 換jgJ のニ +5.: ｾｊ 首 ｉ 也君主 変 貌 す る 第 18 凶 1'¥ 然 と

( 52 !t )  70 年 代 み ど り ュータウ ン と ｴＱｾ 災 ill 築 生 産 ｦｦ 年 ｴ 主体 ｪｾ 号 レジャ モ H:I

の 展 望
化 ビ ル の7 " ロセス

冬季オリ ン
司修

自11 rli f主

昭和47年

ピ y クと

600号 インテリア f，/ I  ，Ii 5e. il!i 

水 利 用

:，]: jft 住 宅

一 般 り I ; P主 へ の 都市| りi 災

第 19 固 ｾｴ＠ 1砲 の

(53集 )

fL 申晃

"fL， 4ノ、‘ JヴB  デ ザ イ ン 問 題 の設 ｻｾｈ
(n 'l ド下 ) アフローチ

一訂正手校体i fi 新 建 築

.  .  

昭和48年
J止.It ニ ュー

大阪大林ビ レジ 守ーと 大阪 11，11努ビ t 人 住宅 一位u' ! m 20 凶 ヨーー ロ ， ，、

位! ｾ教育 タウン σ〉コ 新nJ i阜地域 憐 iIi とIJUi工 {上 |二と材料

(54 !t )  ミュニ ティ ルデ 4 ン グ 地 えjt ルテ' イング コミュニティ 家のすまい 11こ年校術者
σ3 

Jtt!i ，1世 iIJ I) と 環 境 まち づ くり

lり1 I : l の l既成市{ 灯J也 ，処築 'Ejft と 刈j初プレ〆、
唱. 司豚

昭和149年 歴 史 的

，辿 築 は {以占t p[ rW ，1，'， の 住 宅 地

北限ニ ュー

iAc辿機f OYi の

ビ ル の せ ;

ブ 住 宅 の み ど リ

出似| 坊水工
W 21 恒l ビル防災に

(55 ! t l  ｉｾｬ＠ J党 i託金 タウ ン計阿 エネルギ化
'l' ;の失敗f 91j

-tf 年技術者 l見iする ¥2:1;1

どうなるか 税制Hの ) i U< ヨｾ 1'f 椛泣設1 . 1-
とその対策

.  
P  C  fli を

.  
ｩｬｬｾ と プ レ 生 前 排 水

.  冨.

昭和50年

図， ｉ ｾ fi 官

*  il，j : の

インテリア llj! m した

社 会 自11，11の )it lll.

ストレ ス ト 処 型 地 i設

人 /ii J  ｉｾ＠ 上克
騒音対策と 第 22 凶

! t イ干住宅の

( 56-!t )  新 住 築 ｩｬｬｾ 法 と 施 ，Et
と し て の |幼 IT 材 料 ，'j '. i f . 技術者

工業化住宅 コンクリート の あ り 万 ターミナ ル
技 術

証 13 '76 -

a除

!t f巨 f'" の

.  

昭和51年 建 築 J，l;Ii! N梓

医 療 施 設

! ポ 工 法 往築| 幼災 と

市街 ｉ 也 ｾｩ 宅制ｩｉ
工場建築と 欽 ti 情泣の

結証言防止 第 23 凶 ｩ 設 ｻｾｈ からみ

( 5 7 W)  

，建築デザイ

ilt の問題点 と 材 料 法 ぷ Wi ジョ イン ト

ハ ー ド と
対 策 と

tf 年技 if. i .，l1f・
た ill 築 の

ン の llr}J ¥I ，)  ソ ワ ト 断 熱 材 料
問題' ，' ，- :

4也
.fi ;@リム ーそ - 日本ill 築協 コンクリ ー 埋立地にJ ; け

iオ本 fJ '1=o ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年 デザイ ンの

の風土と処

全60周年記念号 トの1171賢官
日:iiHJt ilill と

身ド章者施設 II H  1リj 設やm

る情ilil 問題一

公 1.)1 と から計画的 る省エネル

W， 24 1凶

(58 !t )  
動¥I ，) 一部分 - ニ ュー タ 思と行政指

法
大阪南港と戸

17年 技 術 者

と 全 体
u'! 建築界 ウンの'r，¥:.f! I! 持 の )j II ，) 屋浜を1刊とし て

住ｾ作品 ミニ/4，1#: へ ギ ー 化

デ ザ イ ン 医療施設 高11介 )j 式に C  A  D ー
.  

H自制153年
の 動 II') 一

7l<. 

病院佐ｾ 外 l笠 屯 淡|J11:占と

よる! t 介 { 主屯 at 1m! 

新 し し 、

ぷ，: 1- とコ 一 般 号

第 25 旧l

ビ ル 環 涜

( 59 ! t l  
新日 ! のコ とt . ' I ｾヰ ｩ 2全 装 材 料 建 築 面白 ｴ￭ よｾ ; 設計 lei -年技術者

ン トラスト シ ス テ ム
住宅，i I ' ¥dij ンビュー タ

.  
ホアル挫築

昭和54年

転 換 j UJ の

大阪南港ポ

商業主/ i ij

コンクリート

日Ｚｾ ｾ J:J!.伽l と 情 報

段付施設の ，辿物の終 luj 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 Ihl  住 設 業 の

( 60集 )

再 開 発

ートタウ ン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強l交の検，;J まち づく リ インテリア -，，;.年技術. ，I 1f 労 務 ・)，; t.'I 

80年代の高I1
.  - 事27回青年技術 ぷ，jj ーの ため

昭和55年
，11 と怨築 ー - 今後の省エ - 最近の盟行建築

住 宅 の 建築行政と M i 丘 の r.l 1  ｲ ｬＱｾＺ［ＺＺ観と 屋 内 1本 ff 水 ぎ わ の 今後の外装
者

の 新出。「以

(61集 )
まちづ くりの ネルギーのa勢 - 安井建築設計 耐 久 性 法ｾｊｴ | 坊水工法 アメニティ 施設の ｦＦｦｾｈ まち づく り l' 欠付{ 上じ材

- 転機にたつマノ

歴史と展望 Ｎ ｾ建築金物 事務所作品集 ンヨ ン 集合住宅
設 ，ij 法

.  
f ; 所まわり 災ｾＺと法 ー 1: 11 di 住宅 一 - 建築物t 風ーデ

住宅 。郁市E 惜企
降五. riの 必

昭和56年

級 官E d  

中国の，論文
ポートピア

の 計 画

シーリ ン グ

安全な広11党 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における I: J J 仕切恨の W， 28 囚

らしやすい

(62 !t )  
一 北 京 の '81  材 の 知1，故

都市堕備を中心と
tl : 能 評 fJllj 10f年技術者

者 ＱＱ 市計 ｾｉｔｉ と 設 制H をめざして からの発忽 - 日控訟計作品J I ! した斬公団の役割 f筑波と設fiJ H

医療胤i設 ー /'11市対縦一
- 絵本にみるすま - 第29閉山

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

I也I或医療と

近 畿 の

まちなみ来

大阪市庁合 1? とホール 大 ス パ ン H自制¥，:設計
いとまちづ( ')  年技術者 l!i.t.よ ・空 気

(63' * 1  ｾｬｴｬ ｊ の ｬ 反 ｼ 井Ａ ーと Il f.J u l'il l J也盟主と I也T空 ( 第l J UJ ) ，辿 築 情 jiE 作 品 ! t
- 才一 ・エム ホ . j也J'j の庁

と 人 間

設 ｦｾｈ 計同 観への誘い テル日杭ピル 合住ｾ

昭和58年 関 西 の

マイコンの

多織化する 建 築 と

Iftl 向にむける 大 l以 !!) )( と
持H.'f'j 'i:f' l1と

!UiiJt のよ? 米オ フィス ・ 7 レλ トレ λ ト.  :ji3Ol"¥，'lff. H.再I

集 合 住 宅J ミ I ._ ｾｲＭ 荷

(64 !t 1  
建 築 文 化

建 築 へ の

迎 Ｑｾｊ 施 設 ，1
11
'1 i' t 管理

ンI :.. l::. I レ
デーミ ナ ｊ ｾ

l;' i  (1Ui 児 #i

と よ 化 を イ ンテ リア ( 鉄筋l コン 7リ

Ｎ ｫ 阪 域 ｉｾ＿ ｵＺ ｲｴ
と 生 活 音

を 考 え る 利 用
七ンテー ン1， 

lて '1 身 え る i の 変 革 ート |高 jE λ ポ ＭＱ オｾＭ ':' 

21 世紀 への
ピルの '}7レy 建 設産業と

- まちの治怜化
みどりとそれ - 第31回青年

昭和59年 関 西 の 超
ンユ ー内外袋

住 環 境 と と 拘車 ｾｉｉｉｉ 消 防 設 備 高齢化社会
技 術 者

光応用シス

関西一魅力
ロ ボ ッ 卜 .  ，;r Ｑｩｉｾ駅，Ｎ｝ｉ ＩＩｬｦ をとりまく 床の椛工法

(65集) あるまちづく り 高 層 ピ Jレ
補修! . t 部i の

法 fti ll /交 開発 ピル のポイント と生活空間
- ディテール

テムと建築

をr，l) う一一一
現状と発展ー

開 発 ( アパ〆ティ) 人 々 の 思 想

.  i'l 113椴式へ
情 報 化 を ホールーそ 外 壁 材 料

昭和60年 東海の現在
の辺Ｍ ｩｊＡ ｾ匹

Ｈ ＶＶｾ Ｑ＠
大阪湾物語

と 近 未 来

家 安 J¥'，武&11 めぐる 建 築 れが生みだ 一最近の外 水 と 空 間

Ｎ ｾ藍築物の搭

- 都市事情 す 文 化 ー 壁一i f ' ・iiD
4官を巧える

( 1. 宜)

性誌の太き さは日 ｾＴＸＡ 品からは Ｓ 且行 の ａ 4判変形、それ以 liilt 孟B 5 判

19 
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琵琶湖研究所

設計/ 滋賀県土木建築謀、鮒浦辺建築事務所

施 工/ 松井工業側

場所/ 滋賀県大津市

怠仕検

窓寸法/11437. 25( W) X 1533( H)  

仕 上/外部. 電解着色

内 部 電 解 着 色

硝 子/ 外 黙 線 吸 収 6'%、

内 : 7 ロート 6'%.

園

建物を彩る

信頼の窓

二副 i 子の11 : 1 にベオ、シアンプラインドを| 人'11併 せ た 糊lBI 晴元抑憾のエノレミン樹立、

デザインや機能において多様化したニース‘ に充分お応 λ できる窓として、オフィス、

ホテル、病院、ヂiエネヒツレなど全同3，OOOf'i' U 上の建物に採用されています。

当社の独自の設立十，思想と技術により断熱、巡行、 i邸 E、水密、 気?箆筏も右;、 両前rι 点Z与な. どに比f対飢5凱l  

ないL 、噌恒性:推t自能i泡E毛を肘?づ手発E担拘柿!巨{しし、 建物のク オリテイを大申師高に アツ フ。する耳理F疋恕1の完窓乱E弘。干符?エオ

f能i泡E、美観など、あ らゆる角度から研究し つくさ れたエノレミ ン窓を自信を もってお勧め

します。

エノレミン: 容はス エー デンで開発され、全 Ilt 掛lで圧倒的信頼を得 ている同際品です。わ

が凶では、当社がII fl ;f1139年に技術導入し、 1:1本の気候風土に合うように改良したブラ

インド内蔵の@IJ 倒的な窓です。

日本工ル三コ廿・3 三J 株 式 会 社



設計者のプロフィール 33 関西の昭和生ま九の建築家 E  

徳岡昌克
徳岡昌克建築設計事務所

聞き手・編集委員 松 村 孝 治 ( 東畑建築事務所)

プロフィ ー J レ撮 影 島 修一 (S T UDI O A ・T )

略 歴 と く お か ま さ か っ

生 年 月 日 昭 和 5 年 4 月20 日( 55歳)

出 身 地 滋 賀 県 滋 賀 郡 志 賀 町

最 終 学 歴 京都工業専門学校建築科

昭和26年卒業

職 場徳間品克建築設計事務所

<1司耳目防庁在地 干661 尼崎市次昼 3 - 6- 60 

教 職 昭 和47- 51年京都工芸滋維

大学工芸学部非常勤講師

公 職 昭 和55- 5 6年日本建築学会

九州支部評議只他

おもな受賞 金国公削コンペ最優秀賞

( 稲沢市荻須記念美術館

1982)  建築業協会賞 ( 沖縄

市民会館・ 1982) 全国公

開コ ンペ最優秀賞 ( スカイ

ハイツ熊本 1977) 他

代 表 作 品 ぽんち株式会社神戸工場

(神戸市 ) 稲沢市荻須記念

美術館 ( 愛知県稲沢市) 沖

純市民会館 ( 沖縄市 ) ス カ

イハイツ熊本 ( 熊本市) 江

坂東洋ビル〈ダイエ一本部

ピ ル ) ( 吹田市) 他

題 味 * 樹 栽t苦

稲 沢 市 荻 須 記 念 美 術 館 沖 縄 市 民 会 館

写J ' i 晶1彩 新 建 築 社 小 川 泰 祐

ロマンを求めて

「クライアントの顔に合せて設計する j という 。竹中工務庖在籍中

に、徳岡昌克と共同者という名で設計監理した、稲沢市荻須記念美

術館では、荻須高徳画伯の古武士を思わせる顔立に合わせてフ ォー

7 ルな建築としてのシンメトリーなプランと、デザインの基本であ

るト ップアンドボトム( 頭音11 と足元) + ボウスサイド ( 両委壁) の

構成で応えたと誇る 。 この美術館の石の使い方や、オーナメント、

鋭い軒のディテールなどは、学校を出てから約10年間、現寸図や実

測図を描きまくり、その中で納まりや寸法を学び身につけたことが

役立 ってい るという 。

日本において高層建築の夜明けともいえる昭和40年、 35歳の時から

2 年間渡米し、首者都Eワシントン及びシカコ，γσの〉事務所て

つている 。 とくにシカゴの C ・F ・7 ーフィ一事務所では、各国か

ら同年代の人間が集ま っていて、自分の案を採用してもらうための

プレセーンテーションにおいて、良い意味での織烈な競争を経験した 。

この経験から、設計は比較法によるべきであると考えている 。条件

をあらゆる角度から比較検討することにより、精度の高い建築とな

る。 デザインは、山登りと同じでいろいろなアプ ローチがあるが、

この山を水平に切 ったとして 、同じ高さに昇 っていることが肝要で、

ある 。 いろいろなデザイン手法を高水準でもちあわせているのがプ

ロだと語る 。その他にシカゴでは、鉄骨の使い方、プレハプリケー

ション、ベイパーバリア一、 ドライウオールコンストラクションを

学び竹中にもち帰り、以後の建築設計や施工に大いに役立てた 。現

在の建築は鉄とコンクリートとカ、ラスとい った無機質の非情な材料

で構成されているが、充分センシフ。ルな建築、感性の建築が可能で

あると確信している 。 そのためにも、普通に使 っている材料の新鮮

な使い方をつねに捜しながら設計すると語る 。独立後第一作自とな

った「ぽんち株式会社神戸工場」でもあられに対して誰もがもっノ

スタルジアを表現するあめ、既製の金属板を、竪胴縁に貼ることで

まったく別の新鮮な材料にみせ美しい壁面を生みだした 。屋板もた

んなる瓦棒であるが、大屋根は四角、越屋板や低層部は丸型の瓦棒

を使用し、屋根の表情に微妙な変化をつけている 。 さらにケラパ抑

えの金属板を何枚にも分けたディテールも秀逸である 。 高い材料は

材料のカで見せられるが、安い材料はディテールに気をつけなけれ

ばならないと強調する 。

パフォーマー ( 演技者 ) とステージ ( 舞台 ) をセ ッ トにして建築を

考えなければならないという 。 つまりＯ ｾ フォＭＧＷーである建築のみ

を考えるのではなく、ステージとなる環境を含めて設計することが

忘れられがちであると指摘する 。 これを見事に具現化したサーリネ

ンのダレス空港にはじめて降り立った時の感激は今もって忘れられ

ないと語る 。ステージといえば、大阪、うつぼ公園の一 角に建つ明

星ビルの設計て社 、街としての木を生かすため、総合設計制度第 1

号建築の苦労も経験している 。公園の樹木の連続性を保ちたいとい

うのが出発であ ったと述懐する 。趣味が果樹栽培というだけでなく

環境をつくる意味でも木に関わる話にはカがはいる 。 まず木は大き

くなければならない 。大きな木を守るためには、切らさない人間の

努力、社会を相手にする勇気が必要である 。大きくなる木には土地

を与えておけばよく、絶対に鉄をいれてはならないという 。設計者

が、それぞれの垣根をはずして絵巻物を作るつもりで建築と環境を

考えれば、よい街ができるはずだと断言する 。

父親が竹中の大工ということで、小さい頃から図面になじみ、素材

感や納め方をしらずしらずのうちに休で・感じと って いた氏は、建築

家の道を歩むべくして歩んできたともいえる 。岩本博行氏からホ強

情だ砂と評されたこともあ ったが自分では万年青年だと思 っている 。

若い建築を志ざす人達に建築のロマンや夢を語って いるかと問いか

ける 。不況の今こそ、先輩が建築のおもしろさ ・楽しさを語らずし

て、若い人が何の夢を持ち得るかと厳しい 。竹中工務庖設計副部長

を最後に独立し、今、若いスタ ッフとともに自らの手で一つ一つを

ていねいに創り上げていこうという姿勢を垣間みた 言葉であ った。

組織の粋から解き放たれた今後が期待される 。

〔 次号の萱場者は Ｇ ＪＧｗ Ｎｴｾ龍彦氏 Ｈ 中嶋背 ｵ 彦建築事務所 Ｉ )  
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中心と周縁

ぼんち側神戸工場( 徳岡昌克氏設計) をみて一 一

渡 り廊下

線 雨 に け ぶ る 第 二事pl 明道路は、須磨を越え

るあたりから線を泌くして、六甲山系へと飽

きかかえられてい った。道はやがて、北似1) の

丘陵地帯に広がる神戸市の都市開発地域へと

導かれ、かつての回図都市椛恕をうかがわせ

る西村l工業団地へ到新する 。 インダストリア

ルパークを目桁す周辺地域には、まだ大きな

ｾｴ 也がいくつも広が っ ており、各企業の進出

に期待が寄せられているところだ。

「ぽんち株式会社神戸工場j は、このゾーンの

南東辺に而しており、紛: 地を快んだ住宅団地

に向けられ、工業団地の阪ともなるべき重要

な位置を占めている 。 そこでは、人の住む小

さなスケールから、工場のもつ大きなボリュ

ームへの転換が要求される 。配置計画はこの

問題を解決するために、合庫と事務所隙を分

離して道路| 療に独立させ、大ボリュームの工

場煉には意図的なペディメントを配すること

22 也援 と社会 1985'1' 4/1号

本多友常

全景

によって、小さな要素を前面に出し、スケー

ルの転換を行 っている 。 これらに図まれて笠

宮に航えられた樹木が育つ頃、その意図はよ

り明確に工場のあるべき姿を物語ってくれる

こと fごろっ 。

建物は全体がにぷいシルバ一色でト包み込まれ、

公天の光を吸収して発光し、爽やかな前涼! 惑

を ｩｾｬｾ よわせている 。 太陽の光が射すとき、壁

面は発光のＡ立を ｨｲｩ して脂ｾき、日没には西の空

を写し出して夕| 場に染まるという 。 ガラスが

さをの状態を直接的に反射するのに対して、

シルバーのパネルは、一度取り込んだ光を内

面化するかのように発光して詩的を賎し出す。

そのモノトーンな外壁には、ところどころに

アクセントカラーとして日本的な色を配し、

内部の色彩計画をは床させて華やかさを与え

ている 。

平面構成は、工場の機能に従 って、直殺な道

線計画がなされており、仕事場と休息のため

の食堂は明るいブリ ッヂで継がれ、働〈人々

へのヒューマニティを感じさせて快し、 。 また、

各ディテール、たとえば窓まわり、屋恨の互

体、巾木、) j 向紋、樋に至る紺| かい心使いが、

全体の完成度を高めて、設計者の建築に対す

る態度を物語っている 。

ここで注目すべきことは、風土的郷愁として

取り上げ、られた、造形言語としての1 ; ?J妻と、

建物全体を斑う同一材料の使用だろう 。 その

苛後に jたれるコンセプトは、 「中心」と「周

縁 j への限りない論議へのテー? を提供して

くれる 。

第ーには、風土的 j原: 5_ll への遡及が、屋恨の形

に求められたとき、記号表現としての1 ; ?J安が

はたしてどれほどの風土的表象として自立し

うるかという点であろう 。建築造形の! j i 終的

な風土決定論が否定されている今、伝統とし

ては周縁に位置しつつあるものへの回帰は「新

たなる意味j への可能性を有している 。

第二の点は素材の扱い方があげられる 。平滑

で均質な材料は、テクノロジーの代名詞とし

て近代建築に取り入れられ、近年はとくに屯

子工業を中心とした超技術の台頭によ って、

ハイテ y クというスタイル言語さえ til) り出し

て来た 。 そして今、技術の世界がいかに人間

的な温かきと共存しうるかという点を問題と

して、ハイタ ッチという概念が取りざたされ

始めている。

シルバーの外被は、このH寺流への指向を代弁

するものとして、近年多く使われ出している

ボキャブラリーのひとつであろう 。 それは、

現代建築の抱える多様な価値感や機能を、覆

い被せることによ って問題解決を計ろうとす

る手法としての方法論を生み出している 。 と

ころが、この工場は建築の桃成論述! において

は異なる系に支配されているところが興味深

い。 それは各部位に代表される構成要紫が、

分節i化されて扱われている点だ。

屋似は屋恨の持つ特性として、そのディテー

ルが極められ、稲沢の荻 ｾｮ 記念館で証明され

た瓦俸の美しさが再現されている 。控には断

熱材を挟んだ鉄板がJ l 占りめぐらされ、工法上

の工夫がなされた上で、段としての向立性が

与えられている 。 そこに |引けられた関口には、

R のついた小さな水切りがとりつけられ、窓

は柔らかい調和を主娠している 。これは、パ

ッケージとしての同一物でくるむという々え

; ' j の、対極をなすほどに異なるコンセプトで

あるというべきだ。 それにもかかわらず、作

品はハイタ ッ チへの相同性を ｅｾＧｻ よわせている 。

いい換えるならば、既存のやり方で新しい表

現を目指している痕跡がそこにはある 。

創造の行為が、既存の秩序への救心性と周縁

への拡散性の緊娘関係にあるとするならば、

この作品には、既存コードへの執活と逸脱へ

の願望がうかがわれる 。 しかし、いつの|時代

においても新時代の ｼ 例妬と既存秋Ａ子への ｪｩｬｬｾＺｾ ，Ｑ

は、常に 二重の可能性としてあ ったことを、

私たちは知 っている 。 中心への iillli: と周紋へ

の桁 li 'l、手 l黙さと円| 倹が今後どのような展開

を見せるか、 1!a岡，LJ ，ｾＧ｛Ｎ＠ f)占|人を mえた文化的問

題ーとして、 j; 1Oえ l丘されなくてはならない 。

( は んだ とし つね 竹 ' l ' I.fJH'i . k 阪本m設計部)
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財団法人 日本建築総合試験所だより

大 口 径 管 K 型 分 岐 継 手 の 実 大 実 験

1  は じ め に

本実験の目的は、大阪国際見本市新会場における 3 号館の屋根主

トラス K Ａｊｾ分岐継手の設計時に期待された力学的性能を確認するこ

とである 。なお、上記 KJ f，'1分岐継手は、日本建築学会「鋼管構造設

計施工指針 ・同解説」に示された円形鋼管 K Ａｊｾ分岐継手の許容耐力

式に基づき設計されたものである 。 また、大阪国際見本市新会場の

設計 ・監理は、大阪市者11市盤側l J 局営約苦11、( 的束知l建築事務所によ っ

て、同会場の 3 号館を含む建設工事 ( その 2 ) の脇工は 、鹿 島 ・奥

村建設工事共同会業体によ ってそれぞれ行われたものである 。

2  試験体

試験休は、 K 型分岐継手の笑大棋21の 1 休で、その形状 ・寸法を

図ー 1 に示す 。同図に示すごとく、主管には外径558. 8mm、厚さ 9. 5

mmの鋼管が、支管には外径267. 4mm、厚さ 6. 0mmの鋼管がそれぞれ用

いられ、主管と支管のなす角度は63. 4度、分岐継手の溶接継目は一

宮11突合せ一昔11すみ肉溶接とな っている( 各鋼管の材質は、 S TK41 )。

3  実 験 方 法

1俄荷は、 図 - 2 に示すごとく、主管に圧縮荷重 N、圧縮1ft1J 支管に

荷 重 PS をそれぞれオイルジ ャッ キを用いて加えるとともに、圧縮

{ 則支管の荷重と引張側支管の反力および主管 II 音11の反力N ' とを加

力フレームを介して釣り合わせる方法により行った。 なお、本笑験

の初l力装置では 、加カ フレームが試験体の変形 ( 特に、両支管端音11

における材取hに直交する方向の前内変位) を拘束しないように 、加

40似)

京商 20<拘

図 - 2  載 荷 装 置

力点および支持点にそれぞれピン、ローラーを柿入した 。

4  実 験 結 果 お よ び 考 察

圧 縮1H1J 支 管 の 荷 重 ( P
s

) と圧縮側支管のM方向変形i; 1( ocx) との関

係を 図3. 1に示したが、同図の取h方向変形丑には、支管付般における

主管の局音11変形量を含んでいる 。すなわち、上記車Ih方向変形韮から

同図中に 1jf: 示した支管母材のリlji 性lrqh方向変形量を差し号| いた変形iE

を、主官: の局音11変形置とみなすことができる 。 また、 図 - 3. 1 に示す

ごとく、前記設計施工指針に示された許容耐力式の基にな った黒羽

らの耐力式を用いて求めた計算耐力 134t f に対して、本実験の最大

耐力は l 01tf とな っている 。 これは、主として、本実験の加力方法

と黒羽らの耐力式の基にな った実験の加力方法との相違に起因する

ものと考えられる 。すなわち、本実験では、両支管端苦11力日力点およ

び支持点の支管材紬に直交方向の商内変位を拘束していないのに対

し、黒羽らの耐力式の基になった実験では、ほとんどの場合、両支

管端部の商内方向変位を拘束しているといえる 。

一方、 図 ＭＳ Ｎ Ｒ に示した実験終了後に ｩ ｊｬｬ ｊ 定した ｋ Ａｊｾ 分岐継手近傍の

残留変形の状況より、支管付綴におけ る主管の局音11変形の状況を把

握できるものと思われる 。

参考文献 ＱＩ 牧ｾｉＧ、県羽、 三 井鋼管継手の局昔 ＱＱ 変形耐力の推定、日本建築学会

論文報告袋、ｾ 251 号、昭和52年 1 月、 pp. 45- 55。

なお、詳細lは当試験所機関誌 i CBRC 38号」を参照されたい 。

( 構 造 物 試 験 室 益 尾 潔)

ｾ ￭ ｬＭ

図 - 3 .1

イ点、

11 

明抱一E
G¥令、名ぷ:;:: .2- 少

¥斗J半生ヨト

¥十ノ: l ! 線: 拭験体I - . ffii の変形 )It

岐制 民験体下 l而的変形 JI(

図 - 3 .2 実験終了後における主管の変形分布
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・営業11寺問l 平日 : 午前 9 11寺~午後 51待、土 Hl il 日 : 午前 911寺~正午

住策と社会問 ＸＵｾ ［ Ｎ 4  }} ｾ［Ｍ 23 



値住宅・都市整備公団 [同 すまいづくり講座

公団賃貸住宅ストックの改善 藤 野 邦 夫

一 一 社 会 的 資 産 の 蘇 生 を 目 指 し て一 一

公団が昭和30年に創設されて以来、建設された住宅は全国で116万戸にも達し、

そのうち現在公団が管理している賃貸住宅は 64万戸ですが、空家住宅の応募者の

高倍率でみられるように、今日もなお公的住宅としてその役割を果たしています。

しかしその現状をみれば、その大半が表ー 1 にみるように 2 0  K 以下の小規模

住宅であり、居住水準の向上や住み替え等の促進のため、既存賃貸住宅スト ック

を抜本的に改善することが必要とな ってきています。

このような状況の中で、公団は 57年度から既存賃貸住宅の大型化改造( 2 戸 1

改造) に取り組み、最近これに加えて 、中層賃貸住宅の 1 室増築を試行的に実施

しつつあります。 ここで得た経験や手法、実施上の問題点をふまえて、スト ック

改善事業の本格的な展開が始まろうとしています。

表 - 1 公団賃貸住宅 ス トック戸数内訳 (関西支社管内)
(59年 3 月末現イ'E)

蕗;-----:ぎぞ
31- 39 4 0 - 49  50- 58 百十 ( %)  

団地系 46，945  67，424 32，766 147 ，135( 79. 2)  

1  K  .  1  D  K  9. 499 3，647 1，636 14. 782 

2  K ・2 D  K ・3 K  35，871 48，553 13，462 97，886 

2 L D K ' 3 D K - 1. 575 15，224 17，668 34 ，467 

一般市街地系 3 ，424 8 ，865 3，132 15 ，421( 12 .5)  

1  K  .  1  D  K  1，549 3，246 232 5.027 

2 K . 2 D K . 3 K  1. 721 5，279 2 ‘ 115  9，115  

2 L D K ・3 D K - 154 340 785 1，279 

面開発市街地系
。

7 ，333 15 ，988 23 ，321(  8. 3)  

1  K  .  1  D  K  1.616 1，974 3，590 

2  K ・2 D K . 3 K 5，445 5. 373 10，818  

2 L D K ・3 D K - 272 8. 641 8.913 

ぷ口入

計 50 ，369 83，622 51 ，886 185 ，877(100 )  

( %)  ( 27 . 1)  ( 45. 0)  ( 27 .9)  

1  K  2. 443 182  
。

2，625 (  1 4)  

1  D  K  8，605 8. 327 3，842 20，774 ( 1 1 2) 

2  K ・2 D K ' 3 K 37，599 59，270 20，950 117，819 (63 .4)  

2 L D K ・3 D K - 1，722 15，843 27，094 44，659 (24 0)  

1  . 公団賃貸住宅ストック改善の必要性

公 団 の 賃 貸 住 宅 は 、 都 市 の 住 毛 困 窮 者 に 対 し 、 民間1で は 対 応 す る

こ と が で き な い 分 野 に お い て 、 良 質 な 住 宅 を 適 正 な 家 J ' t で供給する

こ と に そ の 社 会 的 使 命 が あ り ま す 。 こ の観 点 か ら み る と き 、 公 団 の

n 貸 住 宅 ス ト y ク は 公 的 な 社 会 資 産 で あ り 、 ま た 公 団 11貸 住 宅 の 償

却 年 数 が7 0年 と 定 め ら れ て い る 商 か ら も 、 社 会 的 状 況 の 変化 に 対 応

し な が ら 、 良 質 な 資 産 と し て そ の 機 能 を 維 持 向 上 し て ゆ く こ と は 、

公 団 に 諜 せ ら れ た 重 要 な 社 会 的 責 務 と 言 え ま す 。

か つ て イ ン テ り の 住 む あ こ が れ の 公 団 住 宅 は 、 昭 和3 0年 代 か ら 4 0

年 代の 要 請 に 応 え て き ま し た が 、 現 ギE で は 住 宅 に 求 め る 期 待 と 水 準

は上 が り、イ王様 式 の 多 様 化 と 相 侠 っ て 、 大 部 分 の 公 団 住 宅 は 狭 い と

い う 感 触 を ぬ ぐ い き れ な い で い ま す 。 こ の た め 入 居 後 の 世 帯 人 員 の

増 加 、 住 要 求の 向 上 に 伴 う 需 要 の 変化 等 に 十 分 対 応 し き れ ず 、 「第

4 1切 住 宅 建 設 5 箇 年 計 画 J で 定 め て い る 最 低 居 住 水 準 未 満 の 世 帯 が 、

昭 和 5 5年 度 の 公 団 住 宅 居 住 者 定 期 調 査 に よ れ ば 、 全 国 で 約 16万 4 千

世 帯 ( 55年 度 末 現 在の ス ト ン ク 61万 7 千 戸 の 2 6 6 % ) 存 在 し て い ま

す 。 公 団 を は じ め と す る 公 的 賃 貸 住 宅 は 、 ラ イ フ サ イ ク ル の 変 化 、

所 得 の 変化 等 に 応 じ て 必 要 と さ れ る 需 要 を 適 切 に 満 た す こ と を 使 命

と し て い る わ け で す か ら 、 こ の よ う な 水 準 未 満 の 世 帯 の 解 消 に む け

て 努 力 を 傾 け る こ と は 今 日 的 な 課 題 と 考 え ら れ ま す。

最 近 供給 の 賃 貸 住 宅 の 場 合 、 今 日 最 も 需 要 量 の 多 い 標 準世 帯 向住

宅 で あ る 3 0  K 以 上の 規 模 の 住 宅 の 供 給 割 合 が8 0 %程度に達し、 2

D K 、 3 K 一規 模以 下 の 住 宅 は 2 0 %程 度 に す ぎ ま せ ん 。 ま た 近年 分 譲

住宅の需要の耳寄りも彩縛して、 3 L  0  K 、 4 L D K 規 棋 の 大 型 賃 貸

住 宅 の 需 要 が 多 く な っτ い ま す 。 こ れ か ら み て も 、 ス トッ ク 改 善 を

図り、 3 0  K 以 上の 規 桜 の 住 宅 の 割 合 を 高 め る こ と は 社 会 的 資 産 と

し て の 公 団 賃 貸 住 宅 の 価 値 を 向 上 さ せ る と い う 意 味 で 必 要 で す。

ま た ス ト ッ ク さ れ た 住 宅 は 、 一 般 に 古 い も の ほ ど都 心 近 く に 立地

し て い る も の が 多 く 、 立 地 条 件 の す ぐ れ た こ れ ら の 住 宅 へ の 需 要 が

大 き い に も か か わ ら ず そ の 答 税 率 は 4 0 - 6 0% と 、 現 在 で は 相 対 的 に

低 利 用 と 言 わ さ る を 得 な い も の が 多 数 あ り 、 戸 数 増 ま た は 容 積 士 曽 を

可 能 と し て お り、 スト y ク改善を講じることでヰ' : 1 : 会的資産としての

有 効 利 用 を 図 る こ と も 必 要 と 考 え ら れ ま す 。

新 規 賃 貸 住宅 の 建 設 が 用 地 取 得 普!( ; 等の理由により必ずしも十分に

行 わ れ な い 状 況 か ら み て 、 た ん な る 修 絡 の 域 を 越 え て 、 改 修 、改造、

地 築 、 建 て 替 え の 諸 手 法 ( Uとくちノモ 参聞 ) を 使 っ てスト ンク の 改 善

と 活 用 を 図 る 意 義 は き わ め て 大 き い と 言 え ま す。

ひとくちメモ

・住宅改善の 4 つの手法 ( 用語の定義)

1  建て替え 現に存する住宅、施設を除却し、その土地の一昔I1または

全部の区域に新たな住宅、施設を建設すること 。

2. 増築現に存する住宅に、 別の建築物を付設する ことによって、建築

面積、延床而キ ｩｾ を拡大するとともに、住戸専用面積を拡大すること 。

3  改造 : 現に存する複数の{ 王戸を合併することによ って{主戸専用而約

を拡大すること 。

4  改修 ー現に存する住宅の住戸専用部分の範囲内で、設備、間取り、

内装等の性能向上のための変更を行うこと。

{ 昭和59年 9 月 f 公団住宅スト ，7 改革専の到達点上関西支社業務企画課よリ)

2  . スト ック改善の実施例

(1) 2 戸 1 改 造 住 宅

公団では、 57年 6 月 に ス ト y ク 改 善 の た め の 新 し い 組 織 を 作 り 、

小 規 模 住 宅 の 狭 さ の 改 善 に 取 り 組 ん で い ま す 。 当 前 は 公 団 が 抱 え て

い る 未 供 給 住 宅 の 改 善 を 主 に 、 す で に 泉 南 ー 丘 団地 ( 大 阪 府 泉 南 市 )

等 、 大 型 住 宅 の 需 要 の 倣 い 郊 外 団 地 8 団 地 で 794 戸 (数' {: は 2 戸 l &f u

後円戸数附丙支社旬内 ) 笑 紬 し 、 お お む ね 好 評 を tWし て い ま す。

こ れ ら は 、 専 有 而 桁45 m' 前 後 の 2 0  K 、 3 K !¥'i 住 宅 を 2 戸 1 改 造

( または、 3 戸 2 改 造 ) の 方 法 に よ り 、 大 引 住 宅 に 改 造 し た も の で

す 。 不 要 な も の は 取 り 除 き 、 併 せ て 間 取 り の 変 更 や 内 袋 、 設 備 な ど

の 改 修 も 実 施 し て い ま す 。 プ ラ ン 上 、 多 少 不 都 合 な 部 分 も 生 じ ま す

が 、 好 評 な の は 、 何 よ り も 1 戸 の 住 宅 の 間 口 が 長 大 に な り 、 南 商 4

室あるいは Ｕ 室の絞近の集合住宅では得がたい 日 ＡｉｾＡＮ 、通 ｪ 氏、採光に
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。 パl レコニー接続型一一一一

単にパl レコニーの隅板を撤

去して通路でつなぐ ( パノレ

コニ一通路型) 。 パJ レコニ

ーを墜と窓で凶 って部屋の

一部として取り込む( サン

ルーム型) 。

下 階 上 階

バルコ二一

。 階段室持ち出し型

，羊室

バルコニー

共用階段をさらに外に追い出して五l則部分で 2 戸をつなぐ 。

2 戸をつなぐ 。

壁抜き型

5 L D K  

( 住戸専用面積

114 . 91 m' )  

‘ 図 - 2

@ メゾネ ット型

上下 2 戸を i主

戸内階段によ

り縦につな じ

メゾネッ ト型

( 住戸専用面積

93 .91m') 

‘ 図 - 3

優 れ た 住 毛 と な る こ と で す 。 ま た 、 も と の 1 戸 ど う し の プ ラ イ パ シ

ー を 非 常 に お く 維 持 す る よ う に つ く っ て いた 2 戸 を 1 戸 に 併 せ る わ

けですから、斜［よｴＡＺ自ｾ J に プ ラ イ パ シ ー の 舵 立 さ れ た 2 つ の 呉 な っ た 空

間 で の 多 織 な 生 活 の 展 I)[.Jが 可 能 と な り 、 多 用 i金に使える住宅として、

近 年別 え つ つ あ る 二 位t術 向 住 宅 と し て 紋 過 な も の と 言えるでしょう。

2 戸 l 改 造の 方 法 と し て は 、 上

図 の も の が あ っ 、 団 地 の 状 況 等 に

よ り 適 宜 選 択 し て 笑 泊 し て い ま す。

(2)  増 築 ( 図 - 4 )  

既 存 中 層 n貸 住 宅の 1 室 地 !築は、

す で に 公 営 住 宅 で は か な り の 数 の

団 地 に お い て 笑 施 さ れ て お り ま す

が 、 公 団 で も H召栴] 59年 度 か ら 試 行

的 に 笑 施 し て ゆ く こ と に な り ま し ホ

た。 公団では、 nt r テラス{ 主毛の

.trl築については、 Uf{和51年 度 か ら

現イE ま で 9 団 地 に お い て403戸 (1剥

西 支 社 管 内 ) で実施していますが、

指

蝶

l!' 

中 層 賃 貸 住 宅 の 増 築 は こ れ ま で 実 績 が あ り ま せ ん 。

実 施 す る に 当 た っ て の 増 築 対 象 団地 の 選 定 に つ い て は 、 建 物 の耐

周 年 数 、 敷 地 条 件 、 居 住 水 準 、 居 住 者 の ニ ー ズ 、 経 営 採 算 等 々 の 条

件 を 検 討 し 総 合 判 断 さ れ る こ と に な り ま す が 、 公 団 で は 59年 度 当 初

か ら 具 体 的 な 増 築 笑 施 に 向 け て 対 象 団 地 を 数 回 I也 選 定 し 、 居 住 者 へ

の ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る 均 築 に 係 る 意 向 把 握 お よ び 居 住 者 へ の 説 明

会 を 行 って ま い り ま し た 。 その結栄、千里程I! 装 台 団 地 ( R C 造 5 階処、

住 戸 宅 数 1100戸 ー 2 D  K  340戸 3  K5 0 0戸 3  D  K  260戸 、 入 居 1m始 。 昭 和39年度) にお

いて 5 棟、 80戸の住宅の: T;n誕 を 笑 施 す る 運 び と な り ま し た 。

bzg築 の 手 法 等 に つ い て は 、 ま だ 定 ま っ た 基 準 は あ り ま せ ん が 、 今

回 は 9" 居 住 宅 の 南11l1J ノぐルコニ 一 部 分 に 桜 し て 1 練単位てゆ目築 ( 5 階

建、 P C工 法 ) す る 方 法 を と って い ま す 。 物築部分は、 6 位 筏 度 の

手口; 室または洋室、洗im機 世 場 お よ びt 1jl 入 等 の 収 納 ス ペ ー ス か ら 成 り 、

増 築 面 秘 は 一 戸 当 た り16. 5m' - 18. 14m' とな っています。 がl築苦11分 に

係 る 月 額 家 賃 は 約 23 ，000問 前 後 と な る 予 定 で す 。

3  . ストック改善実施のための課題

新 規 事 業 と 呉 な り 、 居 住 者 の い る 住 宅 で 行 う ス ト ッ ク 改 善 は 、 そ

実 胞 に 当 た っ て は 、 つ ぎ の よ う な 課 題 の 検 討 が 必 姿 と な り ま す 。

・ 目 標 居 住 水 準 の 設 定 こ れ は 地 域 の 笑 状 と ニ ー ズ に 応 じ た も の で

あ り 、 多 様 な ラ イ フ サ イ ク ル に 応 え ら れ る 、 将 来 の 動 向 も 見 通 し た

も の で な け れ ば な り ま せ ん 。

・改善 手 法 の 選 択 基 準 主主て称え、地築、改造、改修の 4 つ の 改 善

手 法 に つ い て 、 ど の 手 法 を 選 択 す る か 。 こ れ は 個 別 団地 の 率 的 に 即

し て 総 合 判 断 さ れ な け れ ば な り ま せ ん 。

・ 居 住 者 と の 合意 形 成 の 検 討 事業が同行ij に行われるためには、 現

居 住 者 と の 合 意 の 形 成 が 不 可 欠 と な り ま す 。 ZJO;: riij の 居 住 者 の 意 向 把

握 の 方 法 、 家H が 激 変 す る 場 合 の 姶 也 、 移 転 住 宅 や 移 転 費 用 、 戻 り

入居者に対する仮住居、対象団地のさを家募集の措置立等が必要です 。

・技術 開 発 の 推 進 居 住 者 の い る 団 地 内 で の 工 事 が 多 く な る こ と か

ら 、 新 規 工4 と は 呉 な る 技 術 上 の 工 夫 が 求 め ら れ ま す 。 進 入 路 の 確

保 、 騒 音 防 止 、 安 全 性 の lirg保、小規車交工事の¥1 l l J に 要 す る 多験者E等 の

特 殊 事 情 へ の 配 慮 が 婆 り ま す 。

・法 的 な 改 正 スト ッ ク 改 替 に 係 る 怨 築 基 準 法 、 消 防 法 等 の 住 宅 に

ｼ 刻する法の改正、 ｾｬ￬ｴ 力的運用が必要と考えられます 。 新耐渓基準、

消防設備緩和規定、ｩｬｬｩＡ匝ｦｉ ｾ規定、行 政休による指導のアンバラ ンス等

の 是 正 も 必 要 で す 。

・経 営 判 断 に 基 づ く 採 算 性

台

一 般 の 住 宅市 場 を み る と 、 か つ て 大 き な 役割を来たした木賞アノマ

ー 卜 が 、 性能 ・規 映 が あ ま り に も 低 い た め 、 今 で は 住 水 準 の 向 上 の

中 で ニ ーズが低務し、 H 貸 住 宅 と し て 経 営 が成 立 し な く な っ て き て

いると 言 わ れ ま す 。 公 団 のn貸 住 宅 は こ れ に 比 べ れ ば 、今 の と こ ろ

規段、性能等において木 ｮ アノマートより水ｩＧ｜ｾが高〈、 陳腐化 を急速

に 招 〈 状 況 ま で に は 至 っ て い ま せ ん が 、 そ う は 言 っても 1 K 型 住 宅

の 場 合 に は そ の 兆 候 が 現 れ て い ま す。 R C 巡 の よ う な 耐 用 年 数 の 長

い 1'( 貸 住 宅 に あ っ て は 、 長 期 間 に わ た る 状 況 の 変 動 に 応 じ 、 適 切 な

対応を講じることは、公団にa . l l せられたいわば宿命と言えましょう。
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ム;

高 齢化 社 会 を 迎 え て 一一一分 離 方 式 よ り 混 住 を

丘 陵 を ひ ら き 海 を 埋 立 て 、 思 い の ま ま に 似 を 号 |い て 出 現 し た ニ ュ ー タ ウ ン の 何 と 見 事 な 出 来 映 え だ こ と

か 。 中 央 の 駅 前 広 場 は 業務ビルと商広が! j i f を連らね、これを取りまいて繰につつまれた住居群が、広々

と し た 自 動 車 道 と 歩 行 者 専 用 道 で 結 ば れ て い る 。 こ れ こ そ 現 代 社 会 の 理 想 郷 と い う も の か 。 が 、 こ こ に

は高齢者たちはほとんど住んでいなし、 。 犬 や 術 さ え も が 消 え て い る 。 若 い 男 た ち は マ イ カ ー で 通 勤 通 学

に 、 主 婦 た ち は 自 転 車 で 買 物 と パ ー ト に 、 子 ど も た ち も 訟 の 送 迎 車 に つ ぎ つ ぎ 抑 込 ま れ 、 旅 路 は お ろ か

遊 園地 で さ え 、 の ん び り と 遊 ん で い る 姿 を 見 か け な い 。 何 も か も が 、 そ れ ぞ れ に 専 用 化 さ れ 、 ま と め ら

れ 、理 路 盤 然 と 分 離 さ れ て い る 。 確 か に 、 こ の よ う に な って い る と 、 能 率 よ く 、 高 度 な 機 能 が 発 揮 さ れ

る が 、 高 度 な 能 力 に 欠 け る 人 た ち は 排 除 さ れ て し ま う 。 お 互 い 同 士 の 関 係 も 断 ち 切 ら れ や す い が 、 孤 独

に 悩 み 、 他 人 か ら の 援 助 が 必 要 な 人 た ち は ど う す れ は ‘ よ い の か。

オ ー ル ド タ ウ ン の 下 町 は 、 ご ち ゃ ご ち ゃ と し て 問 題 点 ば か り の 築 桁 地 の よ う だ が 、 生 活 の 知 恵 も 集 積 さ

れ て 、 ゆ り か ご か ら 墓 場 ま で の す べ て の も の が 悦 在 し て い る 。 も ち ろ ん 、 赤 ち ゃ ん か ら 高 齢 者 ま で 、 い

や いや 、 犬 や 術 ま で も が … … 。 ( H. A )  

拡 が り

先日、 T V の ク イ ズ 番 組 で 若 い 女 性 が V ‘ っ こ う 。 良 い と 思 う 職 業 を 順 番 に あ げ る も の が あ っ た。 そ の

中 で 末 席 な が ら 建 築 家 と い う の が あ った。 ちょ っ と お も は ゆ い 面 も あ る が 建 築 家 と い う と 一 般 に は 設 計

家 を 連 想 す る よ う だ。 し か し 、 最 近 は 建 築 家 の 働 く 分 野 が 単 純 な 意 味 で の 建 築 的 な 仕 事 を は な れ て 急 速

に 拡 が っている 。 従 来 か ら い わ れ た 設 計 、 干rt 算 、 施 工 な ど で 代 表 さ れ る 分 野 と 、 都 市 計 画 、 再 開 発 な ど

多 く の 職 種 を コ ー デ ィ ネ ー 卜 し て し 、 〈 分 野 、 さ ら に 7 ン シ ョ ン な ど で は 営 業 販 売 的 な 分 野 ま で 拡 が っ て

きている 。 社 会 が よ り複 雑化 し て い く と 、 よ り 紛l分 さ れ た 専 門 的 な 分 野 と 、 ま た そ れ を コ ー テ イ ネ ー 卜

し て 総 合 的 に 動 か す 分 野 と 両 方 の 働 き が 必 要 と な っ てくる 。

従 来 は 建 築 家 は ど ち ら か と い え ば 専 門 的 技 術 の 集 積 で 建 物 を 造 る 仕 事 を 行 な って き た 。 し か し 社 会 は 再

開 発 、 ま ち づ く り な ど に 新 ら し い コ ー デ ィ ネ ー タ ー 的 機 能 を も っ た 役 割 を 求 め て い る 。建 築 に た ず さ わ

る者にと って 今 ま で の 技 術 的 な 集 柏 も 大 切 で あ る が 、 そ れ に と ら わ れ る こ と な く 、 社 会 の 求 め る よ り 広

い分里子にも っ と 進 出 す べ き で は な か ろ う か。 ( S . M)  

〆 切

建 築 家 A I  v  a  A  a  I  t  0 は、 言葉 で 作 品 を 説 明 す る の を 好 ま な か っ た 。 教 え る の も 得 意 で な か っ た

ようで、 M 1  T 教 授 の と き 「 設 計 は ど の よ う に し た ら い い か ? J と き か れ て 「わ か ら な い 一 一 J と ば か

り 答 え て い た 。 ア ア ル ト 講 演 会 に 遅 れ た 学 生 が 、 行 き ず り の 人 に 場 所 を き い た ら 、 親 切 に 教 え て く れ て 、

「 急 が な く て も い い で す よ 、 私 も 今 か ら 話 を し に 行 く と こ ろ で す か ら 」 と 答 え た と い う 逸 話 が の こ って い

る。 夏目 j秋 石 は 「 二 百 十 日 」 と い う 小 説 を 一 気 に 書 き あ げ た 。 な に か こ と が 重 な っ て い た の だ が 、 予 定

に お く れ て は 「 申 し 訳 け な い か ら 」 と 。 そ れ を 江 藤 淳 と い う 人 が 、 散 布 は 「 芸 術 性 よ り も 現 笑 を 重 ん じ

た」と言命じている 。

設 計 の 仕 事 も 、 は や め 早 目 に や っ て い る つ も り で も 、 な ぜ か 〆 切 に 追 わ れ る 毎 日 に な っ てしまう 。 遅 ら

せ て 芸 術 性 が 高 ま る な ら い い が 、 そ う い う も の で も な い だ ろ う 。「〆 切 リ 」 は 、 た し か 英 語 で.i dead I i neJ 。

直 訳 す る と 「 死 総J か 。 じ つ は 本 杭 の 「締-1;J J 日J はと っ く に 過 ぎ て い る 。 ( M. T )  

水 際 の 都 市 デ ザ イ ン蘇 生

激 し い ビ ー ト の き い た 馬 鹿 鵬 子 の 中 を 行 き か う ど ん ど ん 舟 、 水 |療 を ぎ っ し り と 開 め た 見 物 の 群 集 、 ビ ル

の ベ ラ ン ダ や 窓 際 の 人 だ か り 。 忘 れ か け た 水 の 都 の 姿 を 思 い 起 こ し て く れ る の は II j1'. - 、 天 神 保 で あ っ た。

数 百 年 来 、 な に わ の 街 の 繁 栄 を 支 え て き た 河 川 や1加 わ り は 、 そ の 水 道 機 能 の 京 返 と と も に 無 用 の 空 間 と

見 な さ れ て 道 路 や 駐 車 場 に 世 き 換 わ り 、 残 さ れ た も の も 、 汚 染 さ れ た 水 針 、 無 l床乾燥な| りj 潮 見 、 水 辺 に

背 を 向 け て 裏 側 を 露 出 し た 建 物 群 な ど に よ って 環 境 全 体 の 荒 廃 が 進 ん で い る 。

- 11乍 年 秋 か ら 巡 航 し て い る 大 l阪水上ノ〈スは 、水 mi か ら の 税 総 を 取 戻 し て く れ た 。 河 岸 公 |立lの終f J l i lの成- aー

が i奇 喜 を 促 す ほ ど の 見 l映えでせま っ て く る の に 対 し て 、析 桁 や 1(/: :/ ビルめ立識の低さに終差を! 必じる 。

都心、の掛け替えのない河 川E;; はEの 比 直 し と 副 生 が 、 こ れ か ら 始 ま る こ と を J切符したし、 。 水際のだれ、と欣

策 、 金 と 夜 や 四 季 お り お り の 景 観 ilii 出 、 水 上 の リ ク リ ェ ー シ ョ ン 地 設 や ス テ ー ジ 、 観 光*J() や通勤船、 .fj L

代の者11市 生 活 に よ り 密 着 し た 新 し い 河 川 空 間 利 用 の 創 出 と 市 民 の 意 識 の 高1Mが 繰 っ たとき、 |ニ|づ と 水 際

に 立 つ 一 つ 一 つ の 建 物 に も 、 * - を 親 し む 、 水 を 生 か し た 、 新 し い 都 市 テ ザ イ ンが 似 治 す る も の と 忠 わ れ

る。 ( M . F )



特 集

情報化をめぐる

建 築 ・ 都 市 事 情

今 日 ほ ど 情 報 化 に つ い て 語 ら れ る 時 代 は な か っ た で あ ろ う 。

ア ル ビ ン ・ト フ ラ ー が 「 第 三 の 波 」 と 名 付 け た

み ぞ う の 高 度 情 報 化 社 会 へ の 動 き が あ る 。

ニ ュ ー メ デ ィ ア と 呼 ば れ る 新 し い 情 報 伝 達 手 段 の 登 場 に よ り 、

家 庭 か ら も 映 像 を 送 れ る 双 方 向 C A T V(有 線 テ レ ビ ) や、

光 フ ァ イ パ ー と コ ン ピ ュ ー タ ー の 組 み 合 わ せ で す で に 実 用 段 階 に 入 り

新 た な 展 開 が 期 待 さ れ て い る I NS ( 高度情報通信システム) の開発も、

INS  ( 高 度 情 報 通 信 シ ス テ ム ) の開発も、 21世 紀 に む け て 動 き 始 め て い る 。

民 間 は も と よ り 、 国 の レ ベ ル 、 全 国 の 自 治 体 レ ベ ル に お い て も

競 い 合 って取り組みを始め、

世 の 中 、 ま さ に ニ ュー メ デ ィ ア ・フ ィ ー パ 一 、 メ デ ィ ア ・ウォーズという! 惑がある 。

かような情報化の動きの中で、

都 市 社 会 で の 生 活 は 大 き く 変 容 さ れ る こ と が 予 iWJ されるが、

実 際 は ど う で あ ろ う か。

ま た 其 に ね ら い と す る 高 度 情 報 化 社 会 に 備 え て 私 達 は 、 何 を 問 題 と す べ き で あ ろ う か 。

と り わ け 建 築 や 都 市 の 計 画 や 設 計 に た ず さ わ る 者 に と って、

こ れ ら の動 きにいかに対応すべきか・ ・・・ 。

こ の よ う な 意 識 に 立 って 、 本 特 集 を 企 画 し て み た 。

題 し て 、 情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・都 市 亭 情砂

各 分 野 で 本 テ ー マ に 闘 し ご 活 躍 中 の 先 生 方 に お 話 を 伺 う と と も に 、

専 門 の 分 野 か ら の 論 文 を 寄 せ て い た だ い た 。

事 例 紹 介 と し て 、 情 報 シ ス テ ム を と り こ ん だ ま ち づ く り や 建 築 の

い く つ か の211例 を 取 り 上 げ て い る 。

そ し て 故 後 に 、 こ れ ら の 情 報 化 を め ぐ る 建 築 ・ 都 市 事 情 を 理 解 す る 一 助として、

ニュ ー メディア闘i l [ 用語をキーワード 30 と し て 拘 げ て み た 。

今 後 と も 情 報 化 に つ い て 、 め ま ぐ る し く 世 の 中 は 変 遷 し て い く で あ ろ う が 、

そ の 中 で 、 本 テ ー マ に つ い て 自 ら の 視 座 を も っ 上 で み な さ ま の 参 考 に な れ ば 幸 い で あ る 。

( 制 民事字 下 田 中 直 人 )

本特集号制ｊ，ｕ 斡 ｉ ｊｾ ( ・(11 特別 刷 り

・森永規彦/ 足立啓/ 岡田低 幸 / 金i翠成保/ 槻敏正/ 杉本章子 / 田中直人/ 中山徹/ 舟僑図男/ 山総勝利
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司会者

滑 川 敏 彦( 大阪大学工学部教授)

滑川( 司会) 情報化社会をー目指す展開が各方面でなされている 中で、

雇用構造も変化 しています。 第一次産業、第二次産業、第三次産業

と展開してきまして、現在の情報化に伴い、第三次産業のウェ ー ト

が増加してきているんだということにその特徴があるわけです。先

進国のアメリカでは、すでに 1970年当時に三次産業の就業者の構成

比率が60% を超え、現在ではほぼ7 0 %近いと推定されております。

日本の場合は、今伸 びつつありますが、 I L  0 の統計ですと、 1980

年に 日本とイギ リスが 同列 で55% 未満という統計があります。

その三次産業で最も多いのは卸小売業、それからサービス業という

ことですが、サービス業の 中に情報サービス関係が含まれてまいり

まして、これが展開していくものと考えられます。 また、第三次産

業で伸びている産業の一つに、土木建築サービス業が挙げられてお

ります 。

そのようなことを念頭に置きながら、みなさんの自由なお話をお伺

いしたいと考えております。

都市も、建築も、

すべて空間系メディア

滑川 最近とい ってもこの二、 三年、ニューメディアの新しい展開

がわが国において見られるわけです。 このニューメディアと旧メテ

アというのは一体どういうような関係になるかということを、お話

し願いたいと思います。

井上 都市と関係づけながら考えてみますと、都市そのものも一つ

の器で、やはりメディアではないかと 。建築物、建物も器として考

えるとそれもメディアではないか。つまり、そこにいろんな人が出

入りし、その上に情報が乗 っかるという見方をすれば、や っぱりそ

れもメテV アである 。広〈 言 えばそれはすべて空間関係メディアと

いうことですね。 だから今までの都市というのは、いかに空間系の

メディアを発達させてきたかといっ一つの歴史であ ったと思えるん

です。道路網にしても、個々の建築物にしてもそこに人が行き交い、

情報が行き交いというわけなんで、や っぱり空間系メディアという

ものを発達させて、都市はつくられてきたんですね。 そこに、輸送

系のメデ ィアというんですか、主としてプリ ン ト系のメディア、つ

まりだれかが持って運ばなき ゃいかんというようなメディアを組み

込み、それから主として電話・電信から始ま ったあの電気通信を組

28 挫築と社全/ 1985判 月号

み込んで今日の発達を見てきたと思うのです。

ニューメディアというのは電気通信ですね。 その電気通信にさまざ

まな記号を乗せて遂ぶということについて、今までとは飛躍 的な違

いが出てきた 。今までの電気通信は片方向であるとか、ある いは、

容量が狭くて音声しか運べなか ったとか、最近にな って文字情報も

運べる、データ通信もできるとかな ってきましたけれども、なんと

いっても今、電気通信のケーブル自体の容量を大きく取 ってあらゆ

る情報を電気通信に乗 っけてしまうことができる、しかもその電気

通信がコンビュータと結びつくといっょっな時代を迎えているわけ

ですよね。 そこがやはり 一番大きく違うのじゃないかと思います。

そんなふうに見ますと、都市の発展の中でさまざまなメディアが駆

使されてきたわけですけれども、ある意味ではニ ューメディアの発

展というのは必然、じゃないかなという気もするんですね。今まで電

気通信で電話があ った、音声しか運べなか った、それが文字も運べ

るようにな った、あるいは動〈映像も運べるようになるというのは

一つの流れじゃないかな、そんな気もするんですね。

j骨川 今、電気通信系が新しい展開をするというお話がごさいまし

たが、新しいサービスの具体的な展開 、20年後 、30年後を目指して

の I N  S という構想の中での具体的な展開のお話を沢井さんにお願

いしたいと思います。

沢井 今も井上先生がお っ しゃいましたいろんな自然のなりゆきと、

音声からファクシミりのような文字情報、それから画像情報という

ように多様化かつ高度化 していくのは必然、の過程だなというふうに、

私も思います。

それをサポートするデータをまとめてみたんですけれど、現状にお

いては電話加 入は 4 ，300 万ぐらいありますが、 伸 び率は前年比で見

ると 2 .6 % しか伸びていない 。 電気通信系では、 ファクシミリの伸

びが 1 年間で56% ぐらいあります。 また自動車電話、これがどんど

ん伸びておりまして 29% ぐらい。 もう 一つ、専用回線、これは主に

データを運ぶ 回線サービ スなんですが、それが26% と伸 びています。

電気通信サイドから見てもデータの端末、ファクシ ミリの端末など

を遠隔地で時間をセ ーブして使 っていくという傾向が出ております。

それと、日本語ワー プ ロというのが篤異的な伸びを示しておりまし

て、オフィスの一つの大きな OA化の尖兵 としての役割を果たして

いるなとい う感じがします。 オフィ ス ・コンビュー タについても 40

% ぐらいの伸びを示しておりますので、これからビルの 中は 、相当

いろんな端末が入 ってきて、働く人たちの環境問題等を含めて相当

様変わりしていくんではないかなとい う気がしますね。



井 上 宏 氏 沢 井 邦 之 氏

I N S - テY ジタノレ化

大 容量伝 送 で情報サービスを

沢井 多様な端末を効率的に運用するシステムとして、電電公社は

I  N  S というのを提唱しているわけです。 もうすでに相当分ディ ジ

タル回線がふえてきておりますし、ちょうど 2 月 8 日に日本縦貨の

光ファイパケープルが完成して稼動を始めてもいます。 この光ファ

イパによる伝送路というのは、大量に、品質よく信号を伝送すると

いう画期的な媒体でして、基幹の部分が完成したことになります。

すでにそれと並行して、 一部の各地域地域に対応するネ ッ トワーク

も、ファイパを使 ってどんどん伸びてきております。

この I N  S とい うのは、理念的に 言いますと、より安くより便利で、

より豊富なサービスを提供するという目的、目標を持 っておりまし

て、それに近づくためのネ ッ トワークっくりをしていこうというの

が電電公社の考え方です。 もうじき会社組織に変わりますし、この

本カf 出るころは N T T と言わなくちゃいけないんですが・・( 笑 )。

今までは電報にしろテレ ックスにし ろ、データ通信回線にしろ電話

にしろ、それぞれ別のネ ッ トワークでつくられており、したがって、

そのネ ッ トワークのできた時期だとかハードウェアの構成だとかが、

それぞれ違 っておりますので、その料金体系というのも全部違 って

おります。 ところが今回 I N  S で指向しておりますのは、すべての

信号をディジタル信号、すなわち、符号に変えて送る 。符号にな っ

I NS ( 高度情報通信システム) の概念図

滑 川 敏 彦 氏 高 寄 昇 三 氏

てしまえばどんな内容のものでも一つの媒体で、一つの約束事に従

って送ることができますから、それぞれのサービスに対する料金の

考え方が、一本化できて合理化できる 。 しかも大容量ですし、遠い

ところへ伝送するについても共用して使いますので、遠近格差が非

常に小さくな ってきます。今の電話ですと、一番近いところと一番

遠いところを比較しますと、日本国内で 1 対40 という比率ですが、

もうすでにファクシミリ通信ですと、ディジタル回線を途中て"使 っ

てるネ ッ トワークサービスがあるんですが、遠近格差というのは l

対1 . 5、またパケ ッ ト交換というデータを効率的に送るサービスも

あるんですが、それにしても、 1 対 1.5 以下ぐらいになっています。

したがって、ディジタルのネ ッ トワークで構成していきますと非常

に安くなります。

最近、最もセンセーショナルに登場してきたキャプテンサービスの

場合は、全国的に距離によ って格差を設けるというのは、これから

の時代を展望したときに非常にナンセンスであるということから、

全国均一料金というのが実現されております。 このキャプテ ンをこ

れからいかにうまく使 っていくかというところが、事業サイドから

も、家庭生活の面からも、一つのポイントになるだろうと思います

ね。情報化に対しての取り組みというのは、データベースをいかに

椛築し、それをいかにうまく利用するかという、かなり壮大な計画

です。 キャプテンですと、その小さなデータベースをいくつか集合

することができまして、それをうまく端末から取り出すことができ

るということで、これから大きなデータベースにいこうとする前段

の、準備期間としてとらえて最大限に利用してい っていただきたい

なあと思います。

ニ ュ ー メ デ ィ ア ・ シ テ ィ へ

転 換 す る と き

滑川 ご主主知のように、昨年の 11 月末から東京地区と、京阪神地区

でサービスが開始されました、このキ ャプテ ンなんですが、今は東

京にセンターが一つあるだけです。ほかにテリド ンを使 ったスタン

ドアロー ンの地域のキャプテ ンと申しますか、サービスがあります。

これらは、世界的な標準の言葉でいえばビデオテ ックスと呼ばれる

サービスなんですが、これは日本各地にもいろいろな例がございま

すし、自治体もそれなりに対応して、地域キャプテン ι いうような
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ものの構想もある。あるいはそれをすでに発足させた地域も日本の

中にはあると伺っております。

ニューメディアの調査、計画等を進めておられます神戸市の高寄さ

んから、その辺の話題をちょっとお聞かせいただきたいと思います。

車寄 神戸市では、滑川先生に委貝長にな っていただき 、ほかの市

町村と同じようにニューメディア・ システム開発研究会というのを

つくり、私が事務局を分担していたわけです。それで、都市がニュ

ーメディア・シティへ転換するときに、何が一番戦略的に効果的か

ということを中心に研究しています。

C A T V というのは、これを導入しましたら神戸市の市民生活のレ

ベルア ップとかには役立ちますけど、地域開発の戦略的効果という

のは薄いだろうと思います。それから、公共 V A Nを中心にして何

かいいアイデアとかシステムを uめるかと思ったんですけれども、

これは産業用のほうが中心でして、港湾とか教育とか、総合行政情

報システムというところへいくにはまだちょっと難しい面がある。

最後に残ったのがキャプテンシステムなんですね。端的に考えまし

たのは、東京のデータから引き出したら 30円であると、自分のとこ

ろでつくって引き出したら 10円ということですね。

このニューメディア研究会が発足したときに、ニューメティアが情

報の分散化をもたらすというょっな意見がありました。これは私は

建て前だと思うのですけどね、本音はむしろ集中化をもたらすので

はないか。やはりキャプテンも各地域がつくらないことには集中化

が起こるであろうし、ニューメディアの技術者とかノウハウという

ものが育たないであろうということで、やはりニューメディアを地

域開発とか市民生活とか、そういう面から論じてみる必要があると

思うのです。そういう点を考えますと、やはり自分たちで一遍何で

もさわ ってみるとかつく ってみる、そういうことはどうしても必要

なんです。それでまあ初期投資大体 1 低から 2 億ですね、ランニン

グコストで 1 低ぐらいで地域キャプテンは十分つくれる 。 これは私

は戦略的にも、経費的に見ても、ほどほどのメディアと思うのです。

企業 の中のニューメディア

ー テ レ ビ 会 議

滑川 ニューメディアには、産業とか企業に対しての情報化という

面と、それから市民生活に対しての情報化というこつの面があるわ

けです。

東芝の本社ビルではご承知のとおり、ローカル ・エリア ・ネッ トワ

ークを、光ファイパを縦に1 ' t いて、横に同軸というオフィス ・オー

トメーションをやられて、非常に先進的なモデルを構築されたとこ

ろです。 この中にはオフィス・オートメーションのワープロをはじ

めとして、 OAによる事務処理から、テレビ会議室のシステムも導

入をしているわけです。

大阪では N C B ビルで、東京の帝国ホテルとの聞でテレビ会議のサ

ービスが始められたんですが、これは会議の一つの新しい形態です

ね。そういうテレビ会議というものがこれからのオフィスの新しい

形態として伸びていくだろうと、その点については沢井さんいかが

でしょうか。

沢井 これは昨年の 3 月にスター卜したサービスですけれども、今
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はユーザーは五つぐらい、検討さ

れているところもまだあります。

一つの会社、ユーザーの例てゆすと、

東京と大阪との行き交いというの

は、非常に多いものです。 そのう

ちの約16%がテレビ会議に置き換

えられた 。 これを金額になおすと

月400万ぐらいの額なんだそうで

す。それで年間ざっと 4 ，000 万という話も出ておりました 。要する

に行ったり来たりにかかる費用、それを十分カバーしてなおそのお

つりがくるというふうな状況でして、会社によっては相当のメリ ッ

トが見られるということですね。

でもこのサービスは、伝送路が非常に広い帯域を必要としますので、

これを各ユーザーが時間予約制みたいなことをして一一 これはコン

ビュータで管理して自動的に回線を作成するわけですけれども一一

設備を共有するというふうなところがネ ッ トワークサイドでの一つ

の工夫なわけです。それで結果的に、一社独占というよりははるか

に安い値段で使 っていただいているといフことで、これからもどん

どん出てくるシステムだと思いますね。

何度かや ってみましたけれども、やはり臨場感というのがすごくあ

るんですね。顔を見ながらやりとりしますし、音も電話よりははる

かにハイファイでありましてね、これからいろんな工夫がされてい

くだろうと思います。 したが ってビルの中に必ずテレビ会議室みた

いなものが今後できてくるだろうと思いますね。

j骨川 画像サービスというとかたい 言葉なんですけれども、人間が

顔を見てお互いに話をするんだと、浸オでも、苦手席に行ってやはり

見たいんだという側面と、それをテレビで見て楽しむという側面が

あります。今のテレビ会議というものもどの程度普及するだろうか

ということの中には、函{ 象と、それからフェイスとフェイス、つま

りじかに見るんだという、その辺の人間としての対応といいますか、

画像と人聞の関係というのは、ぜひ井上先生にお伺いしたいところ

なんですが。

α 情 報 と 戸 情 報

井上 情報の種類というんですかね、人聞がコミュニケーションす

るときに、大ざっぱに大別すると 二つの種類の情報に分けられると

思うんです。つまり感情が余り付着しないとかあるいは峻昧てがない

とか、仮にそうい ったものを α 情報というならば、それはわりと通

信には乗せられると，思うのです。そういうものはどんどんこれから

乗っていくだろう 。今までそういう情報すら、まあ顔を合わせて、

ゃあゃあと言いながらや ってたわけでしょうね。けれども人間とい

うのはやはり感情があるし、情報の表現というのはは っきりしてい

るわけじゃないし、峻目米な苦1¥分も持 っていますし、やはりどうして

も顔を見合わせてやりとりしながら自分の表現が満足されるとか、

峻昧性が何かは っきりしてくるとかいうようなものがあります。

今やはりニューメディアでテレビ会議もそうなんですけれども、ど

んどん進められていくというのは、私の先ほどの区分けでいえば α



情報に属するようなものでしょうね。そのことによって仕事の仕方

が変わるとかというようなことはどんどん出てくるでしょう 。けれ

ども一方でみ残る、仮にそれを β 情報というならば、その世界という

のは依然として残るわけだし、かつまたそれを満足させないことに

はα 情報の交換もうまくいかなくなる 。 その α とF との関係がある

と思うのですね。

建築物との関係でいえば、先ほど滑 川先生がお っ しゃ ったように、

会議室の概念がこれから変わ っていくのじゃないか。たとえば大学

でも講義室という概念がありますね、要するに黒板とチョークがあ

ればいいという 。何百年の歴史の中でつくられてきたそういう概念、

つまり部屋の概念が変わ ってくるんじゃないか… - 。当然そこには

いろんな電気通信の端末機が取りつけられるだろうし、いろんな視

聴覚機器だ って、使う使わないは別にしても、や っぱり部屋という

概念の中にはもう入 つてないといかんのじゃないか。だからテレビ

会議でもこういうものがほんとに当たり前になれば、それを組み込

んだ一つの建物というものを予め考えておかないといかんだろうと

いうような気がいたしますね。

たとえばオフィスでも L A Nが導入されてきましたら、もう受付か

らコ ンビュータを置いてますね、そうするともうイメージが違うわ

けです。今までの受付の窓口嬢というイメージがね。そういう設計

だって当然 L A Nが入 ってくると変わるんじゃないかと、全〈建築

の素人ですけれども、そんな気がしますね。

j骨川 受付の構造も変わるといいますか、そういうオフィス ・オー

トメーショ ンで L A Nの完備しているところの受付へ行きましたら、

受付綴がお客さんの顔を見ずにコンビュータのディスプレイのほう

を向いてや っているんですね( 笑) 、人間疎外という感じを持ってお

るんですけれども 。

情報化の中で、

芸 術 家 、 通信 専門家も 含 め た

総合的都市計画へ

j骨川 確かにそういう 11寺代を迎えようとしている中で、今先行して

いるビジネスの一つにセキュリティというのがあるんですね。 日本

はアメリカと事情が違いまして、大変セキ ュ リティのよろしい安心

できる国だといいながらも、どんどんセキュリティが伸びてい って

いるというようなことも 一つの注目すべき点でございます。各住宅

のそれぞれのセキュリティとか、それから全体のセキュリティであ

りますとか、そういうような機能が、デベロ ッパーとしてのターゲ

神戸ハーパーランド計画

ッ トになり f与るんではなかろうかというようなことも言われている

わけです。そういう新しい都市計画と情報化の関連ということでお

話し願いたいと思うんですが… … 。

ｾ寄 ニューメディアが騒がれだして、人によ ってはかなり差があ

りますが、実際に一般的な公共団体の職員が対応しだしたのは 2 年

ぐらい前からだと思います。

4 、 5 年前に、公共投資の波及効果を神戸市の研究所で調べたんで

すが、建築を見た場合に、たとえば神戸市の市民病院なんか、もう

5 0 %以上が付帯施設というんですか、エレベータと コンビュータ。

あそこはまた極端にコンビュータの発達した病院でしてね、そうい

う公共投資とか建築物の装置化がものすごく進むのです。建築とい

うものは、鉄とセメントとガラスというようなものは外商だけでし

て、中身はもう圧倒的に装置産業化するわけです。 だから設計その

ものが、私は非常に難しくなってくると思います。

神戸市が進めている神戸駅の裏側の国鉄の貨物ヤードを買いました

再開発でも、ニューメディア機能 を付帯した副都心 とか、 神戸の新

しいシティーセンターへと設計が迫られています。ところが市の都

市計画の連中とかが困りましてね 、交通とか下水はともかくとして、

大体光ファイパとい って、通った通ったというけど、どこを通って

いるのかわからない。

そうな ってきますと、この神戸駅裂のハーパーランドの設計は、経

済学者と建築屋と、土木屋、それと通信関係が一つの有力な手段と

なってきます。地域開発とか建築設計においても それが無視できな

いよ うにな ってくるわけです。これからは、再開発もやはり芸術家

とか通信専門家も 加 わった総合産業化 してくるわけですね。 そ うい

う場合に、公共団体に通信とか芸術、生活文化 という専門家が非常

に少ない 。

井上 既成の概念対応では、もう対応してゆくことが難しいという

ことですね。

高寄 だから私は、ニューメディアのこの発達というのはある程度

進みますけど、やはりソフトの商の価値観の整理ということ、こと

に建築の場合には実際に人が住んだり行動したりしますので、これ

は非常に重要な問題がたまってくると思うのです

メテY ア 世 界 と 現 実 世 界

一 束 生 駒 の Hi - QV I S  

での縁づくり

j骨川 そういう意味では、デベロ ッパーが目玉として誘致したもの

に、例の東生駒の H i ーO V I S というのがございまして 、その場

合にそうい った H i 一oV  1  S の仕組みが、 地域住民社会に対して

のいろいろな反応も調査されたわけですが、そのあたりについて、

先上先生、少しコメ ン トをいただけますか。

井上 実験設備でモニタ一家庭が 156 、ある意味では数が少ないと

いうことがありましたけれども、昭和53年から続いているんですね。

全〈見知らない者同士が共同生活するときに何を縁としていくかと

いう問題があります。古くは村落社会ということであれば、地縁だ

とかあるいは血縁だとか、いろんなつながりが当然地域にあるわけ

ですけれども、全〈見知らぬ者同士が共同生活をするとなると、ど

こからその縁づくりをするかと 。そういうものに僕はこういう 地域
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メディアがこたえてくれるのではないかなと思うのです。 * 生駒の

場合は実験でしたけれども、かなりこたえたんではないかという印

象を持っているわけです。

地域メディアを考えるときには、ともすればテレビの延長で考えて

しまう、要するにチャンネルがたくさんふえて、今見ているよりも

たくさんのものが見れるんだというふうにすぐ考えてしまうんです。

多チャンネルて'すからそういうサービスもできる 。ですけれども、

地域にあるということは、人間も含めてブラウ ン管上にいろいろ展

開される世界と現実の世界とが非常に近いわけです。だから、メデ

ィア世界と現笑世界という 言い方をすれば、ケーブル・テレビは 二

つの世界がわりと近くにあるという特徴がある 。だからそれを踏ま

えた情報の提供の仕方とか、自主番組のっくり方とかいうものが当

然、考えられるので、や っぱり今のテレビとは違うという側面を持っ

ているのだということを、東生駒のあの笑験は教えてくれたょっな

気がするんです。

というのは、現実世界の人々の生活がメディア世界に反映される、

またメディア世界が契機にな ってそれが現実世界に持ち込まれてく

る。 そして地域でいろんな同好会ができたりクラブができたり、グ

ループができてくる 。 そのグループができることがまたメディア世

界に反映していくというような、相互作用があ ったんですね。

また東生駒の Hi ーoV  1  S の実験は初めての試みでしたから、当

初そんなことを一生懸命にやられたみたいですね。つまり Hi - O

V  1  S の主催者側が、ブラウン管の世界とは関係なしに積極的に催

し物を展開するとか、一生懸命地域づくり、掘り起こしですね、そ

れをビデオ化して放送する。 それがまた現実世界に反映する 。

だから、そんな使い方をしていくと、それはやはりまちづくりの有

力な契機にはなるだろうと 。 でも Hi - OV I S みたいなり っぱな

設備を投資するのには大分金がかかりますから、それが問題ですけ

どね。

; 骨川 そうですね、東生駒の Hi - OV I S の場合は夢がある、い

わゆる完全双方向の光ファイパを各家庭にセンターから 2 本ずつ接

続した、いわゆる完全双方向のケープル ・テレビジョンのシステム

として非常に注目を浴びたわけですけれども、いかんせんコストの

問題という点もありまして、その辺では高寄さん、大分厳しいご意

見をお持ちのようですが、いかがでしょうか。

ケーブル・テレビの現実

高寄 ニュー メディアが市民社会を向上さすかどうかという問題で

すけれども、結局、乏人とか主婦、週休 2 日制にな ってきますから

サラリーマンも、フリーな時間が比較的多くな ってくると思うので

す。現在のテレビは、ほとんど受け手のほうに選択性がない、そし

て全国的な情報であるということです。これは地域キャプテンの場

合でも同じですけれども、 C A T V も、そういう地方で情報のメデ

ィアを持 っていこうということです。確かに現在のテレビというの

は、おもしろいのもあるけれども、ずうっと見たって見たくない日

もありますからね。おそらく V T R を中心にして選択的な放送ニー

ズ、これが非常に高いと思うのですね。

問題は費用の点ですけれども、これは難視聴対策で既成市街地でつ

くる場合、たとえば甲府などでは、配線の維持管理にものすごく金

が要るが、ニュータウンの場合はほとんど新たな投資計画が行われ

る可能性が少ないですから、配線の維持管理にコストはかからない

ということですね。

それから、自分で製作して流すという自主製作方式ですね、これが

案外コストがかかるんです。 これは専門家が撮るからコストがかか

一一一一一例畢信号( 音声む含む)

ｾデ ータ信号

- - - - 光信号

虻工ミ戸

Hi ・OVI S の実験システム構成
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るので、住民が搬って流すという意味ではコストがかからないので

すが. . . . . 。

ただ日本の場合、非常にや っかいなのは、コミュニティ活動でも何

でもそうですけれど、人が与えてくれる場にはいくけれども余り自

分からは参加しないという欠点がありますので、そういうようなも

のを地域づくりの一環として組み込む場合に、私はむしろ地域のシ

ョッピングとか地域の教養番組とか、そういう面でやはりある程度

トレーニングの期間というのが必要だと思うのですね。いきなり C

A T V が市民参加とか、自分たちのグループ活動に直結するという

わけにはいかないと思うのです。試行錯誤の期間を置いて、それか

らいくとすべきでしょうね。

滑川 コミュニティ活動としての地域メディアに参加者をというと

きに、問題点は、日本人のいい癖か悪い癖か知りませんけれども、

出たがり屋が少ない 。 出たがり屋もいるんですけれども、全般的に

いうと遠慮、しちゃうといいますか、何かそんなことをご指摘いただ

いたような感じて¥トレーニ ング期間が必要でhあると 。

イギリスのミルト ン ・ケイ ンズではこっい ったメディアでの、市民

が、たとえば小学校の先生がビデオ番組をつく って持ち込むとい っ

たような、市民がつくる市民番組があります 。 これも自主番組とし

ての特徴があるものなんですけれどもね。

ケーブル・テレビは

地域メディアとして育っか

i骨川 それから、メディアの開放の場合の問題点ですね。野放しで

いいのか、コ ン トロールか 。 じゃあだれがコントロールするのかと

いいますと、当然、運営当局ですね。ですが、地方自治体自身がそう

いう運営当局ではありませんから、当然第三の団体になるんですが、

その辺の性格というのが難しい問題にな ってまいりますね。 そこら

のグループメディアとしての性格づけとか、その運営とかいう面ま

で踏み込みますとどうでしょう 。

井上 私は、初期段階ですから、ケープル ・テレビというのは社会

的な一つの制度というような認識がまだないと思うのですね。でも

これ活字メディアから考えてきますと、図書館だ って最初そうだ っ

たと思うのです 。 ところがやはり図書館という制度をつく ってきま

したし、博物館や公民館の制度だとかも、一つの制度としてっくり

上げてきたわけです。 そういう流れで見てきますと、私はケープル

・テレビというのは地域社会の中で、一つはやはり制度というもの

に育ち得るのではなかろうかと そういう認識はしているんですけ

どね。

ということは、公共的なニーズにもこたえなくてはいけない、また

こたえられるメディアに育つのではなかろうかということです。 し

かし、そんなことばっかり言 っててもしょうがないから、やはり事

業展開もしなければいけないという意味では、多チャンネルを利用

してぺイテレビをするとか、あるいは、双方向で何かセキュリティ

に利用するとかいうことがあ っても、それはいいと思うのですね。

だからやはり第三セクタ一方式的な、非常に公共的なニーズも満足

させながら、そういう競争も展開して事業展開も入れていくという、

そんな事業主体というものがケーブル ・テレビ、まあ地域によるで

しょうけれども、一般的にはそんなものが考えられはしないかなあ

と思 ったりするわけです 。

またケープル・テレビができましたら、滑川先生おっしゃ ったよう

に、運営のルールは当然要りますね。しかも制度的な位置づけをし

ていこうと思ったら、やはり住民参加のたとえば審議会だとか、そ

ういう会議をつくって、やはり一つの手続きを踏まないとそれはで

きません 。そういったルールは当然運営の中で出てくると思います

が、そういうものもつく って、これはやはり社会にと って必要なん

だという、そういうものに僕は育 っていくんじゃなかろうかと思っ

ています。

滑川 アメリカの場合は独自な発展を遂げましたね、ケープル ・テ

レビも視聴者数が 3 ，400 万をすて持に昨年超えた状況にありまして、

傾向的にインダストリーといいますかね、番組提供業、サービス業

等を含めまして l 兆円規模の産業として成長しているんですけれど

も、わが国では運用面、制度面というのも未成熟です。そこの、番

組ソフトの問題なんですね、どういうソフトが共通ソフト、あるい

は地域ソフトといった面で・・ -。

ケープル ・テレビのメディアが発達しておりますアメリカにありま

しては、テレビガイドといつのはいうならばベストセラーですが、

内容はほとんどはケープル・テレビのプログラムでして、その中に

は P Gなどの注が番組にあるんですね、ペアレント・ガイド 。親同

伴という、昔の映画館でそんなのがありましたね、日本でもそうい

ったソフトの発展と規制がこれから問題ですね。

沢井 ステ ップとしては、どこかの制度が降ってくるのを待つんじ

ゃなくて、ある地域のところでコンセンサスが得られて、心理的に

も満足で与きるものはどんどんやっていって、それがたくさんできて

きてはじめて、どれが最適の制度だというふうなかっこうになるん

じゃないでしょうか 。 ソフトの問題も含めて、この地域にはこれが

いいんだというふうなことは、だんだん積み重ねていって、それで

何か一つの体系ができるような気がしますね。

ニューメディアは披行現象か

一 人の問題、ソフトの問題

井上 ケーブル ・テレビを短い得るプロテ'ュサーという人材がこれ

また重要で、、だれでもできるかというとそうではないと思うんです。

テレビ局的発想で番組をつくろっとした ってだめなんですよ 。やっ

ぱりケープル・テレビというのは、独自のメディアなんだというと

ころに立 ったプロテe ュサーでないとつまくいかんと思うのですけど

ね。

高寄 ある地域とかある市民が、まあ会社でもいいですけど、一つ

のニーズを欲しいとい った場合に、公共的なサービスと市場的なサ

ービスの二つが非常に大きいんです。 そして中間のサービスシステ

ムですね。公益法人システムとか自分らで金を出しあってコーポレ

ーションをつくっていくとか、そういう中間ニーズというのは非常

に高いにもかかわらず組織が発達してない 。一番発達しているのが

生命保険ですけど、も っとも会社かコーポレーションか、いわゆる

相互会社にな ってますけど・・・… 。 そういうふうに中間ニーズという

のはこれから地域福祉サービスとか、環境保全とか、それからコミ

33 



ユニティ活動、全部に必要なんですね。

ところが日本の法体系といつのは、会社か公共団体かとなっている。

で、中間サービス的なものの専門家とか組織とか、そういうものを

どうやって運営するかというのは 、建築でも福祉てもみな必要なん

ですね。 ところがそれが発達してない。発達しておりましても宗教

法人、学校法人、福祉法人がありますけれども、ちょっと市民サイ

ドから見ると余りにも大き過ぎるということになります。

地域を見ましたら、専門家も必ずいるわけです。何万という人が住

んでいますから、だからそういう人が、自分らの会社活動の一部を

地域に割けばあらゆるものが可能なんですね。 ところがそういうシ

ステムが発達しない。 これはとくに地域福祉サービスのときに非常

に機能が遅れて、これから問題になると思うのです。

ニューメディア過剰情報でだんだん技術と機械だけが先行して、は

っきり 言っ たら経営システムとか受け手の問題とか、そういうもの

が育たなければ変な発達の仕方をしましてね。確かに全国的なメデ

ィアをつくるのは必要ですけれども、建築にしてみたら配線の 問題

とかが、あと 10年た ってから大きな問題になることもありますから、

もっ とミクロの問題も大事だと思うのですね。

そこらあたりが、や っぱりニューメテ1 アというのは、ちょうど産

業が公害と環境の問題を忘れて パッと 突出したような問題で、やは

り披行現象であることには違いないと思うのですね。 ことにソフト

の面、い ってみれば C A T V の経営主体をどうするのかとかですね。

たとえば建設省が道路敷を電柱に貸すや貸さないとか、そういう問

題からんできた場合・ ・・・・・。

滑川 地下に埋設しなさいとかね。

高寄 あれは 10倍金かかると言 ってますからね。 だからそういう問

題も含めましてね。

法律の問題は今度法律改正が済みましたけど、あれも全国ネ ッ トワ

ークみたいなものでしてね。 そういっソフトの問題、しかも中間サ

ービス的なソフトですね、これが遅れていると思うのです。

情報のセキュリティ

滑川 今もお話にありました一番大事な人の問題、その人がつくる

ソフトの問題と、それからたまたま今お話に出ました公害、環境問

題で突出してから考えるという、そういう問題に関連した類似の問

題としまして、都市構造とかあるいは建築自体につきましても、情

報化社会に向かいますと、情報セキュリティという問題があります

ね。安全対策といいますか、たとえば地震とかいう天然の災害、最

近話題になりました世田谷の電話局の火災のように、一つの情報化

社会の都市構造の面で将来問題になりますのはやはりセキュリテ ィ

ですね。火事、火災あるいは地震、あるいは人間によります意図的

な犯罪行為でありますとか、こうい ったものに対して非常に脆弱な

ものであ っては、これは困るわけなんでして、そういう点、これか

らの建築 ・都市事情について問題になると思うのですけれども-

沢井 ネットワークのセキュリティといいますと、二つの面があり

ますね。一つは先ほどの洞道の火災の例じゃないですが、要するに

ハードウェアとしてどう考えていくかということと、もう一つはソ
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フトウェアとして情報自体のセキュ リテ ィといいますか、要するに

盗まれたりなんかしないように、ハードとソフトの両方からの考え

方があると思います。

まずハードのほうにつきましては、従来いわゆる 地震対策て¥大き

な都市では洞道をず っとネ ッ トワーク化していこうということで進

めてきました 。東京のたとえば大きな電話局相E が全部トンネルで

つながっている、そこにケーブルを入れておけば、マグニチュード

6 までに対して耐力を持つというふうな設計をしておりまして、大

きな都市についてはそうい ったハード的な対応をしてきました 。一

方、日本全体を取りまくネ ッ トワークについては、こちらが焼けて

もこ っちへすぐ切り替えるとか、そうい ったネ ッ トワーク上の措置

をやりまして、故障があ ってもほとんど切れ目なしに通信ができる

という、ネ ッ トワーク上の措置というのもや ってきました 。

ただ世田谷の事故については、やられたところが出口なものですか

ら、入りも出も全部集まったところが火事になって全部とまってし

まったということで、これはもう動かしょうがないですけども、そ

れに対しては、さまざまな対応策というのを来年度からスタートさ

せますので、そうい ったハード的なセキュリティの確保という点で

は、これからまたどんどんカを入れてや っていこうということにし

ております。

具体的には、コンビュータセ ンターを持 っているところが一つの電

話局とだけで、片方の回線をやられたら片方に乗り換えるというふ

うなことを今までや ってきましたけれども、今度は別の近くの局へ

引き込むといった制度を認可申請しております。要するにあるコン

ビュータセンターが帰属する電話局というのは、二つになるといっ

ふうにするわけです。

つぎに情報自体のセキュリティの問題、ソフト面の問題ですけれど

も、これについてはいわゆるノ マーソナルなノ マスワードとかい ったも

ので、ある特定の人しかアクセスできないような方式というのを必

ずと っております。 とくにそういったシステムに関して、これから

硲立していくべき問題が多い領域だろうというふうに ，思います。

21世紀への有効な公共投資

滑川 それでは最後に、何か一言お っ しゃることがありましたら 言

っていただければと思います。

高寄 5 年ほど前に、総合研究開発機機とい って国のシ ン クタンク

で、社会資本の研究会に入 っていたんです。 そこで、これから 21世

紀に向けてどういう公共投資とか公共ニーズが必要かということが

問題になりました 。 日本も設備投資が一段落し、ケイ ンズではない

ですが、どうしても資金需要と経済成長カとニーズの間にギャップ

が起こるということです。そのときに民聞のシンクタンクが出して

きたのが原子力発電などです。 しかし、原子力発電は住民の抵抗も

あるし、電力ばかり大量供給にな っても仕方がないと思いました 。

考えますと、これからの21世紀へのそういう有効需要としては、ニ

ューメディアしかないわけです。政府にと ってもニューメディアと

いうのは税金がかからないでしょう 。だから自前でや っていけると

いうことなんです。要するに、公共ベースではニューメディアしか
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ないということになってくるわけですね。

それと現在は、むしろ国が貧之して家庭が金を持 っているんですね。

家庭とか、法人が国債を運用したりして 。だから有効需要として長

期的にはニューメディアを組み込んだ住宅とかニューメディア向き

の設備投資というのは、全体から見たら、これから 21世紀への一番

の中心的な対象にな ってくると思うのです。

一番困るのは、や っぱり情報の集中化が東京へ起こることです。 こ

れをニ ュー メディアの関係の人は、分散化だから起こらないと 言っ

てますけど、キ ャプテ ンを見ましでも確かに集中化が起こ っている

わけですね。だからこういう問題をどうするか、これはよ っぽど地

域ががんばらないと 一一。東京へ何もかも集中するというのは効率

的でいいですけれども、長期的な戦略ではたしてそれがいいのかど

うかということです。

私、この間も松山へ行 ってきました 。松山と高松の聞が 200 キロあ

るそうですが、そこへ高速道路をつけるというわけです。それはひ

ょっ とすると 1，000 億超す事業となるのではないでしょうか。むし

ろニュ ー メディアとか通信技術とか、空港とか新しい公共的な装置、

そういうところへ重点を置いたほうがいい。いまさら高松と高速で

結んだってど うということないと思う 。

しかし、いわばオールドメデ ィアに対する古い公共投資ですね、そ

っい うものに対する固定観念が強いんですよ 。だからニューメディ

ア・シテ ィとい ったって、通産省とか郵政省の申舗をみな出してま

すけどね、あれ受験勉強でいうたら神機のお札みたいなもので( 笑) 、

実際自分の勉強と密着してないんですね。

そういう点、や っぱりどう考えてどうある べ きかというのは、これ

は火をつけた電電公社が最大の責任者だか ら、も っとメデ ィア、い

わゆるハードではなく ソフトの面の研究を大いに進めていただきた

し、。

まちにフレキシビリティを

持たせるために

ー ニューメテX アを使いこなす

沢井 屯電公社の立場からしますと、 1 N  S のいろんな実験を 三鷹

でやるという のが、今お っしゃ ったようなこと の将来に向けての一

つの大きな回答になるんではないかなと思います。ハードウ ェアは

今生まれたてでありまして、こうい ったこともできるとい うふ うな

ことでや っておりますけれども、むしろそれをどうや って利用して

日 本 列 島 縦 貫 光 フ ァ イ パ ケ ー ブ ル シ ス テ ム
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ロ 中 小 容 動 旧 日 明 用 地 区

淘ま光ファイ I ' {:ケーブル

/  

開 腕 区

いくか、使 っていくかというところを確認をする、いろんなミーテ

イングをする、それでこれからの一つのサービスというのはこうあ

るべきだというところを用意しようということで、 2 年半かけて笑

験をや っています。

井上 大阪ではできないんですか。

沢井 あれはハー ドの問題なんですね。ほんとに生まれたてのほや

はやめものですから、あちこちに分散するともう管理も何もできな

くな っちゃいますね。

; 骨川 かなり先進的な実験みたいに見えるんですが・・・・・。

沢井 いろんな人たちとお話をしておりますと、要するに今あるメ

ディアを最大限使い切 ってない状況で、ニューメディアというのを

議論しているとい うところがあるんですね。 ですから、建築の関係

もありますが、オフ ィスで今あるサービスなり端末機、これを徹底

的に使い切る、そこのノウハウの上に立 って、じゃあつぎのメディ

アは何だということを考えていくというふうなアプローチをしない

と、実体験というのが完全に欠落してた状態でスタートしていくと

いつことにな って、非常に混乱することにな ってきますね。たとえ

ば自治体でも、私たちの会社でも、ファクシミリというのを最大限

使い切 っているかというと使い切 ってない。だから、まず今あるメ

テ' ィアをどううま く使いこなすかというアプローチがひとつステ ッ

プとして必要だと思いますね。

と ぴ

弁上 大阪は、要するに五十日なんてい ったらもう車が動かない、

いまだにああいう状況です。だから大阪の都市事↑ 青からすれば、フ

レキシビリティをいかにもう少しまちに持たせるかということを考

えないと、大変な凱失をしているんじゃないかという気がするんで

すね。お金の面でも時聞の面てもね。 ところがどうも大阪の商売人

は顔を合わせて「ゃあゃあ」と 言わないと安心できないとかね・・・・。

それだけ競争も激しいわけでしょうけれども 。 しかしいかにフレキ

シビリティを持たせたまちにするかということを、大阪は中小企業

が多いでしょう 。だからそこのところをよく認識しないとなかなか

浮上できないんではないかと思うのですね。

沢弁 その浮上するための手段としては、ニューメディアなるもの

をいかにうまく使いこなすかというところに視点を置いて ・・・・。

井上 そのためにはこういう課題があります、この課題の解決のた

めにこれは使えますよとかね、ということの記、識が、財界レベルに

はあ っても、中小企業のレベルにはないわけです。その辺から浮上

しないと大阪はどうも 浮上できないん じゃないか。

それともう 一つ、産官学とかい ってよくプロジェクトを組むわけで

すが、あの役割がどうも不鮮明ですね。一体、産は何をして、官は

何をして、学は何をするのかという 。で、どういうネ ッ トワ ー クを

つくるのかというところも、どうも不明確な気がするんです。だか

ら、経済政策としてはこういうものが用意きれなきゃいかんとか、

あるいは人材養成ではこうだとか、なにかもう少しそれが具体的に

論議されていかないと、今ただ寄り集ま って論議している段階では

ないか、早くその辺か ら抜け出ないといけないのではないかという

気がするんです。

滑川 どうもありがとうございました 。 まだまだ議論は尽きないと

ころですが、時間ということで終了させていただきます。

オブザーパー - 森永規彦 ( 大阪大学工学部助教授)

とき / 昭和60年 2 月18日 ところ/ 日本建築協会会蛾室
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回一 1

情 報 化 社 会 と 人 間 生 活

今 、 な ぜ 情 報化 社 会 ?

昭和59年 3 月 5 目、大阪府立消費生活センターで 160年代の

消費者の権利」についてのシンポジウムが行われた 。席上、全

大阪消費者団体連絡会事務局長の下垣内博氏は、ニュー ・メデ

ィアは果たして消費者の日常にプラスになり得るのかと 、そ の

問題点を厳しく追求した 。下垣内氏ならずとも、ニュー ・メデ

ィアに懐疑を抱〈人は少なくない 。ニュー ・メディアの本命と

目される 1 N  S をもじ って『一体何をさせられるのか j といっ

た痛烈なや平ゆ。もある 。 もちろん高度情報化に限らず、科学

・技術の進歩は両刃の剣で、常に人々の暮らしに思恵とともに、

問題をもたらす。その陰の部分をできるだけ 押さえこみ、光を

大きくすることが人間の知恵といえよう 。

それにしても、市民生活にと って、情報化が期待されるのは、

その底流に社会構造の変化があるか らだ。

変化のーは、日本人がかつて経験したことのない高齢化社会

の到来と家族の変容である 。長寿 人口の増大と出生率の低さと

が相まって、 1984年には総人口に対して 9. 9 % であった高齢者

(65歳以上) 人口の割合が2000年には 15- 16%になり、 2020年

には 20- 22%になるのではないかと推計されている 。 このこと

は労働力や年金に関わる問題として 21世紀の大きな課題とされ

ているが、経済とは別に、老人の介護を含むケアの問題、さら

に個人および社会全体の安全確保のありようにも深刻な問題を

提起している。一方、戦後の住環境や産業構造の変化により生

じた核家族化は今や定着し、核家族( 夫婦と未婚の子のみ ・片

親と未婚の子のみ ・夫婦のみ) は全世帯の約61% を占めて いる 。

また出生率の低さと世帯の核分毅によ って、家族人員も 5 人( 19

50年代初 ) から約 3. 2人に縮小しつつある。一方では、当時 4 %

台だった一人暮らしが今では 18.1% となり、 2000年には 23.4% 、

2015年には 27 .8 %になるだろうといわれている 。一 人暮らしに

は、配偶者を失った高齢者の割合が年々増加している 。家庭機

能の脆弱化により、家族で支えきれなくなった暮らしを、だれ

が、どのようにして支えていくかが、 21世紀への課題の一つで
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輪 昌 子

ある 。

そのこは、女性の社会参加の拡大である 。平均寿命にして戦

前の女性より 30歳は長生きになり、子の数がj成ったことによっ

て子育て年数が短縮し、さらに家事の合理化によって家事H寺聞

が減少し、女性の一生は、かつてより、 1.5倍の大型にな ったと

いわれる 。加えて、 1975年の国際婦人年を契機として、意識、

行動、社会的環境等の面でかなり前進した女性の地位向上の動

きは、女がさまざまな形で社会に関わることを推し進めた 。現

在、雇傭労働者の 3 分の l は女性であり、そ の中の 3 人に 2 人

は既婚者である 。社会の高齢化は、ボランティアも含めた人的

資源として、女性の社会進出に期待するところも大きく、ほと

んどの女性が「奥さん」ではなく「外さん」になる日も近い 。

こうした変化は、より便利で、安全の確保ができる社会的 シ

ステムを求める動きとなる。

情 報 化 社 会 は 人 聞 の 味 方 か ?

ニュー ・メディアがわれわれにもたらす安全で便利な芥らし

とは一体どんなことだろうか。 まず、間違いなく全戸にいきわ

たる災害情報と、ホーム& パーソナル・セキュリティである 。

独居家族にも、子供や老人、障害者だけが留守番をしている家

庭にも、四六時中、災害に関する警報や、避難誘導の -1官報がも

れなく送りこまれねは‘ ならない 。 これは、あらゆる既成のメデ

ィアとニューメディアとを組み合わせることによって技術的に

は、かなり早い時期に可能だとされている 。 また家を留守にし

ても外出先からのテレコントロールで安全が確認でき、万一に

備えることも望まれるし、 一人で留守番していた人に急変が起

こっても地域のセンタ一等に即座に通報され、すばやい処置が

とられ得ることが求められている 。

また、医療に関わるシステムへの期待も大きい。総理府が昭

和58年に行った世論調査でも、ニュー ・メディアの熟知度が低

いにもかかわらず、 「在宅検診やホーム ・ナース」には 63% も

の人が利用したいと答えている。

行政の広報と地域情報への利用もある 。ニュー ・メティアの

、



1 チャンネルを広報に当てることで、市民は、いつでも「お知

らせ」を得ることができる 。 また、今、ミニコミ紙等が担って

いる地域内の情報交流がニュー ・メディアに移行することによ

って、コミュニケーショ ンはさらに密になり、無関心派にも興

味を起こさせて、地域の活性化が進むとともに、身近なボラン

ティアが創設され、地域福祉が充実する 。すでに関心の高いも

のにはホーム・ショ ッピングとホーム ・バンキングがある 。在

宅で買い物ができ、財産管理ができることは、忙しい人や、高

齢者、障害者等外出しにくい人たちにと って、かなりの便利性

が高まるといえよう 。

このほか、生涯学習をはじめ、余暇活用の多様なシステムが

開発され得る 。 また、在宅就労やサテライト ・オフィスでの勤

務によ って、通勤時間は大幅に短縮きれ、男女ともに就労しな

がら家庭責任を十分に果たすことが可能となる 。 こうした労働

システムの開発は、高齢者や障害者の社会参加拡大にもつなが

る。

便 利 き ば か り が 鳴 り 物 入 り ?

前述のように、ニュー ・メディアは、確かに私たちの生活に

大きなプラス面を持 つてはいるが、それにしても、余りにも、

メリ ッ トばかりがクローズ・ア ップされ過ぎてはいないだろう

か。光には必ず陰があるはずだ。

まず、ニュー ・メディアのあらゆる設備にかかる費用は一体

だれが負担するのか 。 シビル・ミニマムとしての公共的な負担

は、税金でまかなわれることになるわけだが、それはどこまで

可能なのか。 さらに私的な設備の充実や受益の負担はどれくら

いになるのだろうか 。経済負担による情報受益の格差が、生活

の格差を生むことにならないだろうか。

さらにニュー ・メディアでは、視覚障害者に情報が行き届か

ないおそれもあり、情報格差の問題は十分に検討されねばなら

ない 。 ホーム ・ショ ッピングにおけるクーリング ・オフや消費

者被害の予防や救済はどうなるのか。生活教育の遅れからくる

自己破産等をどう防ぐのか。暗号に関する犯罪から自衛するに

各論

はどうすればよいのか。個人情報が集約されることによるプラ

イパシーの侵害をどのようにして防ぐのか。在宅勤務が男女の

家庭責任を等しくするのではなく、かえって性による役割分担

を強化しはしまいか。職場や地域のコミュニケーショ ンが逆に

損なわれ、終日、機器にのみ向きあって暮らす閉鎖的な人間を

増やさないか。

少し考えただけでも、こうした問題点が次々と浮かんでくる。

そのどの一つをと っても、一朝一夕に解決できるものではない。

人 聞 の た め の 人 間 に よ る 人 聞 の

情 報 化 社 会 を

科学技術は、精微に、暮らしを守り、パラ色の生活を創りだ

すかもしれないが、その機器の周辺にある人々の鎖が、千切れ

てしまっていたのでは、其底から心安らかな社会とはいえまい 。

むしろ、機器に支えられ、日常が孤立しがちであるだけに、暖

かい近隣のつながりが人聞の生活として必要になる 。

1983年 12月、筑波大学で聞かれた r1983年筑波会議J (主催

・筑波大学、財団法人余暇開発センター) でも、情報化社会と人

間生活の問題点が話し合われ、 「経済的価値より愛情や信頼な

ど人間的価値に存在感のウエイトをかける J ことが強調され、

その実現の場としての家庭、家族の重みが力説された 。一人一

人が、それぞれの生活哲学に基づいて、自分の生活に責任を持

つことが、基本的に大切になろう 。それとともに、常に弱者へ

の配慮を忘れないことが重要で、ある 。

( み わ ま さ こ 生活評論家 )
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団 - 2

情 報 化 社 会 の 歴 史
杉 田 繁 治

情 報化 の意 味するも の

現在の時代は情報革命の時と考えられているようであるが、

はたしてそうであろうか。情報が氾濫しているというが、一体

どんな情報なのか。 また情報化社会とは一体どんな社会なのか。

現在コンビュータの発達や、衛星通信 ・光通信、音響 ・映像

メディアの発達によ って、放送、出版、広告等を通じて、われ

われの身辺には文字ばかりではなく、大量の画像データも日常

生活のさまざまな時 ・場所に渦まいている 。 また商品において

も機能ばかりではなく、色や形態などに多様性がみられ、それ

によ って商品の価値が高められるという現像が見られる 。いわ

ゆる付加価値という概念が重要視されるようにな ってきている 。

このような社会的変化をとらえて、漠然と情報化社会といわ

れているようであるが、もうすこしその実態を明確にしておか

ねば、過去および現状の分析、将来の予測にたいする見通しが

立てられない 。

そこでまず根本に戻 って、情報とは 何かを整理しておく 必要

がある 。実にさまざまな定義が今までに提出されているが、必

ずしも一つの意味につかわれているわけではない。ここではつ

ぎの 3 種類にまとめてみたい。

a  ) 物理的な実在としての物、あるいは抽象的な知識や観念な

どを代理する 記号としての役割を演じるもの 、あるいはそれ

が担っている意味

b ) 受け手にとって、 何 らかの価値や変化 を生みだすようなメ

ッセージ

c  ) 生命維持や 、道具 ・装置 ・システムの機能にとっては冗長

であるが、精神面や感性に 係 るような刺激

a) の意味では、情報化 とは記号化のことであるとい っても よ

い。b ) は知識を獲得する過程あるいはシステムの制御にかかわ

るケースと考えられる 。c ) としては付加価値などがこれに相当

する 。

情報をこのように定義すれば、 「情報化J の意味は、物や観
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念の世界を記号化することによ って、あたかも実体を取り扱う

のと同じ効果を記号の操作によ って得ょうとする工夫であると

定義できょう 。

この定義からすれば、はたして現在の時代のみが、情報化が

進んでいる時であるとしてよいのか、すこし疑問がある 。 コン

ビュータの発明によ って、従来人聞が長い歴史を通じて行って

きた変革とは比べものにならない大きな変化を実現する可能性

はあるが、新しい情報化が現に今行われているかといえばあや

しくなる 。

そして情報 ( 化 ) 社会とはそのようにして情報化されたもの

が、一般大衆のレベルにたいしても日常茶飯の事として身近に

接することができる社会のことである 。一部の人聞のみが情報

を保有し、交換している状況では情報社会とはいわれない。現

在のように、多種類 ・大量の情報が製造され 、物と同等の価値

を持って流通している時代は今までになか った。 その意味で情

報社会というにふさわしいとはいえよう 。

情 報化 の 歴 史

先に定義した情報化の観点からすれば、いわゆる情報革命に

相当する出来事は、なにも現在の情況に特有のものではなく、

人聞の歴史に遡 って数えあげることができる 。たとえば、 言語

の発生、文字の発明、印刷の発明、写真の発明、電信 ・電話の

発明、ラジオ ・テレビの発明、コピーの発明、アナロク ・ディ

ジタル変換、等々の事柄は情報化にふさわしい出来事であ った

といえよう 。

またそれらを支える材料の開発、たとえば紙や化学物質、真

空管やトランジスター、 L S  1等々、科学 ・技術の進歩が総合

的に関与している 。

あるいは原子核のモデルや、化学式の導入なども情報化の範

鴫に入れてもよいのではなかろうか。モデル化によ って、新し

いイメージが生成されるとともに、その取り扱いが飛躍的に向

上したといえる 。数学の世界はまさに記号化の世界であり、多



くの他の学問に影響を与えている 。数学の成立は一大情報革命

であ ったといえる 。

また計測装置や顕微鏡なども情報化の役割を担 っている 。あ

るいは現代の医学で活用されている C T ( コンビュータ ・トモグ

ラフィー ) のようなものも、直接目に見えない内部の構造を映

像で表現しており、一種の記号化と考えることができょう 。 こ

のようなものはコンビュータの出現なくしては存在しなか った

であろう 。 その意味でコンビュータは現在の情報化における主

役: になりうるものではある 。

しかしなぜ今の時代ばかりが情報化の時代とはやしたてられ

るのであろうか。 それはさまざまな情報媒体に対する情報化が

同時に出現したための相乗効果に基づくものであろう 。

とくに 1940年代後半に、時を同じくして出現した、ノパート

ウィナーのサイバネティ ックス、シャノ ンの通信理論、コンビ

ュー夕、およびそれと人聞の頭脳とのアナロジーなどが重なっ

て、物質、エネルキーに対する情報の持つ意味がクローズア ッ

プされてきたのである。

文 明 史 に お け る 情 報 社 会

よく農業革命、産業革命とかいわれる 。 ダニエル ・ベルのポ

スト ・インダストリー社会を脱工業化社会と訳しているのは不

適切であり、実際はすべて農業や工業の上に新たな社会が築か

れているのである 。情報社会は決して物を無視した社会ではな

く、むしろいつも物を視野において、しかしその代替えとして

の記号を有効に活用する社会なのである 。 ポスト ・インダスト

リー社会は脱工業化社会ではなく、まさに工業化によ ってもた

らされた社会のつぎにくる社会なのである。

さて現代における情報革命はどのような新しい情報化によ っ

てもたらされるのであろうか。生物的な遺伝子の操作に係る問

題は一つの重要な事柄であるが、さらに大きな情報革命は、わ

れわれの頭の中にある知識の構造を記号化できるか否かにかか

って いる 。つまり知的生産にたいする革命であるが、はたして

各論

これができるであろうか。マイケル ・ポラニーのいうホ暗黙知

の次元。つまりパターン認識のメカニズムをモデル化、記号化

できる時、新しい革命が起こるのである 。 これは単に文字の自

動読み取りや音声認識の問題ではなく、人間の持ついわゆる常

識、経験の蓄積などの構造をあきらかにすることである 。 これ

にはいままでのノイマン型のコンビュータでは限界があるとい

うことで、第 5 世代コンピュータが開発されようとしているが、

はたして情報化に対して有力な道具になるであろうか、いささ

か疑問である 。

情 報化 の つ ぎ に 来 る も の

情報化の問題は、人聞の機能では分からない事柄、あるいは

物そのものを直接取り扱っていては分からない事柄を、重さも

体積もない抽象化された記号というものを操作することによ っ

て、自由にあやつれるところに大きな意味があり、現在それを

扱うさまざまな装置が発明されることによ って、ますます拍車

がかか っている 。

しかし、この便利さ、簡便さにまどわされて、非常に重要な

事柄をわれわれは見逃していることに気がついていないのでは

ないか。すなわち、 「情報」は結局「ものJ そのものではない

という単純な事実である 。確かにわれわれは物の代理として情

報を抽出して、それをコンビュータなどで操イ乍することに成功

したかもしれないが、直接物にたずさわ ったことのない人々は

おうおうにして情報のまやかしにおぼれがちである 。単なる知

識のみでなく、どこかで一度実物に接した経験を持たないこと

には、折角の情報が生きてこない。情報化のつぎの社会は、物

と情報が揮然一体とな ったハイブリ ッ ド社会に進んでいくので

はなかろうか。

( すぎた しげはる 国立民族学博物館助教授 工学博士 )
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回一 3

情報技術の革新と都市構造の変貌
月 尾 嘉 男

情 報 技 術 の 都 市 へ の影 響

都市文化、都市経済、都市社会、都市病理、都市人問、都市

交通など、都市はどのような言葉と一体にな っても抵抗のない

ほど広範な性質と多様な側面をも っている 。 したがって 、都市

と情報の関係を考察するにしても、その広範さと多様さのなか

から特定の性質や側面を限定することがまず必要で‘ある 。都市

を計画するという立場から都市を限定してみると、都市とは多

数の人聞が集中して生活する場所であり、そこに必要な装置や

設備の規模や配置を決定することが計画であると定義すること

ができる 。そのような意味て¥都市とはさまざまな機械や設備

により構成された巨大な装置であり、計画とはその装置の設計

をおこな うことであるということができる 。

都市計画はそれらの要素機械の本体の水準、規模や配置を決

定する方法の水準など、それぞれの時代に利用できる技術の水

準に多大の影響をうけることになり、現代の情報処理技術と情

報通信技術の広大かつ急速な革新の進展は、都市へも巨大な波

及効果をもたらすことは容易に想像できる 。 この波及効果には

大別すれば 2 種類の内容がある 。第一は都市の装置そのものへ

の直接の影響であり、第二は都市での人聞の行動様式が変化す

ることにより、都市がさらに変化するという間接の影響である 。

知 能 都 市 の 出 現

情報技術が装置としての都市にどのような影響をもたらすか

については、歴史を考察してみると推測することができる 。

人聞が最初に装置を発明したとき、それは人聞の動作を単純

に拡大する技術であ った。 自動車を例とすれば、人聞が右にハ

ンドルを切れば右に曲がり ブレーキを急に踏めば急に止まる

という状態であり、この段階では人聞の動作そのものが情報と

なり装置を制御している 。次第に技術が発達するにつれて、装
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置は人聞の指令を実行するものになる 。一定の速度を自動車に

指令すればその速度を維持して走行したり、室温を指定すれば

車内をその温度に維持するという状態であり、この段階では人

聞が指令する条件が装置を制御する 。

今後の技術の発展を想定すれば、人聞が装置に目的のみを伝

達すれば、それが実現されるようになると予測される 。景観の

良好な道路を走行してある地点へ到達せよと伝達すれば、自動

車はそのような経路を選択して走行し、ある時間にある地点に

到着せよと伝達すれば、そのように速度と経路を調整して走行

するという状態である 。この段階では、人聞が伝達した目的が

装置を制御する情報となる 。第ーの段階を、動作を拡大もしく

は縮小するのみの装置として「単能装置」、第二の段階を、多様

な指令を遂行する装置として「多能装置」 と命名すれば、第三

の段階は、操作を推測して目的を達成するという意味で 「知 能

装置J ということができる 。 そして、このような発展を保証し

ているのが、高度に進歩した情報処理技術と情報通信技術なの

である 。

上述のように、都市も装置であるとすれば、この段階を経由

することが想定できる 。初期の都市は戦争や災害から人聞を防

御し、生存の確立を向上させるための単純な装置であり、それ

が次第に人聞の多様な要求に対応して各種の移動や通信の便宜

をもたらすような装置となり、現在の都市を形成している 。 さ

らに進展するこれからの都市は、台風の到来を予 ifllJ することに

より排水の調節をあらかじめしたり、火災の延焼を予 ililJ して避

難の指示をおこな ったり、人出の増加を予測して電車の増発を

したりというように、人聞が都市に期待することを自体で判断

して実行する装置となるのである 。一見、空想のようなこの知

能都市も、建物の規模では次第に実現している 。外気の温度の

上昇を予測して冷房の能力を向上させたり、人聞 の出入りを玄

関で計測してエレベータの運行を制御したり、人聞の存在 を検



知して部屋の照明を点滅させたりする建物は、インテリジェン

ト ・ビルディングという名称で各地で建設が開始されている 。

このよつな建物が増加し拡大していき、全体が一体となり、人

聞の期待する目的を自体で達成してくれる知能都市が実現する

のはそれほど未来のことではないと予測される 。

分 散 都 市 の 実 現

情報技術は、都市の装置を変化させるだけではなく、そこで

生活する人間に多様な影響を与える 。その影響を予測するため

には、出現しつつあるこれからの情報技術の特徴を検討してみ

る必要がある 。

第ーの特徴は、地域格差の減少した技術ということである 。

これまでの技術である電話は、距離に比例して料金が上昇する

という意味で、放送は、都市規模に比例して局数が増大すると

いう意味で、それぞれ地域格差のある技術であるが、これから

の技術であるビデオテ ックスは全国均ーの料金であり、衛星放

送は全国均一に受信でき、それぞれ地域格差のない技術に変貌

している 。

第二の特徴は、受信優先の技術ということである 。電話はい

かなる時間にも、いかなる相手からも送信されてくるという意

味で送信優先の技術であるが、ボイスメールは送信されてきた

内容を記憶させておき、自分の希望の時間にきくことができ、

新型電話は相手を識別し てから受信することができ、それぞれ

受信優先の技術になっている 。

第三の特徴は、画像中心の技術ということである 。 これまで

は送信技術や記録技術の制限から、本立ではなくとも電話は音

声で通信は文字でといっょっに、文字と音声を中心とした情報

処理が主流となってきたが、光ファイパーや光ディスクのよう

に、多量の情報を伝達し記録する技術の出現がこの制約を解除

し、電話は映像とともに通信は図形とともにというように、画

各論1

{ 象や映像の利用が主流となりつつある 。

このような特徴をもっ情報技術が社会に普及することにより 、

都市にはどのような変化が発生するのだろうか。要約して表現

すれば、集中から分散へという方向である 。人聞が集中して生

活する都市という社会の成立は、集積の利益とか規模の経済と

いう言葉で表現されるように、多数が集中することにより便益

が増大するという原理により支配されていた。 1 千人 では 1 i粁

の映画館しか成立しないのに対し 、10万人 であれば10軒の映函

館が成立するとすれば、選択の豊富さということで、人聞は 10

万人の都市へ傾斜する 。 l 千人では徒歩でしか移動できないの

に対し、 10万人であれば電車が利用できるとなれば、移動の容

易さといつことで人聞は 10万人の都市へ傾斜する 。 このような

人口の増加にともなう便益の増加が都市への集中を保証してい

たのである 。

しかし、この便益は、一方では技術の水準により規定されて

いた側面もある 。映函館へいかなければ映画が鑑賞できないと

いう映像技術の水準、多数が利用しなければ採算がとれないと

いう輸送技術の水準など、これまでの技術の性質が集中を肯定

していたのである 。たとえば、放送衛星から全国均一に多数の

映画が放送できる技術、少数の人間を自由に輸送しても採算の

とれる技術というように、これまでの技術と反対の性質をもっ

技術が出現し普及するようになり、集中しなくても規模の経済

を享受できるようになるとすれば、人聞は過度に集中した都市

という生活方式を選択するのだろうか。

地価の高騰、犯罪の増加、環境の劣化など、集中による不利

が次第に顕著になりつつある巨大な現代の都市を眼前にすれば、

この技術の性質の変化を前提として、これまで集中という方向

にのみ進展してきた都市が分散の方向へ転換していく恨拠は十

分にある 。

( っきお よしお 名古屋大学工学部助教授)
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回一 4

情 報 化 社 会 と 住 宅
山 田 雄

はじめに

近年の社会における情報化の進展はきわめて急速なものがあ

り、ますます高度化してきている 。 とりわけ産業界においては、

情報処理技術の効率的な活用によって、生産から商品管理に至

るまで広〈自動化が進行し、またコンビューターの進歩でオフ

ィスの隅々まで情報化と、さらにこれらのネ ッ トワーク化が進

行している 。

このようなエレクトロニクス技術の進歩と情報化の流れは、

家庭内にも次々と新しい生活様式を持ちこみつつある 。各種の

家電機器にはマイクロプロセ ッサなどが多用される傾向にあり、

金融機関や流通機関では情報検索が自動化 ・高速化され、家庭

生活から見た社会システムも変化してきている 。 また家庭にい

ながら多くの情報サービスが受けられるビデオテ ックスや C A

T V などのニューメディアも高度情報化社会の前触れとして、

家庭生活の中に浸透しつつあり、現に一部の地域では事業化さ

れている 。

このように家庭内に押し寄せてくる諸情報と、住宅設備機能

のコントロールとを合理的にシステム化することにより、家庭

生活の安全、快適あるいは 利便性の向上を図れるものとして、

ホームセキュリティを先導としたハウスオートメーション ( H

A ) が急速に提案されてきた 。

家庭生活における情報伝達の媒体が、新聞 ・電話 ・ラジオあ

るいはテレビ放送のようなベーシ ックメディアから、ニューメ

テR ィアに変化し、これが今後在宅勤務など情報がものやエネル

ギー以上に有力な資源となり、社会の情報インフラストラクチ

ュアとして定着していくことが十分に考えられる 。

このような状況にあるわが国に今後最も求められるものは、

物質的な面はもとより、心の豊かさと豊かな文化であるとい っ

てよい 。安全 ・快適で愛着のもてる住環境の下で、情報化によ

り多様な可能性を許容する豊かな生活が指向されるべきである 。

ハ ウ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン ( H A)

ハウスオートメーションとは 「住宅が備えるべき機能のう

ち、エレクトロニクス技術等の先端技術の有効な活用によ って、

住宅の基本性能( 安全性、快適性、利便性、健康性) を向上さ
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せるシステムの総称」であり、家族全員が安心して社会活動に

参加できるよう、家庭管理をトータルに把握しコントロールし

てくれる生活を補助する労働力ともいえる 。

住宅内の情報ニーズとして、今後何が家庭生活に定着し、ど

れが捨てられるかについては、試行錯誤の段階でもあり、不明

の点も多いが、順次「これがニューメディアであった」という

ように解明されていくであろう 。 自動車の普及に伴って駐車場

のない住宅の問題が提起きれるょっに、その価値観が時代的に

変化し てきている。家庭に おける 情報化の波も、たとえ「あれ

ば便利」程度に考えられていたものであっても 、たちまち「な

ければ生活に支障をきたし不安となる」ものに変化していくこ

とも考えられる 。

情報化社会におけるハウスオートメーションシステムは、時

代による社会システムの変化あるいは家族構成によるニーズと

ライフスタイルの変化等の動向を踏まえ、センサーの互換性と

機能に拡張性を備えたものが要求されてくるに違いない 。家庭

生活の多様性を考慮したシステムの選択性や、複雑機構でない

操作の容易性などを重視することによって、社会的な資産とな

る耐久性が確保されるであろう 。

ハウスオートメーションの実現の場は、一般家庭用住宅であ

り、自己の生活様式や価値観からみた生活のための機器体系と

してシステムの評価が行われ、それが情報ニーズの基礎とな っ

て開発の方向性が示されることになるであろう。従来の住宅機

能にエネルギー管理や、家事コントロールなど新しい機能を加

え、さらに総合的なシステム化が実現されていくことがハウス

オートメーション実現への道である 。

国土也型 C A T V

集合住宅には住宅の機能を維持するものとして、共用設備が

不可欠である 。その共用設備の運転、管理を効率的に実施でき

る機能を持つことや、住戸内の情報機器と合理的に結ぼれてい

ることと、地域情報化対応機能 を併せ持つ共用設備のシステム

にすることが要求される 。

集合住宅では、テレビ共同受信装置が当然のように設置され

ている 。 C A T Vへの拡張性とその可能性を有するこの同軸ケ

ーブルラインを、テレビジョン放送の同時再送信のみに限らず、



有効に活用することを考える必要がある 。

とくに集合住宅が住棟群として建設されるとき、各棟ごとに

分離した受信システムでなく、受信点を集中しコモンアンテナ

方式とする、いわゆる団地共同受信システム化することにより 、

各住戸とセンター聞の情報ラインが構成され、 C A T V として

の機能が確保されることになる 。

なお、このライ ンを双方向化することにより、

①センターからの自主情報を、各住戸に送信することができる 。

②共用施設であるエレベータ一 、給水施設等、各種施設の維持

に係る管理' 情報をセンターで集中民視することができる 。

③団地外の地域諸情報をセ ンターを通じて 、利用することがで

きるなど、各種の高度情報サービスが可能となる 。

なお、アドレ ッサブj レコンパーターを各住戸に配備し、セン

ターと各住戸聞の戸別情報授受機能が確保されることにより、

①各住戸におけるホームセキュリテイ '1育報等をセンターに送信

し、住宅の安全性の向上を図ることができる 。

②その他、きめの細かいペイパービューサービスが可能となる 。

この場合、システムラインは常に屑住者がテレビ放送を聴視

することにより監視されており、保全の信組性は高〈、セキュ

リティのような重要な情報伝送システムには適している。

このように集合住宅における、テレビ共同受信装置を団地共

同受信システムとし、双方向化や衛星放送受信のような周波数

帯域を含めた大伝送容量を確保したもので、共用施設の管理を

主体とした総合' 情報システムを「団地型 C A  T V  J と呼ぶこと

ができる 。 また実用の段階にきていると考える 。

お わ り に

現在の情報化進展の状況からみて、今後は、 「住戸内の情報

システム J および「社会システム ( 広域情報システム )J の普及

が予測されるが、地域スケールの情報システムが欠落する可能

性が高い 。ただし、地域あるいは近隣を単位とすべき情報の存

在は重要である 。 検情報化社会と住宅砂というテーマを考える

とき、このスケールを対象とする情報システムの確立と盤備が

望まれる 。

( ゃまだ ゅうぞう {工毛 . r.! 1市桜村ii 公団怨築苦11調先役)

各論
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回- 5

情 報 化 社 会 の イ ン テ リ ア
紫 久 庵 祥 一

超 現実 主 義 と近代デザイ ン

住まいのインテリアは、われわれにと っても っ とも身近な環

境である 。環境というより皮膚の延長、否、皮膚そのものとい

って差し支えない。 それだけにインテリアは、その構成に、テ

クスチャーに、色合いに、われわれの生き方、ものの感じ方を

反映する 。同時にそれは、われわれを含む時代そのものを映し

出す鏡である 。

その鏡に映し出された住む人の心象風景は、人の個性ほどに

多様である 。それに対してはさまざまな類型化が可能だ‘ ろうが、

情報化社会のインテリアという主題について考察するに際して

は、二つの型を手がかりにすることができょう 。一つは超現実

主義者が描く室内であり、他は近代デザインの空間である 。前

者の代表例として思い浮かぶものに、マ ックス・エルンストの

「百頭女J がある 。 そこに描かれたイ ンテリアは不安と幻覚の

渦巻く世界である 。本棚から石膏製の女の首がのぞくかと思え

ば、床の隅には猿の顔をした獅子がうずくまる 。家具や置物も

よく見ると生き物の姿をし、部屋の主人 ( あるじ ) はいつなん

どきインテリアの一部と化すかも判らない 。現実と幻想、が互い

に乗り入れ、 一方がいつ他方に転化するとも知れない状況。

ともに 19世紀ヨーロ ッパの産物でありながら、この非合理で

アニミスティ ックなイ ンテリアと対照をなすのが近代デザイン

の空間である 。その簡潔な室内には一種の禁欲主義あるいは主

知主義が反映していた 。エルンストの室内とは異なり、部分は

周到に計算され、全体の統一に貢献しているのが、その典型的

なあり方である 。

環境からの暗示を拒むインテリアは、何も近代デザインの場

合に限らない 。生活様式の画一化をめざす彼らの思想的基礎は

ホ被造物の偶然化' の否定にあ ったとマ ックス ・ウェーパーに

指摘された清教徒の生活環境は簡素をきわめていた 。伝統的な

和室も大きくはこの範ちゅうに属している 。

エルンストの絵に象徴される魁魅姐魁 ( ちみもうりょう ) の

世界と、呪術を排除した明断な空間。情報化社会のインテリア
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は、この両極を結ぶ線のどこかに位置し、そのどちらの要素を

も含んでいるはずである 。 しかし 、そこに見出される人と環境

の関係は、むしろ超現実主義者のインテリアに近いものを感じ

させる 。

メテV アノレームと J 心のメイ ンテナンス

直接的体験は、一定の具体的空間を介して成立する 。が一方、 〕

間接的あるいは擬似的体験は 「その場j に居合わせないことで

成り立つ。 コミュニケーションの発展、社会の情報化が促して

いるのは、まぎれもなく後者である 。人々は居ながらにしてア

フリカのジャング/ レも、厳寒の極地も体験できるようにな った。

都市は現実の盛り場よりい っそうリアルなかたちで、音と映像

の洪水を浴びる若者の頭の中に存在している 。都市化の水準を、

人口の集中度で'iftl Jる都市社会学の方法が何やら古めかしく感じ

られる昨今である 。居住の都市化を通り越した、この意識の都

市化を促進しているのは、他ならぬ社会の情報化である 。 こっ

して空間の消滅が促される中で、確実にその意味を増大させて

いるのが、乗物の中を含むインテリア 一般 、 とくに住宅のイン

テリアである 。

情報化はイ ンテリアの領域で、まず、情報機器の増加として

現象し始めた。最近、アメリカのお金持ちの住宅にはあらゆる

映像および音響メデ ィアを装飾した居聞が多〈造られつつある 。

その部屋はメディアルームと呼ばれる一種の娯楽室である 。数

百万円の経費で十分なものができ上がる 。諸種のエレク卜ロニ

クス機器、コンピュータのほかにレコードやビテオカセ ッ トを

収めたライブラリーも附属する 。室内には機器の鋭い感覚とバ

ランスをとるかのように柔らかく快適な ソファ一、クラフト的

な小物が配されている 。 とさすまされたハイテ ックな感覚と毛

深いハイタ ッチな感覚が、互いにせり上がりつつ均衡を保 って

いる世界がここにある 。

こうした情報メディアの普及によ って、ますます多くのアメ

リカ人が家に居ついて、家庭中心の生活を送るよ うにな ってき

ているという 。近い将来、こつしたメディアルームがダイニン



グルーム以上に、家庭生活と住まいの中心になることは十分考

えられる 。

情報に疲弊した頭を休ませるにもメディアに頼らなくてはな

らないのが、現代人である 。音 と映像のシャワーを浴びて、外

界のチリ、アクタを洗い落とす。 メディアルームは、 心のメイ

ンテナンスにとっての必需品である。

イナー・トリ ップ

住まいのインテリアは、外界の刺激やショ ックを和らげる緩

衝地帯であると同時に、そこのあるじを外界へとつなげるゾー

ンでもある。情報をそこに持ち込むのは 、先端技術ばかりでは

ない。本の背表紙も、ニ ックナ ック (kni ckknack) の類いも、

あるじに何かを伝えているメティアである 。われわれの頭脳は

これらさまざまのメディアによ ってマ ッサージされることで蘇

る。 さまざまな「もの」が自己主張にざわめく賑やかな領域。

それは、清教徒の静誌な室内より、エルンストの絵に近いもの

をおもわせる 。

空間的には閉じ、情報的には聞かれた状態を限りなく指向す

る現代人のインテリア 。久しく置かれた物が過ぎし昔を物語る

一方、持ち込まれたばかりの情報道具が未来を指し示しながら

点滅する 。過去と現在、そして未来がワンパ ックにな った世界。

すべてをフロー化する情報化社会にあ って、さまざまなシンボ

ルが吹きだまりスト ックした空間。あるじは 、それら多様なシ

ンボルに固まれて、さまざまに想いをめぐらす。現代のインテ

リアは、心のモビリティー、イナー ・トリ ップへの誘いに満ち

た空間である 。

想 像 力 の 培 養 器

一方、整然とした無音の近代デザインの空間は、われわれの

心に得体の知れぬ ノイズをよびおこす。想、念はただめぐりにめ

ぐって、構築されることも飛躍することもしない 。情報化社会

のインテリアは、さまざまなメディアをテコに想像を突き動か

し、その自起を促す空間である 。

各論

情報化社会のインテ リアはまた、 他のどの時代よりもデシジ

ョン ・メーキングの空間として性格づけられる 。採決でも了承

でもない。事の発端を画する真のデシジョンは、情報と意思の

交換の止むところで行われる 。そこは個室ではなくとも 、少な

くとも私( わたく L ) 化し た空間だろう 。決断とい う「断J の

行為には、それにふさわしい「断J の空間が必要だ、からである。

想像力を培養し、デシジョンを促すインテリアは、意識的に

設計されるべきである 。障子、襖、タタミは 、かつて生活と気

分のリズムを演出したが、現代には 、同様の役割が新技術に期

待されている 。音や映像を含めて室内を構成するエレメントを

気分や必要の変化に合わせて操作できるとよい。そしてそのた

めには、インテリアは操作の可能な装置空間として考えられ、

設計される必要がある 。

限られた空間に多様な意味と機能をもち込むには、インテリ

アは、装置的に集約度を高くするほかはない。今、一つ二つと

姿を現しつつある情報機器が、連携しながら種類と数を増して

ゆくと、インテリアは、いずれその役割と景観を大きく変えて

ゆくに違いない 。

( えく あん しょ うじ C K研究所所長 )

7 "/ ? ス エJ レンスト f 百lili 女」よ 1)
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固 各 論

情 報 化 社 会 の 技 術
森 永 規 彦

まえがき 一般に、高度情報化社会を支える大きな基盤技術

としては、コンビュータ技術、マイクロエレクトロニクス技術、

通信技術が挙げられる。しかも重要なことは、これら三つの技

術のバランスのとれた融合のもとに高度情報化社会が論じられ

得るという点である。たとえば、目覚ましく発展したマイクロ

エレクトロニクス技術( 超小型回路技術) があってこそ、ハー

ドウェア、ソフトウェアの高度なコンビュータ技術や高速の通

信技術が可能で、あるし、また高度なコンビュータ技術も、コン

ビュータ間あるいはコンビュータ/ データ端末聞ならびにデー

タ端末同士を結ぶ通信伝送技術の発達なくしては、とても高度

情報化社会を支えるというわけにはいかなくなる、といった具

合である。

情報化社会の技術全般を見れば以上のようであるが、本杭で

は、通信技術に的を絞って解説を試みる。

高度情報化社会を支える通信技術

1  . ニューメディアの分類

さて、情報化社会を論じる際に必ず出てくる言葉に、ニュー

メディア ( New Medi a) がある。このニューメディアの定義に

ついては、広義の定義から狭義の定義まで極々あるが、ここで

は少し狭〈 、新しい情報通信媒休。と捉えて、有線系と無線系

表 1 ニューメディアの分類

ニューメディアの形態 サ ー ビ ス 内 容

者11市型 C A T V (イI 線テレビ) - 多チャンネ J レによる動画、的 J J:[珂、

データなどの 'jl 万JIl J 、双 }J 向の伝送

ビデオテ y クス( キャプテン) . 1 1 t 活網を介した文字や図形の伝送

イI V  R  S  ( 画像応答システム) - 映像回線による文字、図形、動画、

音声などの伝送

ｾ＠ V  A  N  ( 付加価値通13網) - コンビュータと通信回線を接続し

て行う情報処理のネ ットワークサー

系 ピス

L A  N  ( ローカルエリアネ y トワー - ホストコンビュータ/ 端末終聞な

ク) らびに端末日告同上の相互後続による

構内データ伝送

テレテキスト( 文宇多重政送) - テレビ 11.1号に文字や図形の信号を

多重して伝送することによる阿{ 象的

報サービス

無 ｬｾｩｨｴ 政送 - 放送1街l止を介して行われるテレビ

放送や音声紋送

線 町村制111. 交( 高品{ 立) テレビ( ，、イビ - 現行テレビの約 2 fl 1の定公総数を

ジョン) 持った、ワイドできめ細かく臨場感

系 におんだテレビ放送

l$i Ail.i泊111 .  ;副，

C

ll 軒並を介した同際r . 1I 、園内の

公衆i凪j J サービス、企業聞でのビジ

ネス i凪j，1サービス

46 控援と社会 1985年4 T1サ

に分けて示すと、おおむね、 表 1 のようになる。要するに、従

来あるラジオ、テレビ、電話、電信などの在来メディアと異な

った形態の新しい情報通信媒体を指す。

このようなニューメディアは、表 1 に分類したように、大き

くは有線通信技術、無線通信技術によって可能とされるもので

あるが、通信分野における最近の先端技術としては、有線通信

においては光ファイパ通信、無線通信においては衛星通信 ・衛

昼放送を挙げることができる。以下、これら高度先端通信技術

についての説明を加えることにする。

2  . 光ファイパ通信技術

情報伝送において、情報を運ぶ役割を担うものを搬送波と言

っている。たとえば電波などがそつであるが、この搬送波に光

を用いる通信方式が光通信で、その送信側と受信側を結ぶ伝送

路に光ファイパを用いる場合、これをとくに強調して光ファイ

パ通信と呼んでいる。

光ファイパは、概略、 図 1 に示した構造となっており、石英

ガラスでできたファイパが最も有名である。全体は円柱形をな

しており、真ん中の心持に相当する部分をコア( 屈折率 n，) 、そ

の周囲を囲む部分をクラッド( 屈折率 n2) と言い、 n，>  n2 ( た

とえば n，=1. 5、町二 1. 458 というようにその差はごくわずか

である) としてある。幾何光学的に説明すると、その入射角 。

が全反射角 coc' ( n2/ n，) より小さければ¥図におけるように、

全反射を繰り返しながら伝搬していくが、全反射角より大きい

角度で入射した光線は、クラッド部に入って吸収され、伝搬し

ない。また、クラッドの直径のは 125μm (  1 μm =  1000分 の l

m m) が標準で、コアの直径d，については数μ mにとるもの( 単一

モード光ファイパ) と 50μ mとするもの( 多モード光ファイパ)

の 2 種類ある。 l 本の光線が伝搬する単一モード光ファイパは

長距離大容量伝送向きであり、一方、多数の光線が伝搬する多

モード光ファイノ〈は中短距離中ノト容量伝送向きである。

石英系光ファイパが得意とする低損失の伝送波長帯は、大体

0. 8- 1. 8μ mの間( 赤外光領域) にあって、低損失のトップデー

タは1 . 55μ m管における o.  2  dB/km (100の光を 1km伝送させたと

き、受信側には96の光が到達する) である。普通でも数dB/km以

下の損失であり、電気通信における銅ケーブルの損失値が良く

ても 10- 20dB/ kmにあることと比較すると、光ファイパはきわめ

て低い凱失特性を有し、したがって、それだけ長距離伝送が可

古Eであることがわかる。
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図 1 光ファイパ(a ) と光伝搬の原理(b)[ I)

"  

このように石英系光ファイパの伝送波長帯は赤外光領域にあ

るので、それに整合するように、光源である半導体レーザや発

光ダイオード、受光素子であるフォトダイオードなどは、すべ

て赤外光を対象とするものが選ばれる 。

光も電波と同じく電磁波であるが、電波に比べてきがめて高

い周波数を持 っている 。たとえば、この赤外光は 10
14

Hz オーダ

の周波数であるが、電波の中でも高い周波数のマイクロ波に比

べて 1 万 - 1 0万倍の高い周波数である 。搬送波の周波数が高い

とい 7 ことは、それだけ大容量広帯域の通信が可能であること

を意味している 。 このことは、 V H Fや U H F などの高い周波

数の電波で、広帯域の T V画像の伝送は可能で、あるが、ラジオ

放送用のより低い周波数の中波では、それが不可能で・あること

からも類推されよう 。 したがって、光通信は原理的に大容量広

帝域伝送に向いていると 言える 。

きて 表 2 は、石英系光ファイパの有する基本的な特徴および

それから考えられる種々の応用分野をまとめたものである 。 こ

の表からもわかる通り、光フ ァイパ通信は、原理的に無線形態

をとらざるを得ない移動通信分野を除〈、ほとんどあらゆる通

信分野に適用可能である 。

1980年代は、光ファイパ通信の実用化に拍車のかかる時代と

いわれるように、すでに数多くの実用化例がみられる 。 これま

でのところ、その多くは、光ファイパの電磁誘導 ( 雑音妨害)

を受けない特徴を捉えたもので、高雑音環境下で稼動する F A

(Factory Aut omat i on)の分野や電力関連企業における通信回線

として導入されたものである 。 しかし最近の傾向としては、今

表 2 石英系光フ ァイパの特徴と応用分野 [2)

特 徴 付 加 価 値

ケープルが細< . 多

心になる

実際の適用

細 径

軽 い

可とう性( 幽げ)

無 E尭 導

遠隔測定通信

•••• 

囚 : 光送信器

回 : 光受信器

囚 : 合 分 波器

図 2 光ファイパによる加入者系の基本布陣成 [3)

年 2 月 8 日に完工した電電公社の日本縦貫光ルートにみられる

ょっな長距離大容量光ファイパ伝送システムや民間企業内での

光 LAN( Loc al Area Net work) の導入、さらには各家庭までも

対象とした加入者系への光ファイパの導入などが、当面の実用

化の目玉的存在として浮上してきている 。図 2 に、光ファイパ

による加入者系の基本構成を示す概念図を与えておく 。

3  . 衛星通信・衛

星放送技術

赤道上空の高度

35，860kmにある円

軌道を地球の自転

と同じ速度 ( 時速

11 ，070km) で回る

衛星は、地球上か

ら見れば同じ位置

に静止して見える

ので静止衛星 ell 乎

ばれ 、またその円

l7Al.3 重複地 域

医図 不可視地域

図 3 静止衛星の配置例 [4)

軌道のことを 11浄止軌道と呼んでいる 。図 3 に示したように、干

の静止軌道上の 3 ヵ所 ( 大西洋、インド洋、太平洋の各洋

に衛星を配置することにより、全世界をカバーする国際通信網

が形成できる 。現在のイ ンテルサ ッ ト衛星による国際通信は 、

この原理に基づいて行われている ( インテルサット=I NT E L S AT

= 国際電気通信衛星機構)。

図 4 は、1970年代に活躍したインテルサ ッ トW号通信衛星の

1.11しペF 、L 叶E

地球センサ

B A P T A  

太陽官1; 也

テレメトリコマンド周アンテナ

ア〉チナマスト

ニ ユ テ」ションダンバ

ルポットビーム用アノテナ

通信用、テレメ 卜リコマンド用通信機

( テヌノかブヲy トホーム)

燃料タンク

太陽セ/ " サ

アポジモータ

図 4 イ ン テ ル サ ッ ト

W号通信衛星 [5)
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概形を示している 。 ドラム状の本体の表面には太陽電池が張り

めぐらされ、本体自体は姿勢制御のためスピン回転をしている。

上部のアンテナ部は本体とは逆方向のスピン回転をしており、

相対的に、アンテナが常時、地球方向を指すようにしてある 。

この衛星ではア ップリンク( 地球→衛星 ) に 6 GHz管 ( 1 GHz ニ

10
9

Hz) 、ダウンリンク( 衛星→地球) に 4 GHz 帯の電波を用い、

地球表面全体を照らすグローパルビームを主体としている 。 ま

た、地球局アンテナとしては、直径3 0 m級の大アンテナを必要

とした 。

しかし、現在稼動中の V 号衛星や来年打ち上げ予定の VI 号衛

星では、地球局のある陸上のみを照らす半球ビーム、ゾーンビ

ーム、スポ ッ トビームが主体とな っており、衛星電力の有効利

用とチャネル数の増大を計るとともに、より小規模の地球局で

も受信可能なように変更されてきている 。将来、このような傾

向はさらに進み、より高い周波数( l 4/ 11GHz帯あるいは 30/ 20

GHz 幣 ) の電波を用い、かつ、より大きなア ンテナを搭載する

ことによ って、沢山のスポ ッ トビームを作り、衛星電力 ・周波

数 ・静止軌道の有効利用をもくろんだ大型のマルチビーム衛星

の構想へとつながる ( 図 5 )。

マルヂビーム

1. OOOkm 

22---:a:: 

1m世

図 5 マルチビーム衛星の原理図 (3)

元来、衛星通信は、以上のような国際通信の分野で発達して

きたものであるが、最近は、圏内通信衛星の開発が各国で盛ん

である 。すでに日本も昭和58年度に打ち上げた実用通信衛星 C

S  - 2  ( さくら 2 号 ) を持 っている ( 図 6 )。 この衛星の特徴は、

ア ップリンク 30GHz 帯、ダウンリンク 20GHz 帯という高い周波

数の電波を用い、成形ビームアンテナによ って、ちょうど日本

列島をカバーするビームによるディジタル通信を採用している

点である 。通信容量は電話換算4000チャネルで、目下、電電公

社、郵政省、建設省、警察庁、消防庁、国鉄、電力 10社の 7 つ

のユーザによ って利用されている 。

最近、街を歩いていて、ふと見上げたビルやマンションの上

に直径 1 m弱の小さなパ ラボラアンテナを見る機会も多い。 こ

れは東経110。に位置する実用放送衛星 B S  - 2  ( ゆり 2 号 ) から

の、 12GHz 帯の衛星放送電波を直接受信している受信アンテナ

である 。放送衛星は、概略、 図 7 のような形状をしており、翼

状の大きな太陽電池ノ マネルを持っている 。通信衛星とは異な っ
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図 6 実用通信衛星C 5 - 2(3)

(3)  

図 7 実用放送衛星8 5 - 2

てスピン回転はしておらず、太陽電池パネルを常に太陽方向に

向けるために三軸安定型の姿勢制御とな っている 。わざわざこ

のような大きなノ マネルを設ける理由は、放送衛星の受信局は各

家庭であるので、できるだけ小さく簡易な受信装置で受信可能

にする必要があり、そのためには衛星側に大電力装置を持たせ

る必要があるからである 。

むすび 簡単ではあるが、これからの高度情報化社会を支え

る新しい通信技術の紹介をした。将来、コストノ ぞフォーマンス

との兼ね合いで、実際にどのようなシステム構成が最良か相当

流動的な面もあろう 。要は、ここに紹介した有線系、無線系と

もに固有の特徴を備えているので、これら特徴を巧みに生かし

た情報通信システムづくりが行われる必要がある 。
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(3) 電気通信 年 鑑 1983、さんちょう ( 1983)  

(4) 官、編著 ・衛星通信工学、ラテ ィス( 1969)  

(5) 川橋、 編者 . 衛星通信、コ ロナ 社 ( 1976)

( もりな が の りひこ 大 阪大学工学部 助教授 ・工 学博士 )
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岸和田のテレトピア計画
大阪府岸和国市

大阪府南部の中心部に

位置する岸和田市は、

古くから城下町として

栄え、明治には綿紡紋

業を中心、に地場産業が

発達した自立性の高い

|発展性の余地を残す南

町として発展してきた 。|大阪における岸和田

現在でも、職住近接型 |耕輔における時都市

|としτの地位の相対的憧退

の都市として、海から 目

1地場産業の沈滞化

山間部までの地形を活 l

かして、変化に富んだ

産業が立地しており、 |先端産業の少ないまち

250 年余りの歴史を有 i

|大学・短大がないまち

する、だんじり祭り。

に代表される伝統のコミュニティが生きづく、豊かなふれあいのあふれるまちとなっている。しかし、地場

産業の構造的不況化や、ゆるやかな都市化のなかで、新しい都市問題も少なからず発生してきている。

春の風物詩、市民フェスティパルH は、新旧住民のふれあいの場となっているが、こんなふれあいをもっと

豊かに日常的なものにしょっと、昨年 7 月、都市型有線テレビ局が開局した。制作から運営まで市民参加方

式を買いて運営されている C A T V は、新しいコミュニティを形成しつつある。 、田舎と都会が同居するま

ち。とよく言われるように、伝統と創造がクロス ・オーバーしているまち、これがわがまち岸和田である 。

岸和田市のテレトピア計画では、 1 地域コミ ュニティの形成、 2 . 地域伝統産業の振興による都市の自立

化、 3. 丘陵地および臨海部の盤備、の 3 つの目標をかかげている 。

これらの目標を達成するため、すでに放送開始している C A T V 、電電公社( 現 ・N T T ) が推進している

1  N  S 、キャプテン等を活用して、地域、産業、行政が一体となって情報ネットワークの精築を図っていく。

関西国際空港による国際化、市民の高齢化などにも対応し、来るべき高度情報社会の21世紀を展望するまち

づくりの第一歩である。

もっとも高度情報化といっても、どのニュー ・メディアがこれからの社会にうまく適応しうるのか、まだま

だ不透明な様相を残し、地域の情報基盤箆備は今後の進展状況によるところが大きいことから、岸和田のま

ちづくりにマッチするシステムの開発、研究が、高度情報化への重要なファースト ・ステップとなろう。

紙面の事情もあって詳細に述べられないが、情報といつことでは、光と彩を十分みつめながら進めてゆかね

ばならないものと考えている。 (文資 ・三田忠雄/ 岸和田市企画部企画課計蘭係長)
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東生駒のハイオービス 奈良県生駒市

テレビ媒体の弱点は、番組が一方的に送られるだけで、利用者は

ただそれを見る以外に何もできないことである 。受信者は直接番

組に参加することもできないし、まして、希望する番組を注文す

るなどとい うことはできない。つまり、日常の会話のように、送

り手と受け手との聞でやりとりのできる双方向性を持 っていない

というところにある 。

ハイオービス ( Hi - OVI S) は、このテレビの欠陥を補うものとし

て、 ( 財 ) ニューメディア開発協会によ って開発された、双万' " 日11

の有線テレビシステムである 。 このシステムでは、全立. ; t i j 末にそれ

ぞれテレビ受像機のほか、テレビカメラ、マイクロホ ン、キーボ

ードが備えであり、各端末とセンターの問は、光ケープルによ っ

て 1 1 で結ばれている 。利用者は、キーボードで番組を選択し

たり、リクエストしたり、ア ンケートに答えたりする 。 また、マ

イク ・カメラを使 って自宅にいながら、スタジオや他の家の人々

と会話を交わしたり、番組に出演することもできる 。

ハイオービスは、奈良県生駒市て¥近鉄東生駒駅周辺の 156 戸の

一般家庭と、市役所・学校など公共施設 7 ヵ所を対象に、昭和53

年 7 月以来運用実験を続けている 。内容は、番組型と非番組型に

大別されるが、番組型には再送信 ( V H  F  6波、 UHF 3 波、衛

星放送l i . 皮) 、自主制作番組、リクエスト応答サービス ( 動画番組

71本、文字画・静止画番組各40極煩が常時準備され、 24時間リク

エストに応える ) などがあり、非番組型にはホームショ ッピング

・ノ〈ンキング、セキュリテ ィーサービスがある 。

ハイオービスの出現によ っ て、地域住民は単に ｾｷ な情報やサー

ビスを受けられるようにな っただけでなく、住民同士が意見や情

報を交換する場が与えられ、自分遥の住んでいる地域についての

知識・認識が高まるとともに、知人が増え、相互の符合・理解が

深ま った。結果として、利用者の地域に対する愛靖、住民への1111

間意識、 一体感の高まり、地域の活動 ・催し への参加意志の航極

化など、コミュニティ意識の変容が顕著に現れ、具体的には、自

治会、 子供祭り、主婦の会誕生のキ ッカケになるなど、コミュニ

ティの形成に大きな力とな っている 。

50 

( 協会発行「ニューメディ 7' 83J 、 京大新聞研究所ニューメディ ア研究会制 r C A T V

とコミュニティ意地 IVJ 参照)

( 文' a ・後藤章太郎/ 財団法人ニュー メディ ア開発協会開発本部業務部長 )

志木ニュータウン 埼玉県志木市

志木ニュータウン計画は、志木市が、同地区周辺の乱開発、スプ

ロール化の事態を憂慮し、区画聖在宅E方式によ って開発する予定で

あ ったが、これを民間に委ねることになり、昭和45年 7 月、民間

デベロ ッパーによるコンペ方式を保用し、市との基本協定が結ば

れて、昭和53年にスタートした。

計画地は、志木市の西南端にあたる閑静な平坦地で、周辺は、柳

瀬川に而した北lWJ 以外は、住府専用地域として定着しており、当

開発に伴い l昭和54年に新設された東武- * 上線材1I瀬川駅が玄関口と

なる、理想的な環境に忠まれた地区である 。

ニュータウンの織成は、 A - G住区の計 7 住区、全66僚の住宅を

中心に、情報サービスの中継となる鹿品ビルのほか、公闘、学校、

スポーツ、医療、商業施設等が完備された街である 。現在すでに、

80%  (2500戸) の入肘が完了し、便利で快適な生活が営まれてい

る。

- 安全でレ便利な情報サービス

総戸数3085戸、計図人口 11000 人の人々がより安全に、 22かで使

利な日常生活を送るための、コミュニケーションとしての情報網

は、防災、防犯はもとより、生活に関する情報サービス対応へも

配慮がなされている 。

防災設備は、住戸からの各組防災信号が、住区ごとに設けられた

管理陳の監視盤を経由して、ニュータウン全体の防災センターへ

送信される 。 また、防犯に対しては、より身近で与民税できるよう、

各住戸と住機単位で対応できるように計画されている 。

さらに、社会的に高まりつつある情報サービス対応として、昭和

58年 4 月に完成した「鹿島ビノレJ の計画に当たり、光ファイパー

によるビル総合管理システムを線用し、ここを情報の中枢とした

設備計画も同時に進めた 。各戸へのサービスルートとして、鹿島

ビルからニュータウン内へ、情報通信用の管路をルー7 " 状に布設

し、 C A T V施設等へ接続することにより、住戸内からの各種予

約、買い物情報、団地内自主放送等の受信が可能になっており、

現在、入居者の要望に合わせてその計画が進められている 。

(文J ' ( . 白鳥恭敏/ 成仏証ll ，設株式会社主s築設計本部設備設計部技術長)

所 在 地

計 画 ・ 事業 主 体

計画・事難年度

用 途 ・ 規 模

埼玉県志木市館 1 丁目・ 2 丁目

鹿 島建 設株 式 会 社 開 発 事磯部

昭和 ＵＳ 年 ｾ ＶＱ 年Ｈ予定Ｉ

集合住宅団地 ( 35 . 5ha)

、



; 各西ニュータウン
京都市西京区

理想のまちづくりを目指して京都市が昭和44年 5 月に都市計画決

定を行い、昭和58年 3 月に新住宅市街地開発卒業として完了した

可各西ニュータウン。は、京都市の西郊、たけのこの名産地とし

て名高い大枝 ・大原野地区にあり、ニュータウンの周辺や中央に

も竹林を多く残し、自然環境に調和した株立かな竹のニュータウ

ンとしても知られている。

総面積 260. 7 ヘクタールのこのニュータウンは、昭和51年 9 月か

ら入居が開始され、昭和59年 12月末現在34，206人 (9 ，629戸) が生

活をする街とな っている 。

このニュータウンでは、現代生活に欠かせないテレビについては、

一工夫されている。すなわち 、この地域が西は摂津述山、北は西

山i A 山、東は向日丘陵に囲まれ、南は田畑が広がるとい った、ち

ょうと' 京都盆地を縮小 したような地形であったため、高層住宅の

建設等の影響をも含め、テレビ電波の受信状態が危ぐされた。 そ

こで、有線放送を採用したのであるが、放送卒業の特殊性から、

地元新聞社等の協力を得て、洛西ケーブルビ ジョン株式会社( 略

称 : R  C  V ) を主体に運営されている。

そのシステムは、ニュータウンの最高地である束緑地に受信基地

を設け、生駒山や比叡山等からの屯波を受信し、地中に埋設した

同剥lケーブルで各家庭に再送信するほか、自主放送番組を作成し、

空きチャンネルを利用してニュータウ ンの身近な話題を提供して

いる。屯話によるビデオ番組のリクエスト等も笑施しており、と

くに、学校だより。は好評を待ている 。

また、周辺地域との調和を図るため、ニュータウンに隣接した地

域へも送信しており、コミュニティーの育成に寄与しているばか

りか、屋外にアンテナが林立しない美しい都市景観の維持にも役

立っている 。

これからは、これらの都市機能が、住民の方々の協力により、よ

り大きくすばらしいものへと発展していくことを願 っている 。

Ｈ文 ｾ Ｎ ｊｾ ｲＮ ￟ 市計阿局計画調ＺｦｴｾＩ

所 在 地

計 画 ・ 事 喋 主 体

計画・事雛年度

用 途 ・ 規 機

京都市西京区大綬および大原野

京都市計画局

昭 和44年 ~ 昭 和58年

集合住宅団地 ( 260 .7ha、 4 住区)

ｾ＠

都 ホ テ ル 大 阪
大阪市天王寺区上本町

都ホテル大阪では、設計を村野正義吾氏に依頼して、ホテルコンセ

プトを「ハイグレード& カジュア j レ」とし、伝統的な都ホテルの

俗式と、親しみやすさがほどよく調和した新時代のホテルの実現

をめざしている。

そのために、営業部門のコンビュータ化による リアルタイムの情

報処理だけでなく、ニューメディア時代を先取りしたシステムと

して、総合ビデオシステムと新しい C A T V システムの導入を決

定した。客室はもちろん、ホテル全体に同軸ケープルをはりめぐ

らすことにより、ホテル内の名施設一 2 つの大宴会場、レセプシ

ョンホール、スカイラウンジ、ヘルスクラフ¥スタジオ機能をも

っ小宴会場等々ーが映像を通じて相互に交流できるようになる。

客室には 30チャンネルをもっ C A T V を配し、通常の再送信、衛

星放送の視聴だけではなく、レンタルチャンネルを 利用すること

により、ホテル内諸施設の映像を見ることができるし、客室にい

ながら、大宴会場、小宴会場での会談に参加することも可能で与あ

る。 また、ホテル客室にはおそらく世界で初めてになると恩われ

るが、テリドン方式の文字図形情報システム、いわゆるビデオテ

ック スを導入し、そのチャンネルを通じ交通 ・観光情報、タウン

情報等が提供される( 同ーの情報を提供する端末はロビーにも設

誼) 。 本自のお薦め料理、近鉄特急の空席状況、明日の天気予報

等々タイムリーな更新を必要とする情報が、 1 枚の画面を用意す

るだけで客室はじめ全端末に簡単に提供できるようになる 。

このような情報システムを導入することにより、従来の人間によ

る心のこもったサービスを堅持しながら、現在のホテルに求めら

れる多磁多様な機能を効率的に実現することができるのではない

か と 考 え て い る 。 ( 文武 ・ 反 問 誠/ 抹式会社都ホテ ル大阪企画 ". 伝部)

ホテル内双方向

CATVシステム

客

室

制

定

|・ぷよらンネJ暗号|

巴ZZ主主司

同軸ケープル

都ホテル大阪( 608 

室) は、上本町ター

ミナルの再開発計画

の紘となるべき施段

として、昭和58年 4

月111宣に継手された。

車、って大阪の歴史と

文化を育んできた史

跡豊かな上町台地、

その中心のよ本町地

区では、 「住める都

心」への復権をめざ

し、ホテル、劇場、

百貨庖、駐車場等の

整備が今年 10月へ向

けて進んでいる 。
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国アンケート

- 思うこと

ディ ッシュアンテナの風物詩

東京経済大学 田 村 紀 雄

きいきん近所に建った T 建設の住宅には、玄関のへさきの 2 階部

分に D B S 用のディッシュアンテナが初めからついていた。 T 社の

親会社が電機会社のためであろう。マンションの屋上に、同様のア

ンテ ナをたてて、付加価値をつけ、あるいは、イメー ジアップのた

め P R しているデベロッパーもある。公団住宅が建ちはじめた頃、

その屋上に林立する V H F 用のア ンテナは、一穫の風物詩であった。

というより、白黒か、カラーテレビか、まで見分けられるから、ス

テータスシンボルとまでいわぬまでも、一稜そこの家のふところ工

合がわかったものだ。こんごディッシュアンテナが、あちこちたち

はじめると、 「パパ、どっしてウチにないの」などと子どもに問わ

れて、回答に窮する父親が出てくるかも知れない 。

ご同輩、そこまで考えてはいまい。しかし、こうした子どものプ

ッシュが無理としても、 D B S アンテナを入れようか、という需要

増進の引き金になるわけである。

当然、これは、高層住宅では屋上の補強が、一戸建ちではデザイ

ンの変化が、建築家たちに迫ることにもなる 。

( たむら のりお 東京経済大学教妓)

- 取り組み

放送の多様化に対応する

新メテV アの開発と実用化

N H K _ _ . /  

情報化時代を迎え、放送の分野も、技術革新の進展の中で、多様

化時代とよ ぶにふさわしい転換期にさしかかっています。 N H Kで

は、新メディアが放送に対する視聴者の多様な要望を充足する有効

な手段であるとの観点に立ち 現行放送や有線系 ・パッケージ系メ

ディアとの有機的関連性も考慮しつつ、長期的見通しの上に立って、

その研究開発と実用化を計画的に推進することとしております。

現在、衛星放送は中継器の故障により、 1 チャンネルだけの試験

放送を余儀なくされていますが、本年夏期には予備機 B S  - 2bの打

ち上げが予定されており、 63年度打ち上げ予定の B S - 3 への接続

も含め、 2 チャンネルによる安定的な衛星放送サービスの充実をめ

ざしています。

文字多重放送は、 58年10月から聴力隊答者向けサービスを中心に、

ノマターン方式により東京・大阪地区で実用化試験放送を笑施中です

が、今年度中には、ハイブリッド方式による本放送が、順次全国普

及に向けて、開始される予定です。

ハイビジョン( 高品位テレビ) は、次世代の映像メディアとして

アンケート
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大きな期待を集めておりますが、今後、放送規格が制定されれば、

B S - 3 段階では実用化も可能と期待しています。

このほか P C M放送、静止画放送等についても開発・実用化を図

ってい ますが、 N H Kは、これからの新メディアを活用することに

よって 、放送サービスの多様性の確保につとめ、情報化時代におけ

る公共放送の使命を果たしていく考えです。

- 思うこと

ブランチ・オフィス・コンセプト

の重 要 性

奈 良 女 子 大 学 湯 川 利 和 一 一 ノ

交通通信技術のラジカルな革新は、産業構造、生活様式とともに、

定住様態を大きく変化させてきた。水運の発達は当時世界に稀な大

規模都市、江戸や大坂をうみだしたし、鉄道の導入は歩行者交通に

依存したその凝集的な形態を、「開いた掌J 型へと変化させてい った。

それに次ぐ自動車の導入は「掌の指の問 j を埋める自動車郊外を生

成させ、都市の問題をいっそう複雑かつ深刻なものにしていった。

いま導入が始まっている高度情報通信網は、これらの技術革新に

優る強いインパクトを与えつづけていくであろう。それは、社会の

コントロール如何によ っては 、非人間的な結果をもたらす可能性も

大きい。

私は、この高度情報通信網を人間的な定住様態の創出に寄与させ

るには、現在過度に 一点集中している業務中枢機能の集中分散によ

って大都市圏を複核的構造へ改革していくことが重要だ‘ と考えてい

る。このことは 10数年前に詳しく論じたが( 湯川利和「疎外なき都

市 ・交通システム J r21世紀の設計 2 空間と環境j 西山州三編、 1971、

勤草書房) 、最近ではブランチ ・オフィス ・コンセプトとしてふれ

られることが多くなっている。効外地区全体を業務中枢機能を核と

するいくつかの職住近接型定住クラスターへ再編成していくことが、

今後の民族的課題となっていかねばなるまい。

( ゆかわ としかず 奈良女子大学教技 ・住環度計画学)

- 取り組み

国 土 建 設 と 高 度 情 報 化

建 設 省 建 設 経 済 局 石 川 勝

高度情報社会の達成のためには、それぞれの行政と民聞が一体的

に作用し、機能していくことが重要といえる 。建設行政においても、

その政策目的である望ましい国土建設、すなわち安全性の確保、快

適性の確保、活力の維持 ・充実を図るため、高度情報化に関するさ

まざまな施策の笑施および検討を行っている 。

l  高度情報システムのユーザとしての立場から、内部事務 ・行政

( A) 情報化、あるいは情報化社会について、なんでも思うことをご自由にお書き下さい。
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サービス ・所管施設管理の業務の効率化 ・高度化を図っている一一

特殊率柄通行許認可業務システム、建設業 ・不動産業等の許認可 ・

登録業務の システム化一一

2 . 河川 ・道路・都市施設等建設省所管施設の整備・空間等の資源

について、高度情報システムの展開の坊としての提供を図 っていく 。

① 高度情報化の進展するなかで、情報伝送路 として高速道路等

の道路空間の利用が考えられる 。高速道路には、すでに全線にわた

って道路管理用の通信回線が数設されているが、その高度化とあわ

せて、全国通信ネ ッ トワークの幹線として活用しようとするのが、

「情報ハイウェイ構想J である 。 また、都市高速道路、下水道幹線

管路等を利用してネ ッ トワークを構築する「アーバ ンテレウェイ構

想」も検討中である 。

② 建設省では、安全で? 快適な通行空間の硲保、都市景観の向上

等の観点から、電力線、電話線、 C A T V ケーフソレ等について、そ

の地中化 を積極的にすすめているところである 。 これらケーブルを

一括して道路の地下空間に簡易に収容する施設が 「キャプ( C A  B )  

シス テム」である 。 キャブシステムには工費の低廉化、工期の短縮、

ケーブル類の維持管理が答易、道路の掘り返しの防止等のメリ ッ ト

がある 。

3  高度情報化に対応した都市づ くり のため、情報インフラストラ

クチャの都市施設としての位置づけの明確化、都市施設整備事業ま

たは市街地開発卒業とあわせた高度情報 システムの整備、都市内通

信網の盤備、効率的な都市運営のための都市施設管理および都市防

災への高度情報システムの利活用等を図 っている 。

4. 建設省が業務上収集 ・替積している所管行政に係る技術的情報、

建設資材 ・統計等の建設経済情報をデータ ベース化するとともに、

近年の情報公開の動きに対応するため、日本建設情報総合セ ンター

( 仮称) および河川情報セ ンター ( 仮称) を設立させるべく検討中

である 。

5. 建設省、 地方公共団体、公団、建設関連業界相互の情報通信ネ

ットワー クを形成する「建設 V A  N J の榊築についても検討をすす

めている 。

( いしかわ まさる 挫 設 省主II 設経済局情報管理室)

- 思うこと

情報管理からみた

アンノくランス

近畿大学 片 倉健 雄

情報化の大きな渦がと くに昨年頃か ら目立っ てきたようですが、

私自身はそ の分野に詳しくないので、建築生産の過程にかかわる情

報告: 避に |浪って、 明利用可能な情報を有効に利用と結びつける 。 こ

とについてふれます。

情報管理とは情報の、収集一整理一加工一帯積一検索一提供 (伝

達 ) 、という 一連の行為をいう のですが、 今 コンビュータや新しい通

信機株を活用しつつあるのは、この後半の昔11分です。蓄積とい って

( 8 ) 情報化に向けての貴所( 社) の取り組みについてお書き下 さい。

も、それは専ら文献や資料の所在あるいは 内容の概要を、データと

してファイルすることであり、検索はそれを用いて目的の原情報を、

予 isl J的に ( たぶんこれが役に立つだろうという ) 見つけ出すことで

す。

しかしながらこの部分は、今まさに新し いすぐれた手段が先行し

て、 中l床がまだ十分でないといっ状態だと 恩われます。何 をどこま

でファイルするか、どこまで入れておけば役に立っか、そのための

加工をどうするか、果たしてどれだけ使われるか 、経済性は、デー

タのメンテナンスをどうするか 一等々 。 しかも、これらを大規模

に行うためには多くの人の手によらなければならないので、作業の

標準化が必要ですし、汎用性を高めるための方策、たとえばキーワ

ードの整備とい ったことについても、準備不足だといえるでしょう 。

これらについて、より多くの要求に 100 % 応えることを考えたら

おそらく対応は不可能でしょう 。80点主義をとるべきだと思います。

それよりも原情報が利用可能な状態にな っているかどうかの方が

もっ と重要でレ、それが適切に伴っていなければ、情報管理は空回り

になります。そのための方策が意外に軽視されているように思えて

なりません。全体としてみると、ベースの仕事が取り残されたまま、

時流に乗 った手段が先行しているので、早くそのバランスをとる方

策を講じなければ意味がないと思います。利用側が望む原情報を盟

詰にすること、それを探すことと入手する ことが両方ともスムーズ

に行えることが必要なのです。

情報は、 利用する側の認識と意慾によ って価値が決まるという側

面を持 っています。情報化社会というのは 、むしろそのような方向

への緩やかな変革こそが期待されているのではな いでしょうか。

( かたくら たけお 近畿大学理工学部助教授 )

- 恩l うこと

地域の情報化はソフト面から

三菱総合研究所 谷 明 良

地域社会の情報化を推進していく鱗想として、通産省のニュー メ

テ'ィ ア ・コミュニテ ィ構想、郵政省のテレトピア構想、などが注目さ

れている 。 これ らの機恕に関連した地域の情報化計画調査を実務レ

ベルで担当している立場から、地域の情報化を推進する上での課題

を述べてみたい。

ニューメディア ・ブームは、 シー ズ ( 新技術) 中心で語 られてお

り、利用仮IJ がそれを何にどう活用するかが現在関われている 。 1

S の笑験がその意味で注目されているのである 。

ニューメディアの笑用化を考える際の最大の壁は、コ ス ト問題と

なろう 。ニューメデ ィアを導入することによ って得られる便益が費

用を上まわれるか否かが鍵となる 。すなわち、シー ズ面を参考にし

ながらニーズを分析してい くことこそが地域の情報化計画の基礎と

なる 。費用を負担してま で情報サー ビスを受けたいとい うサービス

は何なのか、サービスを受けることによ ってどのような問題が解決
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され、その効果がどの程度のものであるのか 、サービスを受けたい

と考える利用者は誰なのかといった検討が不可欠といえよう。

その意味で、地域の情報化はソフト面から出発すべきテー? であ

る。実需要の将来展望を描き、その展望の下で、ハードとしてのニ

ューメディアをどのように段階的に整備していき、その上にソフト

ウェアとしてのアプリケーションを花聞かせていくかを検討するこ

とが肝要といえよう。

( たに あきら 株式会社三菱総合研究所社会システム部第二社会技術システム室長)

- 取り組み

総合的有機的な展開のために

法律の制定を一 通 産 省一

通 商産 業 省 機 械 情 報 産 業 局

情報化は、産業、社会の活力の維持、活性化と経済発展に貢献す

るばかりでなく、国民生活全体の向上をもたらすものである。この

ため、通産省としては健全な高度情報化社会の実現に向けて、

①ソフトウェア生産工業化システムの構築等ソフトウェア危機へ

の対応

②第 5 世代 コンビュータの開発等情報関連技術の研究開発

③聞かれた産業の円滑な情報化の推進

④情報関連機器 ・システムの相互運用基盤( インターオペラビリ

ティー) の事在保

⑤ニューメディア ・コミュニティ構想等注域情報化の推進

等の地策を積極的に推進していくこととしている。

また、以上の施策を総合的かつ有機的に展開するため、情報処理

の促進に関する法律( 案) を制定( 情報処理振興卒業協会等に関す

る法律の一部改正) し、情報化の健全な進展を図ることとしている。

また、半導体集積回路の開発等を促進するため、半導体集積回路

の保護に関する法律( 笑) を制定することとしている。

Ｈ文 ｴｾ . 伊藤敬幹/ 通商産業約機械情報産業局電子政策課)

- 思う こ と

情 報 通 信 システムは都市の

来庁しい イ ンフラか

日 建 設 計 浅 野 誠

情報化の進展は、都市の形態や土地利用にどのような影響を与え

るのであろうか。ニューメディアと呼ばれる情報通信の多様なシス

テムが、都市の新しいインフラストラクチュアになると言われてい

る。それは一種の新興宗教のように私に信仰を迫ってくる。情報化

は進展するであろうが、それによって街はどう変わるのか、どんな

街づくりが可能なのか、具体的なイメージの浮かばないいらだち。

かつての新産業都市、そして学術研究都市、テクノポリス、今テ

レトピアとニューメディアコミュニティ。

街づくりという目で見れば、前三者と後二者では明らかに違いが

ある。前三者は街の主要な機能が計画論の中心であったのに対して、

後二者は、その街が何を主要な機能とするかは問わないという点で

ある。この点を考えると情報通信システムは道路や下水道と同じよ

うに、インフラストラクチュアとして認めてもよいようだ。

しかし、冷暖房システムにおける個別方式と集中方式( 地域冷暖

房) の関係のように、個別方式の技術革新がコストダウンを実現し、

新しい情報通信インフラの整備を不必要にすることはないのだろう

か。

通信障害の排除と通信コストの低減を企業誘致のポイントにして

いるニューヨークのテレポート。日本でも、インテリジェントビル、

インテリジェントシティが企業誘致のポイントとなる時代が早急に

来るのだろうか。

( あきの まこと 株式会社口建設計大阪本社都市計画部副部長)

- 取り組み

神戸研究学園都市における

C A T V事 業

神 戸 市 開 発 局 高 野 昌 郎

神戸の都心から約12kmの、神戸市西区の丘陵地に、大学をはじめ

とする研究 ・教育施設と良好な環境の住宅地を一体的に整備し、研

究者 ・学生と市民が自由に交流できる魅力ある都市空間を形成する

とともに、神戸の学術・文化の核とするため、神戸研究学園都市の

建設を進めている。この学園都市は、静かで文化の香り高い環境の

「学研のエリア」と良好な「住環境のエリア」、 市民と学生の交流

する「やすらぎとにぎわいのあるエリア」とで構成され、計画面積

380 ha、計画人口 2 万人であり、 60年 3 月に入居が開始される 。

l  市民の生活の利便に供ーするとともに、研究者、学生と市民が交流する空間

2. センター内地設は、 60年夏開催のユニバーシアード神戸大会ではゲート、式

典広場、手IJ 使泊設等選手村の中心脇設としてヰIJm，される。

3  施設内容

①コミュニティプラザ②カレッジモール ③紙広場 ④駅前広場 ⑤ 商 業 ビ ル

アンケート ( A) 情報化、あるいは情報化社会について、なんでも思うニとをご自由にお書き下さい。
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この街に隣接する神戸総合運動公園をメイン会場にして、 60年 8

月に世界の若者の祭典、ユニバーシアード神戸大会が開催されるが、

大会の選手村には研究学園都市があてられ、大会期間中すでに建設

の進んでいる C A T V施設を利用して、選手・役員むけに競技予定、

ニュース、音楽、日本の紹介等の自主政送が行われる。

神戸市はかねてより、魅力あるニュータウ ンづく りの一環として、

情報化時代に対応するとともに、地域コミュニティの育成を図る目

的で都市型 C A T V の計画を検討してきた。ユニパーシアード大会

の自主放送を契機に、 62年度を事業開始回線として、 60年10月から

C A T V 自主放送を実験的に行う。この実験自主放送をふまえて、

将来はホームセキュリティ等の都市型サービスをはじめ、ペイチャ

ンネルなど多チャンネル化をはかり 、市民のニーズに応えるととも

に、高度情報化社会にふさわしいニュータウンにしたいと考えてい

る。
( たかの まきお神戸市開発局計繭J ! 長)

- 取り組み

ニューメディアに企業が

取り組む場合

三 井 不 動 産

ニューメディア騒ぎも、一段活といった感じめ昨今ですが、本来、

メディアとは、情報を伝達するものであって、それが新しくなり、

稜々な情報伝達が技術的に可能となっても、そのメディアに対する

ニーズがなければ、世の中に定着しないのであり、まさに、技術的

に可能なこととニーズがあることとは別なわけです。その意味では、

高度情報化社会への変化は、まちがいなく進行していると思われる

ものの、話ばかりが先行していた状況から、実体をともなった本来

のペースに戻りつつあるのだと思われます。

そうした基本認識の上で、当社のニューメディアに対する取り組

みは、誌が閲ピルの 1 N  S 化への研究、J . ! ミ京 ・三鷹 1 N  S 実験への

参加、各車fi ニューメディア関連会社への出資参加、三井ク' ループお

よび業界内の研究会等を通じて、高度情報化社会への動向と見通し

に対して、常に注意を払っているという状況です。

( 文武・上向弘嗣/ 三 }F不動産体式会社システム雫)

- 取り組み

電気通信の自由化・ 高度 化

を柱に - 郵 政 省一

郵 政 省 通 信 政 策 局

今回、わが国の経済社会は、国際化、成熟化、高齢化という大き

な流れの中で、 21世紀へ向け、工業化社会から高度情報化社会へと

急速に移行しようとしている。 1 S  D  N  ( サービス総合ディジタル

網) に代表される通信ネットワーク技術等の情報通信技術の飛躍的

( 8 ) 情報化に向けての貴所( 社) の取り組みについてお書き下さい，

進歩によりもたらされる高度情報化の動きは、今後の経済社会の長

期的発展への原動力として、大きな期待が寄せられているところで

もある。

その中で、電気通信は時代先導的な役割を担うものとして、その

政策のあり方が、 21世紀へ向けて望ましい社会を構築する上で重要

な鍵となるものと考えられる。

以上の点を踏まえて、郵政省としては、高度情報化社会を、つぎ

のようなパフォーマンスを得られる社会とすべ〈、電気通信政策を

展開しようとしているところである。

①人間中心の豊かな国民生活の実現

②効率的かつ活力ある産業構造への転換

③地域社会の自律的発展の促進

@ 国際間の連帯と協調の促進

具体的には、つぎの 3 点を中心に展開している。

①屯気通信事業の自由化

②屯気通信の高度化一一長期的指針の策定、新規参入の促進、基盤

技術研究開発の促進、ヒューマンウェアの検討一一

③地域における情報化一一テレトピア構想の推進一一

( 文武 斎 藤 一 雅 / 郵 政 省 通 fJ 政策局ぷ米引コミュニケ- ; / ョンモデル都市消必推進室主先)

- 思う二ヒ

この記号化していくなかで

京 都 大 学 人 文 科 学 研 究 所 富 永 茂 樹

たとえば周囲でさまざまな機器が普及してゆくのをぼんやりと眺

めながら、いずれ自分はこの変化からとり残されるのではないか、

などと考えたりすることがあります。しかし、どういうわけかそれ

が不安ではなく、したがって何とか変化についていこうという気が

おこってきません。とりたてて流れに抗っているわけではなく、た

だ怠惰なだけのことで、要するに今のところはこれまでどおりに紙

と鉛乍とがあれば、生活してゆけるからです。

ただ、いわゆる情報化が進むなかで、それがわれわれの精神のあ

りようや人間関係をも変えてゆく、すべてが実体のない、何かふわ

ふわしたものになりつつある。しかもこの変化は、ねのように情報

化の流れとはほとんど無紋のはずの者まで巻きこんでいる、という

印象があって、こちらは多少気がかりです。恩恕界の流行で言うと、

実存主義から構造主義へ、さらに記号論へという「知」の万向も、

この変化とどこかでつながっているのではないでしょっか。

この点ではいささか抵抗を試みてみたいけれども、しかし、どの

ように抵抗すればよいのか一一これもまた、あらゆるものがディジ

タル化し記号化してゆくなかで、きわめて見えにくくなってきてい

るようです。積極的な抵抗はむずかしい。とすれば、やはり怠' 附に

身をまかせて、できるだけ流れに乗らないことも、あるいは何らか

の立 l床のあることなのかもしれません。

( とみなが しげき 京都大学人文件q: 研究所助教綬)

アンケート
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固資料

情報システム・キーワード30

-
E 去五盈温 s t  

衛星通信 - 人工衛星の中継によって行われる無線通信

をいう 。特質として、 ・通信可能区域が広域

であること、 ・地理的障害に左右きれないこ

と、 ・通信地点問距離に関わりなく、通信コ

1  1  スト、通信品質がほぼ均一であること、 ・地

上災害の影響をうけにくいこと、 ・広帯域( 高

速通信) が可能であること、 ・地球局の建設

により迅速な通信網の建設が可能なこと、な

どが挙げられる 。

. 情報をレーザー光の強弱に換えて伝送する、

光通信の媒体となる髪の毛ほどの細いガラス

繊維。光ファイパーによる方式は、伝送可能

な情報量が多いこと、信頼性の高い長距離回

線が可能なことで、従来の同軸ケーブルに替

わる通信路として普及しつつある 。将来の家

庭等へのニューメディアの普及は、光ファイ

パー網の整備によるところが大きい。昭和60

年 2 月 8 日、幹線として 「日本縦貫光ケープ

光ファイパー

2  

/レj が全通した 。

同 軸 ケ ー ブ ル |  ・通信用ケーブルの一種 。同軸ケーフソレは減

衰が少なく 、広帯域性と双方向性の特性をも

っているので、 C A T V システムによく用い

3 1  られており、現在わが国の C A T V施設のラ

インは幹線、分岐線、分配線、引込線など、

ほとんどが各種の同組iケーブルによ っている 。

ビ デ オ デ ィ ス ク |  ・映像と音声プログラムが収録された再生専

用ディスクの総称。 ビデオディスクは、収録

されているプログラムの任意の場所にアクセ

スでき、そこが従来の V T Rに比べ大きな利

41  点とな っている 。動画のかわりに静止画を収

録すれば、片面に数万枚も収録できるので、

たとえば百科辞典のような使用法も可能にな

る。

I C カ ー ド 1 ・従来の磁気カードに代わるメモリーカード。

磁気カードは破損されやすく解読め恐れがあ

ったが、 1 C カードは安全生が高い。構造は、

51 厚さが 0. 2 mm程度の 1 C の棚上に構成し、

1  C 上に識別データを電子的に記録している

ものである 。

高 品 位 テ レ ビ | ・現在のテレビ放送 よりも走査線数を増加し、

また伝送周波数帯域を拡大し、きめ細かい鮮

61 明な画面と良質の音声を提供するテレビ放送

方式で、現在 N H K で開発中。大面積ディス

プレイでも楽しめる 。

従来のテレビ放送にくらべ、数倍の伝送周波

数帯が必要となるため、放送衛星や帯域圧縮

の技術開発に期待がかかっている 。 また、都

市内では有線分配方式も考えられる 。

高 品 質 音 声 放 送 | ・ P C M変調方式による音声放送のことをい

い、アナログ信号の音声をデジタル信号に変

換し送信するもの。一般にデジタル信号を伝

送すると、途中で劣化してもその再現が容易

なので、高品質の放送が可能となる 。 日本で

は衛星放送のテレビジョンの映像に付随する

音声の伝送方式があり、外国では衛星テレビ

ジョン放送用の 1 ch を独立音声放送専用とし、

同時に 10- 20c hを伝送する方式も考えられて

-E 2 $ l ! W 

データ通信

D D X  

(Digital  Data 

Exchange)  

ー デジタルデータ

交換網

I S D N  

( Integrated Servi ces 

。igital Net work)  

ーサービス総合

デジタル網

I NS  

( Informati on 

Net work Syst em)  

7  

いる 。

璽

一
8  

- 電子計算機と端末装置を通信回線で接続し

て、端末装置から電子計算機の機能を利用す

るシステム。内容は情報処理、集計、分類、

照合、検索などが主なものである。回線は、

電電公社の通信回線や利用者が需要に応じて

設置する専用回線にわかれる 。

. データ通信に適した新しいタイプのネ ッ ト

ワークで、任意の相手と高速 ・高品質でデー

タ通信を行うことができる特徴をも っている 。

回線交換方式とパケ ッ ト交換方式があり、電

電公社がサービスを実施している 。 D D Xは、

今後ファクシミリやデータ通信など非電話系

サービスの発展を支えるものとして期待され、

1  N  S 構想、の基盤整備につながる性格をも っ

ているといえる 。

・国際電信電話諮問委員会で定義しているデ

ジタル網のことで、デジタル方式により複数

の通信網を統合し、音声 ・データ ・画像・映

像等の複数サービスの総合的提供を可能とす

る通信網をいう 。 日本における 1 S  D  N化の

試みのーっとして 1 N  S 構想がある 。

・電電公社が21世紀の電気通信システムとし

て2000年の完成をめどに計画している構想。

現在の電話・電報 ・電信 ・データ ・ファクシ

可

9  

1 0  
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一高度情報通信

システム

ミリの 5 つの電気通信網を 1 本のデジタル回

線に統合して伝達速度 ・伝達量や品質を高め、

さらに光ファイパーや通信衛星を利用して、

1 1  1 家 庭 職 場 な ど を 相 互 に 結 び キャプテン

テレビ電話 ・V R S . ' i _ R送新聞 ・電子郵便な

ど多彩な情報サービスを提供しようというシ

デ ー タ ベ ー ス

ステム。

. データを整理統合し 、 コンビュータによる

効率的な検索・更新処理が可能なように、高

度に構造化された形式の情報ファイルのこと。

現在、科学技術文献情報などのようにある分

1 2 1  野の情報を集積してまとめあげ、個別のデー

V A N  

(Val ue Added 

Network)  

ー付加価値通信網

1 3  

L A N  

( Local  Area 

Network)  

一企蝶・地機内情報

通信 ネッ トワーク

1 4  

C A T V  

( Cabl e Tel evision) 

ー有線テレビ

1 5  

テ レ ビ 会 議

1 6  

タ通信などにより検索するものが多いが、ビ

デオテ ックス ・V R S ' 文字放送などの情報

提供型ニューメディアにおける提供情報ファ

イルもデータベースのひとつである 。

・機種の呉なるコンピュータや、通信制御手

順の違うコ ンビュータを、公衆電気通信卒業

者( 電電公社) の専用線を使用し結びつけ、

情報の蓄積や変換などを行って付加価値の高

い通信サービスを提供するネ ッ トワークをい

う。最大の特徴はデータを経済的・効率的に

伝送できることで、高度化されると多くの呉

種企業を結びつけた総合データ通信ネ ッ トワ

ークが構築されることになる 。

. 企業内など限られた地域内の高速情報ネ ッ

トワーク 。情報関連機器 ( 電話、テレ ックス、

ファクシミリ、データ宅内装置等) 、O A機総

( 汎用コンビュー夕、オフコン、パソコ ン、

複写機、ワードプロセ ッサ等) 、通信処理装笹

等を同軸ケーブルあるいは光ファイパーケー

プノレで結んで、高度なオフィス ・オートメー

ションを実現することを目的としている 。

. 当初、テレビの遠隔地受信が目的だ ったが、

送信線である同制ケーブルが大きな伝送能力

をもつことから、自主制作番組も提供しはじ

めた。最近、双方向 C A T V サービ ス ( 地域

情報の範囲内での ) が行えるようになり、未

来の通信 システムとして大いに脚光を浴びて

いる 。

- テレビを活用した会議システム。 まず、テ

レビカメラで資料を映し出し、出席者は手元

のテレビ受像機を見ることから始まる 。 さら

に遠隔地聞をテレビ屯話で結べば遠隔地会議

もでき、会議のための出張とい ったロスも少

V R S  

( Vi deo Response 

。System)

商像応答システム

資 料

なくなる 。現在、画面上の情報をハードコピ

ーとして引き出す方法の研究が進んでいる。

近い将来、通信衛星の活用により国際テレビ

会議も可能になろう 。

・電電公社が1977年から実験を進めている会

話型画像情報システム。広帯域の公衆回線を

利用して文字・図形のほか写真などの静止画、

動画、音声などの情報を利用者のリクエスト

1 7 1  に応じて即時サービスを行うもの。現在、ー

般家庭用汎用システムとして生活・教養・趣

味 ・レジャーなどに関する情報検索・情報案

内 ・学習システム ・娯楽ゲームなどの実験が

行われている 。

ビテ' オ テ ッ ク ス | ・電話回線を利用して、家庭会社等のテレ

ビとセンターを結び、利用者の要求に応じて

センターに蓄積されている情報を検索 ・送信

し、文字 ・図形で表示する静止画情報システ

1 8  

P O S  

( Poi nt - of - Sal es 

System)  

1 9  

テ レ テ キ ス 卜

一文字多量放送

2 0  

静止画放送

2 1  

ムの一種。特徴は双方向性にあり、ホームシ

ョッピングやホームバンキングなと' への活用

が魅力にな っている 。わが国では キャプテン

システム ( 電電公社 ・郵政省) がこれにあた

る。

・百貨応、スーパーマーケ ットなどで使われ

る売り上げ情報の収集システム。販売時点シ

ステムとも訳される 。 このシステムでは、従

来のレジスターにかえて販売部門ごとにキャ

ッシュレジスターの機能を含む P O S 端末装

置を配置する。端末装置は 、販売された商品

の品目や価格の情報をリアルタイムで中央コ

ンビュータに送り込むので、現金管理や在庫

管理が容易になる 。

・文字や図形情報などの信号を、テレビ電波

のすき聞を利用して送る放送のこと 。キーパ

ッ ドを使って、文字や図形をニュース速報の

テロ ップのように画面上に映し出したり、テ

レビの画面を消して文字や図形情報を画面に

映し出すことができる 。聴力障害者のための

テレビの補完利用もできる 。 ビデオテ ックス

と類似したシステムだが、ニュースなど速報

的要素の大きい生活情報にはテレテキストが

より適している 。

静止画像と音声で構成された静止画番組を、

通常のテレビ電波で送るもので、静止画に限

ることで、同時に 50種類前後の番組を音声と

ともに放送することができる 。視聴する場合

57  



資料

. M C A システムは主として業務用として用

いられる新しい通信万式で、多数の利用者が

複数の無線チャンネルを一定の利用秩序のも

とで共同利用する周波数の利用効率の高い陸

上移動通信システム。従来の簡易無線や各種

業務無線は局数が増加し、チャンネル割り当

てが困難な状況である 。 このため M C A運用

.241 が開始された 。

一方、パーソナル無線は M C A と同等の機能

をもっと考えられる。通信エリアは M C A よ

りやや限定されることになるが、商庖の配達

程度なら十分笑用になる 。無線機の価格や運

用資もはるかに安価でい、かつ無資格で利用で

きる 。 このため、 M C A はパーソナル無線に

移行するとも考えられる 。

・車両位置等自動表示システム。都市内に分

散して置かれた無線設備、車両に搭載された

無線設備および配11:': センターに誼かれた無線

ファクシミリ /

電子新聞

. 2. 2 

緊急警報放送

シ ス テ ム

( Emergency 

Warni ng Syst em)  

.23  

M C A シ ス テ ム

( Mul t i - Channel  

Access System)  

/パーソナル無線

A V M  

(Automat i c  Vehi cle 

Monito円ng)

は、テレビ受像機にアダプターを 付け て、希

望する番組を選択する 。記録装置を取り付け

れば記録も可能である。必要なときに静止し

た状態で視穂できる点が特徴で、 C A T V な

どでの生活情報などへの利用が期待される 。

. 文字や画像を細かい点に分解して、これを

電気信号に変換して伝送し、受信側で再び元

の文字や画像を紙面上に再現させる通信方式。

用途は、通信社から新聞社への記事や写真の

伝送、航行船舶への新聞紙面や気象図の伝送、

社内での文啓の交換などきわめて広い。また、

情報をテレビ屯波のすき聞に重ねて放送、デ

ィスプレイ表示するものをファクシミリ放送

という 。電電公社では屯話回線を利用したフ

ァクシミリサービスを ff っている 。

ファクシミリなどのメディアにより、家庭に

直接伝送される新聞を屯子新聞という 。

・緊急、放送が行われることを予告する軍事報シ

ステム。人命や社会生活に重大な影響を及ぼ

す大地長や津波などの予知 ・笹戒情報を、視

聴者に迅速 . ｬｩｾ ｩ 笑 に送り届けるための手段 。

放送局からの特殊なデジタル信号によ って、

受信機のスイ ッチを自動的に入れ、予告 ・笹

報音に続いて緊急情報が流れるようにな って

いる 。 この場合、緊急笹報信号の受信装置が

必要である 。昭和60年には笑現化にふみ出し

ている 。

出典 「ニューメディア 白砂J ( 日本情報通 fll 振興協会緬 )

「ニュー メデ ィア 用語僻典J ( 日本政送出版協会嗣 )

「ニューテクノ ロジー百料J ( P  H  P 出版 )

.251 設備等、相互間の無線通信によって率両の現

在位置を配車センターへ自動的に表示するシ

ステム。

電子郵便 . 郵便の情報内容を電気通信手段を用いて送

り、宛先の郵便局で得たハードコピーを、受

信者へ配達するサービス 。電報より遅いが、

速達よりは速い郵便システムである 。将来、

電子による伝送区画を拡大し、発信人 ・受信

人の宅内装置閉まで直接的に伝送を行う完全

エレクトロニクス化す るようになることが考

えられる 。

.26  

-ｐｾ ｟ｮ， ｝Ｓ＠
昌

一

有線都市 1  ・ C A T V の普及が進み、都市全体が有線テ

(Wi red Cit y) 1  レビ綱で結ばれ、各家庭では多数のチャンネ

ル容量をもっテレビ受像機を利用して、通常

.271 のテレビ番組のほか、自治体などの各種情報

やコミュニティのニュース、医療、ショ ッピ

ング、レジャー、気象などの情報を日常生活

に利用することができる 。

. 郵政省による構想。ニューメディアの普及

と地域の発達を図ることを目的とする 。光フ

ァイパ一等幹線系高速デジタル綱による中央

・地方の緊密化や地域 1 N  S 、双方向 C A T

V 、キャプテンシステム等各種ニューメディ

アの全国普及、およびそれらによる地域振興

等未来型コミュニケーション社会の実現のた

めのパイロ ッ トモデルとして、昭和59年度に

全国 10ヵ所のモテe ル都市を指定した。

テ レ ト ピ ア 構 想

ー未来型コミュニケー

ーションモデル都市

.28  

ニ ュ ー メ デ ィ ア | ・通産省による構想。高度情報化社会のニー

コ ミ ュ ニ テ ィ |  ズに適合する情報システムの開発を目指すこ

構 想 !  とを目的とする 。モデル都市において、流通

.29 1  ・金融などの産業情報システム、防災 ・医療

などの社会情報システムを卒業化できるよう

設計開発、実験などを行うもの。現在モデル

都市を選定中。

ニ ュ ー メ デ ィ ア | ・建設省による構想。実用化段階に入りつつ

シ テ ィ 構 想 |  ある 1 N  S や C A T V等の各種高度情報通信

システムを採り入れた新たな都市開発、都市

3 0 1  の再開発の推進を目指す。それは東京や大阪

とい った一点集中型の都市形成を分散させ、

新たな「絞都市J を開発 ・育成することがね

らい。昭和60年度に本格的スター卜の予定。

ベ
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施工材料の頁o  ゴ

1 2 6  

建設ロボット

岡 田 善 弘

機械とエレクトロニクスが一体化した産業用ロ

ポットの急速な普及が、産業界にロボ ット革命を

引き起こ しているが、そのi皮は建設工事の分野へ

もあ、しよせてきている 。

すでに自動車、電機、電子工業の分野では、ロ

ポットを中心にした工場全体の自動化、 F A化 ( F-

actory Aut omat i on) が進められている。建設業に

おけるロポット化の目的は、顧客の要求を満たす

品質の建物や精造物を、より早〈、より経済的に

提供することにある 。すなわち、ロボ ット化は、

品質のバラツキの少ない安定した施工、高い能率

による工期短縮やコストダウンを可能にし、作業

員を危険作業や苛猷な作業から解放して安全性を

向上させる 。

企写真1

建設ロボッ卜の特徴

ジャイ ロコンパス、走行距離センサーを用いた自

立航法装置により、自分の位置を認識し、走行経

一般のメーカー産業のロポ ッ トは工場内に固定 路とのずれを自動調整しながら、無軌道で走行で

きれ、単純な繰り返し作用をするものが多い。っ きる。

まり、ロボットは移動せず、生産ラインが移動する。

一方、建設工事用のロポ y トは 、建物は移動しな

いのでロポ ッ トが移動する必要がある 。 また、屋

外など厳しい環境条件で使用できなければならな

い。 このことは建設工事のロポット化を困難にし

ている大きな要因である。

本号では、鹿島建設が最近開発し、現場で実用

化を図 っているロボ γ トのいくつかを紹介する 。

これらは 、いずれも移動するロボ γ 卜であるが、

その移動する場面のパター ンから言 ってプロトタ

イプと呼べるべきものであり、今後さまざまな用

途への発展を考えている 。

コンクリート床仕上げロボ ッ ト(写真 1 )  

床のコンクリー卜打設後、 It . ぽ平滑に予定均しを

したあと、コンクリートがまだ完全に固まる前に

表面を完全に仕上げるロポ ッ トである 。強度が十

分でない生固まりのコ ンク リートに走行跡( わだ

ち) をつけたり過度な輪庄がかからないように、

軟らかい平面に適したローラー走行を開発した。

このロボ γ 卜は、走行しながらアームに取り付

けたトロウェル( 回転ごて) を左右に動かし、コ

ンクリート面を熟練工並みの平滑精度に仕上げる。

V 写真2

重量鉄筋配筋ロボット (写真 2 )  

原子力発電所の基礎は、太径かつ長尺の鉄筋が

数多く何段にも配置される。この配筋作業はすべ

て人力により行われている。たとえば、直径38mm、

長さ 8 mの鉄筋は 1本の重量が 100 kg を越え、 5

- 7 人の作業員が足並み揃えて配筋の上を運んで

いる 。 多くの作業員が必要の上、苛酷で気配りの

多いf乍業である。

このロポットは、 20本の鉄筋を搭載して配筋の

上を走行し、所定の間隔で自動的に配筋を行うも

のである 。鉄筋を左右に機送りして、鉄筋の継手

位置をずらしたチドリ自己筋や、鉄筋の向きを変え

て放射状に配筋することもできる。また、腕の部

分を交換して壁の差筋や縦配筋も行える。

このロポ ッ トにより 40- 50%省力化でき、配筋

速度も1 . 5分/ 本なので、配筋工事の10%工期短縮

ができる 。

タイル仕上げ等のはくり検知器( 写真 3 )  

一建設省技術評価認定を取得一

従来、外壁タイルの付着状態を診断するには、

人がハンマーでタイル面を軽打し、その発生音を

聞いて付着の良否を判定しでいた 。

鹿島建設では、昭和49年から従来の入手による

打撃を機械化した装置の開発実用化 を行い、これ

までに40件近くの外壁調査を実施してきた。新し

く開発した検知器は、従来器の欠点を改良し、検

知精度を向上させたもので、昭和59年建設省の技

術評価認定を取得した。

この検知器は、屋上に設置された吊り下 If 移動

部、壁面上を自動走行する打撃部、地上に設置さ

れた制御部、はく離判定部、データ処理部から構

成されている 。

はく離判定部には打撃音の波形分析器と音声認

識の原理を応用したマイコンを内蔵しており、タ

イル面を打撃した応答音の最大振幅と周波数特性

の二段階ではく離を判定することから、高い検知

精度が得られる 。

はく離箇所を発見すると、マイコンからり、ク

リ" とアウトプットされ、それと同時にはくり位

置を自動的に記録できるシステムになっている。

( おかだ よしひろ

鹿島建設株式会社大阪支底建築部工務課長
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し、設計耐力をかなり下まわる数値を示した

のである 。 ( ボーリングデータでは N5 0近い)

さらにその下部を調査するために掘削を始

めたところ、 - 26. 7m( わず、か20cm) でボーリ

ングデータには全然記録のない写真 1のよう

な火山灰層が出で、 l 目 3 mの層をなしていた

のである 。 - 2 6 .5 mの載荷試験で沈下量の大

きい原因が、これによ って判明したので、そ

れより1 . 2 m掘削し、ー29mで第 2 回目の載荷

試験をしたところ、 250t/m' の載荷で4.225mm 

の沈下しか見なか った。設計耐力 180t/m' を

十分満足することができたので、載荷試験を

中止したのであるが、 - 3 0 m- - 3 2 mの聞に

N値が10以下という不安もあ ったので、 - 3 2

m まで掘削をしてみたところ、 - 2 9 mの第 2

回目の載荷試験のときの土丹層と全く変わる

ところがなか ったのである 。ボーリングデー

タには 2 mもの層厚の粘土質中砂に、浮石、

障害が混入などと記録されていたが、これらも

蔭も潜めてなかったのである 。 この工事は、

本省工事で、監督者も孔内に入札また横浜

市役所の方々も孔内に入 ってその事実を確認

して驚いていたのであるが、該当調査業者に

連絡をして参考に見られることを薦めたが、

全然見に来なか ったのである 。横浜市では年

間平均30現場くらいの基礎工( 機械掘深礎工

法で) を施工するが、 15現場くらい、約半数

はこのような地質に逢着すると見てよい。

であるとすれば、 アース ドリルとか、リパ

ース工法で施工したとき、どのような結果が

生じるかは自明の理である 。ベノト工法では

掘削残土で地盤、地質が判明できるので危険

性は軽減する 。 この工法は、機械掘深礎工法

で、くいの シャフ卜昔11分をオールケー シング

工法で掘削し、礎底の拡大を人力( 深礎工) で

施工する工法であ った。載荷試験をして 180

t/m' の耐力を取 っていたのであるが、アース

ドリルとかリパース、 べ ノト等が、載荷試験

もせず、平均 250 t/ ばを取る工法との信頼性

の差は大きいのでないかと思うのである 。

*  
〔例 2 ) 恐ら く東京中の設計者も、ゼネコ

ンも、あるいは基礎業者でも想像もしていな

かったであろう例を挙け.てみる 。東京都の台

東区東上野での工事現場であるが、ボーリン

グデータでは GL - 1 0 mから - 1 6 mまでが暗灰、

細砂とな っていたが、実掘削によると、 G L

- 1 0 mから - 14. 5mまで実に 4. 5 m という層

が世 2mmからs 6 5  mmくらいまでの白色の火山砂、

小礁からな っていたのである 。( 紙数の関係で

データ表示を省 く) そしてこの浮石は孔内水

位 3 mまで浮上して水中で層をなし、揚水ポ

ンプの吸引部に付着するため、揚水すら不能

に陥 ったのである 。設計上は、この浮石底の
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基礎工事の問題点

克己北中

鯛査地点備浜市中区山下町

標高 : TBMO. I Om、孔内水位・ - 3. 30m

図 1 土質柱状図

( ポー リングデータ 応用地質の翻査に よる)

写真 1

上端のケーンノグチュープ以下 に見 える 向色の部分

が火山灰の層である。下端の黒色の部分が土丹精 (悶

結 シル ト) で、 250l /m' 出 た地 盤 である。

問題の地質例

〔例 1) 繍浜方面では土丹層内に火山灰層

が含まれている場合が多く、至る所とい って

もよい。例を挙げると、 図 1 で示すポーリ ン

グデータによ って、当初は GL - 2 6 mを支持点、

として孔内における平板載荷試験をしようと

したのであるが、地盤が軟弱なように思われ

たので、 - 26. 5mまで下げて載荷試験をした 。

そこで、 161t / ばの載荷で、沈下量8. 815mmを示

場所打ちぐいが既製ぐいを凌潟して久しい。

アースドリル工法、ベノト工法、リパースサ

ーキュレーション工法、そしてリパースの拡

底ぐいが主戦場に踊り出ている感がある 。深

礎工法のような人力によるものは、蔭を潜め

ているが、これでよいのだろうか。実務家で

ある筆者は憂うるのである 。 もちろん機械化

を否定するものではないが、なぜ機械化され

る基礎工を憂うるかというと、学 ・業界の方

々が未知の世界である土と水をあまりにも画

一視していることと、機械化されたために安

易に施工しているからである 。 たとえば地質

調査にも問題がある 。 しかし調査の機械器具、

調査法なども現況においては最善最良のもの

を使用し判断しているのであろうが、以外と

当てにならないからである 。筆者は過去に 2

回ほど、このf牛を雑誌「建築技術」等で主張

したが、調査業者は実行しようとしない。

未知の世界を探究しているのであるから、

その結果が当否いずれに出ても止むを得ない

ことだが、自分の調査 ・報告したものだけで

も追跡調査をして、判断、反省の資料を求め

てもらいたい、と主張していたのである 。 し

かし梨の磯で、追跡調査をするような業者は

一社も出ていないようである 。 まことに重大

な任務を帯びて施工に当たる業者としては、

残念なことであるが、これについては学 ・業

界にも大きな責任があると思うのである 。 な

ぜならば、地質調査に対し寛大で、当たらな

くてもしかたがない、というような考えを待

っているからである 。

それでは、どのような問題が、あるかを二、

三提起してみる 。

建築 と社 会 ハ 985年 4 月号6 0  



- 14. 5m、N値50の 地 点 を 支f寺点としていた

のであるが、ポーリ ングデタータの{ 布さをまざ

まざと見せ つ けられた{ 列であ った。

牢

〔例 3 ) 宝 塚 市 の 中 山 桜 台 で も 、 昭 和54年

の第 1期工事から 2期、 3 期 と 延べ 253本、

6. 491 mに及 ぶ宕 盤 掘 削 の 機 械 掘 深 礎 工 法 を

施工して、 60年 1 月16日から第 4 期 の 工 事 に

入 る 例 が あ る が 、 定 盤 そ の も の の 質 の 選 定 は

孔 内 で 目 視 調 査 を し 、 強 度 を 確 か め て 純 工 す

るのである 。茶 褐 色 の 頁 岩 で 、 当 然 Nfl直は50

以 上 出 て い る も の で も 、 山 岳 、 峡 谷 地 の 高 層

マ ンション 建 設 の た め に は 亀 裂 を 持 つ も の を

遊け、緑灰色の/ j ( 性岩に根入れをしたのであ

る( 写真 2 ) 。設 計 者 と 施 工 者 は こ の よ う に 協

力 し て 不 安 を 遊 け な け れ ば な ら な い。

牢

ト

〔例 4 ) 静岡県下田市の基礎工の施工では、

平均 GL - 1 4 . 9 mを支持点と定めていたが、

設計者が不確定な地層であることを心配して、

施 工 と 同 時 に 試 験 ぐいを 2 本掘削したところ、

予 想、が的中して、ボーリ ングデー タでは N値

50以上の岩盤が弱い上、宕質は相違するが、

例 3 の 写 真 2 の よ う に 亀 裂 の 多 い 岩 悠 で あ っ

た た め 、 本 当 た り 約 6.4 m にも及んで、軟弱

岩 盤 を 掘 り 抜 い て 硬 岩 層 に 2 m余り恨入れを

したのである 。( 設計f J 寺の総掘削mは 715. 5 m 

であ ったが、実掘削mは1 . 022. 47mとな った)

牢

このように、北海道から沖縄、奄美大島に

至るまで、 587現場、 18，697本、 348. 181m

に及 ぶ機 械 掘 深 礎 工 法 と 、 ほ ぼ こ れ と 同 数 程

度の深礎工事( 手掘) を施工して、地質調査の

確 率 は ほ ぼ10%くらいでないかと思、うのであ

る。

本稿の目的

筆 者 は こ の よ う な 訴 え に 興 味 を 失 っている 。

なぜならば、東京で出版されている技術誌に

写真 2

中央の検尺中の所が水性岩。

時緑色であるが、周り の頁

岩の削り粉が落 ちて いるの

で茶尚色に見え る。 真上 か

ら見るので恨入れ深さは浅

く見 える。右舗 に見える の

はケーシン グチ ュープであ

る。民岩は他裂が多い。

4 、 5 回に及んで原稿を書いているし、また

単行本の拙幸子にもこのような問題点を提起し

ているが、熱心な 一部 の 方 々 が 関 心 を 持 た れ

ていることは事実で、拙稿に対する反応はあ

る。

しかし、それよりも重大な点は、学界やゼ

ネコ ンの大方の流れが、 くい施工技術、ポー

リン グ調査の技術と方法等々の、このような

問 題 点 を 無 視 し 、 設 計 と 施 工 が 安 易 に 過 ぎ つ

つあるからである 。

た と え ば 耐 力 の 取 り 方 に 問 題 は な い か 、 安

か れ 早 か れ 主 義 の 工 事 に 惰 し て よ い か 、 な ど

である 。 であるとすればどこに問題があるか、

ということをくい施工業者の楽屋から望んで、

みたい。

まず、建築セ ンターのあり方と運営に問題

はないか、ゼネコ ンが、安ければよいに惰し

て い な い か 、 く い 業 者 が 専 門 職 意 識 を 失 って

下 請 、 孫 下 読 ま で 使 って仕事をしてよいか如

何、ボーリ ング調査業者が資任調査ができる

ような意識を待たねばならないのではなかろ

うか、などであると思う 。 でなければ、 45低

年余の年月を重ねて生きつづけている地球と

いう未知の生命を利用させてもらう資格はな

いのでなかろうか。 われわれは穴( 孔) を掘り、

溝 を 造 り 、 水 の 流 れ を 止 め 、 高 層 建 築 物 を 築

造 し て 、 こ の 永 遠 の 生 命 の 上 に 瞬 時 の 快 楽 を

求 め て い る の で な か ろ う か 、 罪 深 い 人 間 社 会

の営みの中で生きねばならないために、より

謙 虚 に 、 よ り 深 く 真 実 を 求 め て 、 わ れ わ れ の

技によ っての犠牲を少しでも防がねばならな

い義務のあることを知らなければならないの

でなかろうかと思うのである 。

筆 者 は 、 興 味 を な く し て い る と 前 述 し て い

るが、本誌の編集委員の方からのお薦めを受

けて本稿を草したのである 。 い く ら か で も 読

者 諸 氏 の ご 参 考 に な れ ば 幸 せ で あ る 。

( きたなか かっみ 北辰工業株式会社代表取締役)

北辰式

機械掘深礎工法

常に場所打杭の信積性と経済性を

追求して止まない
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ｼ①日本板硝子のガラス繊維ダクト ｾ 求 め ら れ る 空 気 を 目 的 空 間 に 確 実 に 送 り 届 け る

マＢ，ｾ固噌Ｍ，ＱＮ Ｙ 守・Ｍ
求められる「温度」の空気を……

求められる「量」の空気を・…一

求められる「静かな」 空気を… …

- E孟孟'.ta....- 孟孟鑑証量・・

- 断熱性がすぐれています0

・気密性は万全です。

・静かな環境をつくります。

・圧力損失は鉄板ダクトと同じです0

・不燃材です。( 建設省認定不燃第 1037号)

日本板硝子グループ

ｾマイワ ｄ 明トシス弘株式会社
本 社/ 東京都港区新橋 1- 8- 3 住友新橋ビル9階 干 105 T EL. (03)  574- 1  788!t1:l 

札 幌 営 業 所 包 ( 011) 25 ト0221 大 阪 営 業 所含 ( 06) 222- 0330 

仙 台 営 業 所 合 ( 0222) 66- 4486 広 島 営 業 所 合 ( 0822) 64- 3245 

東 京 営 業 所 宮 (03) 574- 1788 福 岡 営 業 所n ( 092) 472- 5197 

名 古 屋 営 業 所会 ( 052) 583- 8027 

電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑能にノ

3重築自愛 月刊

圃圃十回重層+ 圃圃+ 圃圃+ 置圏直

蔽ｼ圃ｾｾ圃圃目ｾ圏直閏圃
~充実した実務家のための内容- - I  ¥ 

E 視点・随筆 業界，学会，社会，文化について，学識経験

者の見解を発表

. 新建築・新設備 注目すべき建物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界，社会のニーズにこたえる諸テーマをと

らえて，必要知識を紹介

田 講 座 建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界，社会のニーズにこたえ，時代的テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・海外ニュース，機器 ・文献ニュース

・会社だより ，研究所だより その他

|  雑誌B 5 判・ 100頁・定価1000円一一申込次第見本送付 |  

社団法人建築設備綜合協会 協会正会員募集中・年会費12，000円一申込は事務局まで

東京都中央区銀座3- 2- 19建築会館2階出版部 (03) 561- 7181 事務局 (03) 561- 1765(銀行振込先 ・三菱銀行京橋支庖普通預金0055- 082)
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グラスウールダクト

寺 嶋 健 二

はじめに

グラスウールダクトは、内貼りダクトの待つべ

き機能をあらかじめ単一の材料として合わせ備え

た複合材料によ って 、ダクトを形成しようとしで

開発された抱合機能商品で、特殊な製造工程によ

って竪〈周めた 60 kg / m' 以上の高密度グラスウー

ル( 板または筒) に、ガラス糸で補強された 20μ

厚以上のアルミはく( 貼り合わせアルミはく ) を

接着する方法で製造される 。

“ マイクロウールダクト" ( 7 イ7 ログ 7 トシステ

ム社版光) の外観は、 写真 1 に示す。

写真 1 マイクロウールダクトの外観

メーカーからの材料供給は、角ダクト用にはぐ

X8' 、4' X10' の定尺板、丸ダクトは2 m長さの成

形品で行われる 。丸ダクトは 100- 65伽 m併がある。

圏内のメーカーは 2 社で、おのおの営業部門を独

立させており、マイクロダクトシステム社とグラ

スロンダクト社と称している。

性能と特長

グラスウールダクトの、鉄板ダクトに比較して

の特長は、①静かで、ある、②気密性がよい、③断 工事、保温工事、消音工事の 3 工程を、一度の工

熱性がよい、④軽量である、@ 工期が短い、⑥耐 事で終えることができる。この“ 工程の多重性解

久性がよい、である。 消" は、工期の短縮、現場管理の筒紫化に役立つ。

マイクロウールダクトの一般的特性を表 1 に、

使用可能範囲を 表 2 に示す。

表 1 マイクロウールダクトの一般的特性

ダタトの厚さ 25mm 

重量( 展開面積当たり) 1  1. 7kg/m'  

使用グラスウールのカさ比重 1 0. 06 

朔 性 係 数 1  450kg/cnl  

長期負荷に対する許容応力 1  O. 96kg /cnl 

界各伝導率 (at20"C) 10. 030Kcal! m-h-"C 

透 湿 低 抗 1  500m' .h・mmHg/g

I吸 湿 率 1  2 %以下

表 2 マイクロウールダクトの使用可能範囲

--一一一二二

角ダクト ];L ダクト

ダクト内最大風速 13m/s以下 15m/s以下

ダ ク ト 内 全 圧 50mmAq以下 6伽lmAq以下

ダ タ ト 内 温 度 o  - 75"C 

ダクト周辺温度 30- 70"C 

7) その他: 重量は鉄板ダクトの 1/3以下、大空

間建築などでは有利。不燃材認定は第 1037号。許

容風速以下で使用する限り、繊維飛散する危険性

はない( 約15年間の使用原あり) 。加工および施

工時に、鉄板ダクトのような騒音を発生しない。

使用上( 設計上) での留意事項

①グラスウールダクトは一般空調用の、しかも

低迷ダクト用として開発された商品である。工業

用あるいは腐蝕性のガス輸送用などには使用でき

ない。

②ダクト内の局部風速は平均風速の 1.5倍にも

達することがある。したがって、平均風速は角ダ

クト 9 m/ s以下、丸ダクト 10m/s以下で使用する。

③過大な空気圧水準で使用しない。角ダク トで

は、長辺長さと使用圧との関係で補強をする( 補

強の詳細は施工資料を参照願いたい) 。

@ 許容範囲を越える温度域で使用しない。ダク

トの寿命が短くなる。

1) 音響性能 マイクロウールダクト直管の音 ⑤補強および防水被覆をせずに屋外露出 ダクト

響減衰量を表 3 に例示する。グラスウールダクト として使用しない。

は管壁の透過損失が小さいため周辺から入射する ⑥コンクリー卜に直接触れないようにする。表

音があるので、表 3 の値を使用しての音響設計は、 皮材アルミはくのアルカリによる腐蝕防止。

周辺の騒音レ ベルを加味した計算式で行う 。 ⑦防火区画を貫通する 個所では使用しない。当

とはいえ、グラスウールダクトではダクト系自 該の個所は厚さ1 . 5mm以上の鉄板ダクトである。

体が「消音チャンパー」であり、 「消音エルボ」 ③周辺の騒音が高い個所での使用は避ける 。

であるから、静かな環境づくりにはきわめて有用 ③マイクロウールダクト系の圧力損失は、鉄板

なダクトである 。 ダクトと大差ない。したがって、鉄板ダクトとし

ての言生計であっても、随H寺7 イクロウールダクト

に鐙換できる。

マイクロウールダクト |  施工体制

300 X300 [  3  [  5  [  8  [  8  [叶 10 [ 4 [ 2[  建築材料では、材料品質と同等に施工品質( 施

600 X  600 1  3  1  4  1  4  1  5  [121 3  1  3  1  2  1  工体制) が重要である。グラスウールダクトの歴

600X1. 000 [ 4 [ 3 [4 [ 6 [ 9 [ 3[ 3 [  3  [  史の中には、メーカーの施工業者( 作業者) に対

300 o  1  1  1  1  1  2  1  8  1161] ]  1  5  1  2  1  する教育 ・指導の不徹底に原因する若干の事故例

内鮎りダヲト( 吸音材 1;1: 25mmJ 写)

一一ーr 一1'"

300X300 

600X600 

600X1 句 200

2) 気密性能 : 空気漏洩量は 10-

3

_ 10-
4  

m' / mi n'  

d で、鉄板ダクトの約1/100である 。

3) 断熱性能 : 熱1主流率 1;1: 0.95Kca! /m" h.  "Cで、

鉄板ダクト( 保温ダクト) の1 . 02Kca! / m人 h."Cに

比較して 7 %小さい。この断熱性能は気密性能と

相侠 って 、空気調和の省エネルギーに貢献する 。

4) 通風性能 : 摩擦抵抗係数は0 .020- 0 .025。

グラスウールダクトでは、鉄板ダクトのように複

雑な加工( 苦IJ り込み分流など) をしないので、抵

抗はやや大きくなる傾向がある ( その分は気密性

で十分に補完される) 。

5) 耐久性 : 外表面を連続した アルミはくで形

成する (接合部などには専用のアル ミテープを使

用) ので、鉄板ダクトでみるような錆・腐蝕の発

生がない。

6) 施工性: グラスウールダクトでは、ダク卜

があるとの反省から、マイクロダクトシステム社

では昭和58年 2 月より認定工事庖ならびに認定技

能士という自主制度を実施し、施工品質の水準維

持と向上に努めている。

同制度では、資倍 ( 実績) のある腐ならびに作

業者を対象に、①商品知識、②施工技術、③品質

管狸と T QC、@工m管理( 庖) などを内容とする研

修を行い、所定の成績を修めた( 試験がある) と

きには認定証を発行するという方法をとっでい

現在までに認定証を交付した工事! 吉は全国で約50

応、また技能士は約200人である。

むすび

昨今では、グラスウールダクトは年間 500件以上

の各種用途建築で採用され、その施工面積10，000

ばという大規模建築も現れている 。

建築生産の品質向上運動には、マイクロダクト

システム社では前記したような対応をしているの

で、活用願えればと考える。

( てらしま けんじ ¥ 

7 イタロダ 7 トシステム株式会社常務取締役/
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日本建築協会

月間の動き

昭和60年 2 月分

総

. A.  

:z. 

通常総会

27日 5 時- 5 時20分 於本会会議室

出席 者 佐 野 会 長 ほ か23名

議事( 1 ) 監事 1 名選挙のf牛

(2) 本部所属評議員 19名選挙の件

(3) 役員重任承認の件

理 事

. A.  

"l l < 

会務理事会

15日 2 時- 4 時時 於本会会議室

出席 者 佐 野 、 市 川 正 副 会 長 ほ か 4 名

議事 (1) 昭和60年度収支予算の作成

( イ) 会員名簿の発行

刷 会 費 収 入 の 増 額

(2) 会勢の増強について

(3 ) その他

定例理事会

27日 4 時- 4 時50分 於本会会議室

出席 者 佐 野 、 足 立 正 副 会 長 ほ か22名

議事( 1 ) 定時評議員会開催の件

(2) 寄付金受領に関する件

(3) 入退会者承認の件

(4 ) 昭和60年度事業計画( 案) 承認の件

(5) 昭和60年度収支予算( 案) 承認の件

(6) 会員( 個人及び会社、団体) 倍加の件

(7 ) 報告事項

編 集 委

. A.  

:z. 員

「設計者のプロフィール」リード電機見学会

2 日 l 時- 5 時 於高槻リード電機本社

設計者遠藤剛生氏より説明

第 9 回作品作風小委員会

6 日 4 時 - 6  D寺 於本会会議室

出席者 井上委員長、加藤副委員長ほか 5 名

議事 (1) 最近の掲載状況報告

(2) 新建築調査表の選定

(3 ) 新企画頁の内容検討

編集委員会正副委員長・幹事会会議

7 日 4 時- 6 時 於本会会議室

出 席 者 井 上 委 員 長 ほ か 8 名

議事( 1 ) 次年度雑誌費予算立案について

(2) 次年度編集委員会の構成

(3 ) その他

第 2 回計画分科会

7 日 6 時- 8 時半 於本会会議室

出席者 田中幹事ほか 7 名

議 事 (1) 計画特集の次年度の方向

(2) 次年度の計画分科会の構成

第 7 団法令分科会

64 建築と社会 /1985年 4 月号

13日 2 時 - 3 時半 於本会会議室

出席 者 松 井 幹 事 ほ か 2 名

議 事 法 令 コ ー ナ ー の 企 画

「情報化をめぐる建築・都市事情」座談会

18日 10時半 - 0 時半 於本会会議室

出席者 弁上宏( 関大) 、沢井邦之( 電電公社) 、

高寄昇三( 神戸市)

司 会 者 滑川敏彦( 阪大)

オブザーバー/ 森永規彦( 阪大)

第 3 回設備分科会

21 日 4 時 - 6 時 於本会会議室

出 席 者 橋 本 幹 事 ほ か 3 名

議事( 1 ) r設備の頁」の企画

(2)  7 月号設備特集の企画

(3) 次年度分科会委員の構成

第10回投稿欄小委員会

22日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者 中馬副委員長ほか l 名

議事( 1 ) 3 月号以降の企画

(2) 釆期のあり方

第11回広告企画小委員会

26日 4 時 - 5 時15分 於本会会議室

出席者 井上委員長ほか 7 名

議事( 1 ) r東海の現在と近未来」特集広告報告

(2 )  r 自由様式への道 ・建築家安井武雄」特集

「建築物の基礎を考える」特集広告報告

(3)  r情報化をめぐる建築・都市事情」特集広

とと壷巴とと

E コ す 悦 E コ

(4 )  5 月号「ホールと文化 J (仮称) 特集広告途

中経過報告

(5) 6 月号「外壁材料一一最近の外壁」特集広

告企画

(6 ) 収支状況報告

6 月号「くにうみの祭典」特別企画打合せ会

27日 3 時 - 5 時半 於兵庫県生田庁舎

出席者 兵庫県 ・藤沢隆氏ほか 3 名

議事 r  < にうみの祭典」の特別企画

「建物の表情ー その変遷 と外壁への期待」てい談

27日 l 時 - 3 時 於本会会議室

出席者 多々見市蔵( 大阪市) 、寺本敏則( 日建

設計) 、山田幸一( 関大)

オブザーパー/ 横井征夫委員

事 業 委 員

. A.  

宜主

アム ジ一合奏団打合せ

19日 6 時半 - 9  A寺 於本会会議室

出席者 アムジー稲本氏、宮崎委員ほか 5 名

議事 「ラウンシ‘ '21J 演奏会の企画

広報小委員会打合せ

22日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 2 名

議事本年度小委員会活動の「報告書」

出 版 委 員

. A.  

"l l < 

19日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 6 名

議事 (1) r選舎J ( プロのノウハウ〉の会員への P R

(2)  r選舎J ( プロのノウハウ) 経過報告

(3) 同上企画案について、その他

建 材 委 員

. A.  

Z 玄

28日 3 時 - 6A寺 於本会会議室

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か 11名

材料説明: P  &1 P ステンレス 防水工法

担当 ・伯考委員

見 学
d2』2Z 

吹田市文化会館( メイシアター) 新築工事の見

23日 2 D寺- 4 時 於吹田市文化会館

参加者 49名

[ 吹田市文化会館の概要}

所在地吹田市泉町 2- 24- 1 

設計監理 吹田市教育委員会文化会館建設事務所

側東畑建築事務所

施 工 竹中・前回・紙谷建設工事共同企業体

講 習
4z』z  

建築工事実務講習会

26日 9 時- 17時 於広島市中将会館

- 施工計画/ 大林組広島支底工務部古荘 昭憲氏

- 仮設見積/ 大林組本庖建築工務部安立 俊夫氏

- 積算業務/ 竹中工務庖大阪本庖 黒川征一郎氏

聴講者 114名

共催 ( 社) 広島県建築士会、( 社) 広島県建設工業協会

建 築 士 ・ 建 築 士 事 務 所 調 査 委 員 会

26日 2 時 - 5  D寺 於建築技術教育普及セ

出席者 関係団体選出各委員、学識経験者

設省

議事 (1 ) 委員会の設置及び運営について

(2) 建築士、建築士事務所実態調査の実

綱について

(3) 調査表について

(4) 今後のスケジュールについて

建 築 防 災 関 係 法 令 研 究 連 絡 会

22日 2 時- 4 ! 侍 於日本建築家協会

出 席 者 関 係 団 体 各 委 員

議事( 1 ) r建築基準法の簡素化に関するアンケ

ト」の件

(2)  r医療法の建築、設備規定と建基法、消

法」の原文による見直しの件

(3) 労働基準法と建基法との重複、矛盾の

(4) 消防法の危険物規制と建基法の関連の

(5) フォーマットによる整理の件

(6) 次回連絡会開催の件

建 築 ク フ ブ

朝食会

12日 8 時半 - 10日寺 於大阪グランドホテル

出席者 67名

当日は、経済評論家、横井毅一郎氏より「金融

革命と経済見通し」と題して、銀行、証券業界の

競合や、貿易黒字と資金の流出、スタグフレー シ

ョンなどについてお言舌を{ 司った。

2 月 の 入 会 者
( 敬称関島)

〔個人会員 2名〕

中尾英教 羽損l 恭失

訂正とお詫び

本誌60年 3 月号54頁広告白次中「淵村美術織物J とあり

ますのは「筒村美術織物」の繰りです。ここ に訂正しま

すと同時に謹んでお詫びします。

学

建

施要

防

件

件

4  



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3 

支 盾 大阪市北 区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッバー防水

・:i 誤認と祭器fii1222ニ主

カツパー防水帯 ;;;;;LA う5うテ

笹φ 麹

: : : : : : : : : : : :ぐ ，，. っ竺 : : f : : f : ?. V ｩ 副目、ｾ

1. お申込次第カタログ進呈

奥山化工業株式含杜

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1ー 12 日生ピル f t  (943)  6571代 表

東 京 ・倹浜 ・盛岡・仙台・水戸 ・静岡・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・神戸・広島 ・高松・福岡他全国主要都市
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空 間 ・ ili 生 股 備 の 貝

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・ 施 工

φ 郡朝日Z 業 経

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1・25- 7  電 話 (434) 6171(大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1・58・59 .，舌 (302) 2 2  7 1( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釦11 路 ・函館・ 盛 岡 ・ 繍 浜 ・ 鯵 岡 ・京 都 ・神 戸

震災詞汚禁処毒設計総工

φ 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 噂 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 1 J i 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 底大阪市西区江戸堀1丁目9111' 25号 〒550 '11t.ll; (06)  441- 8231 (大代)

東京本社東京邸中央区銀座2丁目2番17号 干 104 'Ilt結(03)535- 5251(代表)

支 社 名 古 屋 ・ 大 阪 網 岡

支 底札映仙台・析潟大宮・千葉繍浜・金沢天恩・岡山 ・広島・高松

営 業 所 帯 広 函館 ・膏森・秋田・盛岡・ mu，高・長野・静岡盛田・ i-lr

富山 福井 京都・神戸 ・徳山・怯山 高知・北九州・熊本

鹿児島 ー那覇

出 張 所 旭川・福島・怯江 ・徳島・長崎

海外支庖 シン ガポール ーホンコμ

. Mt昨水衛生 ・冷暖房

・空気関和般備 ・その他管工司E一切の般針・緒工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6-2 ( 日本ピル}

電話 03- ( 270) ー741 1(1側

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電 話 06- ( 443) 5041(側

支 唐 札 慢 ・ 岡 山

営 業 所 仙台 ・千葉・償浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 福井・倉重量・松山・宇都宮・静岡・苫小牧

ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

1 /豆、 l 荷 役 運 織 機 械

' - ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

取締役支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電路 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷 ・三信ピル

支 唐 名古屋 ・九州・北海道・中国・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 償 浜 ・勝間・豊田・岡山・金沢 ・新潟・香港

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・衛生 水 道

気 設 備

房厨

空 気 調 和 股 備

衛 生 股 備設 計 施 工

φ ・三建設備工業株求書駐

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 繊 鮫 町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 純 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・ 織 浜
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。 棒 式 会 社 三 発 空 調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13併20号 電 話 06- 363- 1371 

東京本底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 19日

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 話 06- 363- 1371 

支 庖 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 結0222- 61- 3002 

名古屋市中村区名駅南2丁目 141J1: 19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話082- 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出ヲＺｾ ｾ庁 青森秋田字郎宮・千葉愉浜・福弁・京都神戸松江高松・下関熊本鹿児島・沖縄

cl eanOi r  
丸

。iE1堅吾き堅守k主主討さ

@  空 間 衛 生 ・ 冷 湾 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

官 暫 よりよき環境へ繍で銚主ト一一一

- 株式会社玄童相
自防 ... . . . 園川

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル1 . 2 階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナンス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号 102 電路 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表
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空 気 調 和 J 〆、¥

給排水衛生 可てコ7

第ー・エ索抹式会ー私

大阪支庖

機 送機設備

設 計 施 工

ガス股備の般計・施工のご相談は

大阪ガス指定工司E会社・大阪ガス住般機器特約唐

。大晃設備株式会社

本 社 :1量償額

大阪市北区西天満 5- 11-12 電 06- 313- 1846

大 阪 営 蝶 所

牧 方 世t. 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  . 0720- 49- 2128 



、.

r moo側砕3
空 気 個 和 世 備

段計施工

換気・除塵設備

東 洋 撚 工 . 織 豆 電 舎 経 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 駒 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京毎中央区 ｾＮＲ 丁目 Ｙ T  E し( 562) 1  3  5  1  

• a 名 古 屋 ・ 稲 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原、衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電館大阪 ( 458) 3531香

支底・営業所 福岡・京都・天理・川西

H麦・冷房 ・空気温湿度調整装置

回 設 計 施 工

高 砂 煎

ふ 凶

ー←

大阪支 1斉 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 番 地

ｭｾ 回目侶ｾｾｾ邸周ＨｩｬｬｊｊＡ＿口 ｾＨｊＩＨｊＩ｀ 回

書庫大号全日本板金工業組合連合会 大阪支部

E也 大 号 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会 大阪支部

続 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁 目 2 俳 4 号 電 J Ii 06- 364  - 3774<<切

白れり
イ主まいのガ ン 細胞 、 し ろ あ り 公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@シロアリ予防 ・駆除 ・絡エ ( 10 ヶ年保置正付)

l サ ン ブ レ ザ ー { 予 防 御J &l ! 定)

@ 製 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土 t量処理剤)

I p Gス ケ ヤ ー ( 加 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 ・大 曳 用 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 阪 世揖 所 平 541 大 阪 市 東 区 北 揖 3 丁 目 7 111費 ピ ル 宮 崎-23ト 6406

化 成 品 部 干 101 賀 市 都 千 代田 区 神 田 須 田 町 ト担 芝f雷 神 田 ピ ル o03-254 国 31

⑨ZよZZ誤認会ネ土

本 社 友 京 都 支 底 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天 満ト 5- 20 電 路 ( 06 )  352- 3501間

三 軍 支 底 禅 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361倒的

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 脂 (0593) 53ー 7431(的

滋 賀 営 難 所 大 海 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 結 (0775) 22- 973鮒勺

@ 這 暖 房m

､ ・ ｆ 電・ｾ . . .  

- ・E ・-・4 司 : 1: 11 唖f・

③両端芸融持

営業種目

c) (  空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式念駐

大阪市西区江戸堀1丁目 22番? 号

含 06- 441 ー 1994 ・443- 0331

Standard 

フ タ パ
( 192)585劇的

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7・5- 30 . c陪ぼ 削 1111代

日本写植セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ビル ' 聞 2 凶 ) 4371 

津山写植セ ンヲー 〒708 津山市大手町8番5号機箆底会館 . 0総82 (4)  1771 

沖縄写幡セ ンヲ ー 〒蜘 南 風 原 村 線 被 沖縄印刷 団 地 雷 棚 8 (55)  61∞ 
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電気1 s t 備の戸町

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電 気 . 1十 装 工 事

6逮 社
ム一

A
式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3- 2 - 4 朝日ピル T EL 大阪06 (385) 1361 ( 代)

大阪営難所 T E L 大阪06(385) 1361  ( 代) 京都営業所 T E L 京郎075(311) 1185( 代)

東京営換所 T EL 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T EL 徳間ω2( 771) 6  1  6  8  

貴本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T Eし0 6- 31 3- 1  10 1  

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 鶴 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高E軍縮五丁目二八番地電話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌・ 仙 台・ 丸 ノ 内・ 名 古 屋 ・福 岡

営 業 所 ・出 張 所 全国主要都市2 ヶ 所

ネ土

ｾ＠

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

T " i 7ト・E貫工二.1;)，二王司J レ ヲ 職 或o m

永

丁 目

A  

限 り な き ク リ ー ン に銚 戦 す る H

電気銭。帽・クリーンル ー ム ・ 冷 瞳房 設 備

給 排 水 衛 生 役 僧 ・ 針 通 皇 制 御 般 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エネルギー集中監視システム・回転式自転車置泊

段 E十 施 工

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

TEL  06- 364- 3056  ( 代)

東京・神戸 ・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・札 幌 ・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三 原 ・徳 山 ・松 山 ・新 居 浜 ・福岡・沖縄

造

l 番 3 号
ネ土

支 底

事業所

本

三 室 電 機 械 式 会 祉

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

〒530 J ; . 阪市北区西天満 2 - 6 - 8 ( 堂 ピ ル ) T E L  06(364) 1  4  7  1  

TELEX 523- 3  2  8  7  

干 105 車 京 都 港 区 新 捕2-16( ニ ュー 軒 措 ピ ル ) TEL  03(504) 0  2  3  1  

TELEX 222- 6  7  2  4  

干462 名 古 岨 市 北 限 金 雄 三 丁 目 12 - 14 TEL  052(991) 5  1  3  1  

干657 神 戸 市 構Ii ! : 岩屋中町1-2-9( エ ピ ス ピ ル ) TEL  078(881) 5  5  7  1  

ｾ＠
本 社

東 京 宝 庫

名 古屋 宣 底

神 戸 支 庖

テラゾーブロック

テラゾータイル

各種カラー平板

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリ工

.  .t-. 

'、，

総 合 設 備 工 事〈設 計 ・ 施 工〉

建築・電気 ・通 信 ・送 電 線 ・プ ラ ン ト ・ 計 装 ・空 調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取締役会長 小 林 四 郎

取締f支社 長 代 谷 正 元 株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06) 954-6661代表

電話 (07746) 2- 0 3 7 4  

電話 (08699) 3- 13 6 5  

〒535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大{ 主

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

本社工場

京都工場

岡山工場

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8 T el  06- 452- 1151  ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2  - 17  T el  03- 454- 7311 ( 大代)

福 岡 ・広島・名古屋 ・神戸 ・ 京 都

社

京

社

本

東

支

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

奥

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8 (堂 ピル7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・ 相 様 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

緑 川 津 家 s 歳 怠⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3 ( 組 本 町バ ス停前)

電 話 大 阪 06( 532) 代0461 ・5切

天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

祉司区

天理由t . 所

達御 用

文化庁・宮内庁・各府県庁

E要文化事 社寺・天理教教会本部

飛 鳥 野 瓦( 意匠受録549771号) I  

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実 用 新 案 登 録 出 願 中 山 川 i製造販売

110751'  .  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト・モニエ Jレ瓦 ・セキスイカワラ U

⑤〉雲言孟宇工業所

代 表 取 締 役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・松下電工側・日本モニエル側・積水化学工業側富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市生野区林寺 Ｑ 丁目 Ｕ 番 Ｑ Ｔ 号奇 ｾＵＴ Ｔ
電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

大 阪市 平 野 区 工 場 兵 庫 県 三 原郡 ( 淡路島)営 業 所

6 8  



e  

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trlll(株) 由。ョコ! l D:2

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 水 ・ シート防ポ ・モルタ Jレ防水

・樹脂注入緩着工法 各種術1m注 入 接 着 補 修 工 事

・ 亀 裂 補 修 工 事 各組樹脂注入・充填・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタ ン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アク リル・リ シン ・弾性タイル ・その他

岡田ペーパー株式会社

。 大 阪 市 西 区 北 織 江 2 丁目 5 番 20号

T  E  L  06- 531 - 4601 (，代)

06- 541- 2305(代)

フロアーサンテs イングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布紙ペーパー& ジスクペーパー

o建 段 重 量 書 午 可 大 阪 府 知 事 許可 ( 般 53) 第 51225号

。日本シーリング工事業箇会4 員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  ｉ ＮｊＮ ι 、ｊｉＮＮＺｴ］Ｎ ｾｾτ 主ＱＢ

星利地所扇町ピル201S  1. f ' X I  o4": ' 守・Y 7Ii:: .r電7 4. J T1

T E L  06(315)0701 ｜Ｎｾ・Ｍ， .  -.... .，..・・4 唖同- . r v ・

製造元自由マスヲーピ'J a . ヲ三弐縁式会最

販 売 元 ポ リ ・ リ 丸 拘 庫 練 試 容 施

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3- 16- 26 ・03- 日12-8811

大 阪 世 黛 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-20宮- 3294

烹二..，n C S A 7.:，二..，0 I!:I-:..t-

セキサンパイル ( s M. A C. P C . R C)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役 j賓 岡 ?告

本 社 〒629- 31 京書官府竹野郡網野町. { - 網野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2 0  ( 代)

鱒 鶴営 業 所 〒 624 舞 踊 市 梅 米 1 6  0 - 1  

。札 ｜｜ｩｾＭ 椅代の断熱用シｾ人
J参づLJ ャー ''''..J-d(み

ＸｮＯ ， ｬ ，イザ ｾｉｉ ーシート ｐ
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ賃精進の断然兼用ニ量防水シートです。

目豆電線椋式曾社鞘閥刊区糊 Ｒｔ ｉＳ Ｑ ｡ＲｾＨ干佃ピルＩ

デンカCSAファミリー製品

・子二J OCSA. ……・・・……. . . ・ H ・- … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・子二J O弓克ヨニJ. … ・… … … ・… ・… … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

・子二 ｊｏ ］ｦＺｊー宇 Ｂｊｉｊｾ ……・………・コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水・補修用急硬セメント)

・安二J OES. … … … … … H ・H ・- ………・地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

- TニJ OI J OOO・…. . ..・ H ・. . …………コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 唐

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 03) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 06) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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話久建芸品平安鶴市 I J I !J 9J 乱暴ゆJl

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

フフフターケアー/

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮 板 規 格 S小 i皮・S 大 i皮・Vi 皮・ボ ッ ク ス i皮.w ジ ャ ン ポj皮・V デ ッ キ

S Vジ ャ ン ポ 波 ・其 の他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・苔樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制)

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

審 判 I !J 9J l J 明 製 造 株 式 会 祖

大 阪 本 社 干660

営 喋 部 〒660

支 庖 及 工 場

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル md'舌大阪 (06) 412  - 5131  ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 包 括 大 阪 (06)412- 5131(代)

大阪 ・ 九 州 、 ＱＮ 手ｾ !l i /.:t! . 広 品 ・見E条 ・メIJ 谷

姫 路 ( 東 洋 雄 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 干335

支 l書 及 工 場

組 長 市 塚 越 5 T  11 6 番 32 サ '，I!: 3'舌 蕨 ( 0484) 42- 3115( 代)

東 北

Ｍｬｬｩ 控室ｾ

施 工 し や す い 配 筋 の 指 導

芸 配 筋 読 本1= 溶 接 読 本

・ 改 訂 版 |  井 上 博 着

|親しみやすさと 読 みやすさ に 重

井 上 博 ・ 北 小 路 宏 共 著 |点 を お い て執筆 され た溶接 の 入

門 書。

• B  5 ・ 162頁 5 ・157頁

定 価3. 200円 ・送 料300円 定 価3. 000円 ・送 料300円

専 門 技 術 者 の た め の

• A 5 ・366奥 定 価3. 800円 ・ 送 料300円

援 着 工 法 の 決 定 版 知 っ て お き た い わ か る 設 備

建築の接着工法 |震 設 備 読 本

西 忠 雄 監 修 I 1 給排水衛生設備篇

本 書 は 量金書十・ |  

工 法 の 決 定 版 の 名 に 恥 じ な い 充 | 井 上 博 著

実 し た 内 容 の 参 考 書。
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予 窟 園 お

高齢者世帯の住居水準 - _. . ・- 一一一一一一中大路美知子 -

:P C+ R Cの学校建築躯体構法 一一一一一位永博犬、

; 仮設支柱なしの j  

大 屋 根 リ フ ト ア ッ プ ー 一 … … … … 占|封好孝 Il. h. :  

.・・ 0 ・・・・・・・・・・・・ ーー・ ーー ー ー. . .. . . . . . . . . . . . . . . . ... . ・・・・・.... . . . . . . . . . . . . . . . .. .. .. ........

- 超高圧ウォータージェ ッ 卜

で 洗 う ・ は が す ーーー一一ー -一 足 立 隆 之

・ロポ ッ トによる空調ダクトの清掃"" ---- W本 勇

・ 場 所 打 ぐ い の 余 盛 部 処 理 法- 一ー…一宇守 竹 之 内H博、

・室内気候を快適に

ＱＧ｜ フォーマンスるｾＦガラスたち ………ー 和 ＱＱＱ 健良

・柱脚の設計と施工 (3) ーー 一ー ー本郷干? 之・急か

- 建 築 総 液 統 計図 表 ・フ ォ ト ニ ュ ー ス ・ トビ ノクス ・建 築 家 の 良 織

・説 者 コ ー ナ ー ・海 外 の 結 姐 ・建 材 の 動 向 その 他

Ｍ・・・・ｾＢＧ［ヨ困量 『 書ｉＧＮＮｬ￬・ ｒ ・］Ｍ］冨吉富ｾＡＺ審岩園圃・四咽僻圃圃 ｒ 緬岬圃・圃圃咽置圃 ｅ ・圃・・・・

寸2 ，0 ロ ロ 円 ( 送料共)

振替 口座 東京0- 7241 7番 台東京03 (363) 42 11 ( 代)
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マイコン制御で、洗う、.9Lかす、暖める…と、すべてをコントロール。

しかもピデ洗浄付です。新しいウォシュレットは、マイコンによる (1 動

温度制御方式。洗浄、乾燥、 l暖房使座のだ比皮は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれます。だから室温、水 j aの変化に影特されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。おー付果、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、婦やi受秘にも効果的て寸。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより ー附Ti' f i紫に気を配らなければならない

女性のために、ピデ洗浄も設けました。カラーも 3色捕っています。

特に注目していただきたい、 2つのポイン卜。1. パネルl 枚にすべての

スイ γ チを集めた新設計。ボタンは軽〈押すだけのフェザー夕 、yチです。

2. 洗浄ノズルは使用 l昨にや11び、洗い終ると紡んで( l J ! 庄の必に隠れ

る伸縮式。用便時など汚物が付必しません。しかもノズルlま43皮( ピデ

もっと快適に、地 改 ・取 住 は53度) の角度っき。理由はおしり

ｔｏ ｉＡＺｪｾ 肘仲別レ川イに机山め州川吠り
O  村州川得献た…倫附で付すJ

ウ ア レ ト |レ y トG0  (TCF451) (洗浄乾燥ピデ

オ / ユ ツ 11暖房{ 雌) 胤直結タイプ￥ 149，000

写爽U ウ場シュレ y トGD( TCF451) Ill 'lf. t工邪健>.N.i. 主)

東問機種側大阪支社 干530 大阪市北区曾侵略2 T 日3番7号樋新第一生命ピル東館

宮 ( 06) 364 1181 

、

Y  

〉

おしりだって、 j先ってほししユ。
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- 強じんな極太パイJ レが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せますL

・パイルの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれまホー

・コーヒー、コーラなどの汚れも水，先いで簡単

に落とせますh

・少しの勾配と排水 口さえあれば、マン、ンョン

などの外廊下にも大丈夫。乾湿が繰り返え

されても力e ラス樹監で補強された塩ヒ'パッキ

ング層 は伸び縮みがありません。

・耐 久性、健色性、 制電性に優れていますユ

特 徴

間ヨロー宅"z
靴底の汚れと水をカットする

センイ床タイルの極太タイプ(50cm角)

TL¥J l mL¥ 

リエステJレ

不織布 補強層

・イ士縁 パイルI BC F ポリプロヒ.レン100% (極 太 単 糸)

パッキン?'l P.v.C 特殊コン'1'¥ウンド+ ガラス繊維不織布 (横層)

寸法/ 500. 0 X  500.  Omm 全厚 / 9. 5 mm 色数15色

設計価格/ 9，900円1m' (材工共犯 Om・以上 )

汚れた 料切 まは、ｾ聞から エ レ ベ ータ ー ホー

ルやm段 への到j 線に集中しま七 むしここ

で.i 'Iれをカ ッ卜してプールできたら佳物全体

の!木は、もっと符易に γ リーンかを似てます。

こんな ｉｾ ＡＡ いを解決する の カ ｜ＵＰ｣ ｭ 角センイ

!ボタイノレのフロ ー チェでt九 タジマな らでは

の パ y キンク'技術が板太繊維をしっかり支

えている、キーフラ リーンへの新提案で 七

- オフィス ・斤 舎 ・病 院・庖舗 ・ホテルなと: ぁ

らゆるビルの玄 関、 エレベーターホール。

・スポーツ・レジャー施設のパブリックスペース。

. 名古屋台 052 (571 ) 6361 ・高 松宮0878(62)  5285 

・神 戸倉078 (232)  0  132  ・干富岡宮092 (712) 9141

・広 島台082 (246)  9436 ・鹿児島n 0992 (51)  6556 

雑 誌 03379 - 4  

- 北陸宮0762 (31 ) 5741

・長野宮0263 (27)  1841 

・静岡宮0542(81 )  8931 

- 多摩宮0425 (27) 8132 

・横 浜 宮045 (681) 4835

・新 潟宮0252 (65)  0261 

- 仙台宮0222 (22)  641 3  

・jt聞東宮 0486(51 ) 9721

・車関東宮 0472 (48) 0635

- 大 阪宮 06 (44 1) 5951

・札 幌n 011 (23 1) 8261 

・盛岡宮0196 (22)  3532 

見本帳をお求めドさL 、。

田島応用 化 工 株式会 社 東京営換所

〒 101東京都千代田区岩本町3- 1ト 13n 03 (866) !i 101


